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1.1 概要 

1.1.1 ＷｅｂＮＡＣＣＳ（海上入出港業務）の対象業務 
ＷｅｂＮＡＣＣＳ（海上入出港業務）の対象業務について説明します。ＷｅｂＮＡＣＣＳとパッケ
ージソフトの対応関係は以下の表のとおりです。 

 
表 1.1.1‐1 ＷｅｂＮＡＣＣＳの対象業務 

ＷｅｂＮＡＣＣＳ  パッケージソフト 
業務名 業務コード  業務名 業務コード 

船
舶
基
本
情
報
等
事
前
登
録 

船舶基本情報登録 ＷＢＸ ⇔ 
船舶基本情報登録 ＶＢＸ 

船舶基本情報訂正 ＶＢＹ 

船舶基本情報訂正呼出し ＶＢＹ１１ 

船舶運航情報登録 ＷＢＸ ⇔ 
船舶運航情報登録 ＶＴＸ０１ 

船舶運航情報登録呼出し ＶＴＸ１１ 

乗組員情報登録 ＷＢＸ ⇔ 
乗組員情報登録 ＶＴＸ０２ 

乗組員情報登録呼出し ＶＴＸ１２ 

旅客情報登録 ＷＢＸ ⇔ 
旅客情報登録 ＶＴＸ０３ 

旅客情報登録呼出し ＶＴＸ１３ 

船用品情報登録 ＷＢＸ ⇔ 
船用品情報登録 ＶＴＸ０４ 

船用品情報登録呼出し ＶＴＸ１４ 

外
航
︵
運
航
情
報
使
用
︶ 

入港前統一申請 ＷＰＴ ⇔ 
入港前統一申請 ＶＰＸ 

入港前統一申請呼出し ＶＰＸ１１ 

入港届等 ＷＩＴ ⇔ 
入港届等 ＶＩＸ 

入港届等呼出し ＶＩＸ１１ 

出港届等 ＷＯＴ ⇔ 
出港届等 ＶＯＸ 

出港届等呼出し ＶＯＸ１１ 

外
航 

入港前統一申請 ＷＰＴ  ― ― 

入港届等 ＷＩＴ  ― ― 
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ＷｅｂＮＡＣＣＳ  パッケージソフト 
業務名 業務コード  業務名 業務コード 

移動届 ＷＭＲ ⇔ 
移動届 ＶＭＲ 

移動届呼出し ＶＭＲ１１ 

出港届等 ＷＯＴ  ― ― 

内
航 

船舶基本情報登録 ＷＢＸ  ― ― 

入港前統一申請 ＷＰＴ  ― ― 

入港届等 ＷＩＴ  ― ― 

移動届 ＷＭＲ  ― ― 

出港届等 ＷＯＴ  ― ― 

港
湾
管
理
者
向
け 

入港料減免・還付申請 ＷＥＲ  ― ― 

船舶運航動静通知 ＷＭＴ  ― ― 

海側施設使用許可申請 ＷＳＴ  ― ― 

陸側施設使用許可申請 ＷＬＴ  ― ― 

税
関
向
け 

とん税等納付申告 ＷＰＣ ⇔ とん税等納付申告 ＴＰＣ 

不開港出入許可申請 ＷＣＰ ⇔ 不開港出入許可申請 ＣＰＣ 

船舶資格変更届 ＷＫＣ ⇔ 船舶・航空機資格変更届 ＫＰＣ０１ 

船舶資格変更届呼出し ＷＫＳ ⇔ 
船舶・航空機資格変更届呼出
し 

ＫＰＣ 

― ―  指定地外／船陸／船舶間交通
許可申請 

ＡＰＡ 

― ―  指定地外／船陸／船舶間交通
許可申請呼出し 

ＡＰＢ 

照
会 

書類状態確認 ＷＶＳ ⇔ 入出港届等照会 ＩＶＳ 

船舶コード照会 ＷＶＫ ⇔ 船舶コード照会 ＩＶＫ 

船舶管理情報照会 ＷＶＣ ⇔ 船舶管理情報照会 ＩＶＣ 

不開港出入許可申請照
会 

ＷＰＰ ⇔ 不開港出入許可申請照会 ＩＰＰ 

入出港日別一覧照会 ＷＶＤ ⇔ 入出港日別一覧照会 ＩＶＤ 
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ＷｅｂＮＡＣＣＳ  パッケージソフト 
業務名 業務コード  業務名 業務コード 

船舶資格変更届照会 ＷＫＰ ⇔ 船舶資格変更届照会 ＩＫＰ 

― ―  指定地外／船陸／船舶間交通
許可申請照会 

ＩＡＰ 

そ
の
他 

ファイル申請 ＷＦＴ ⇔ ファイル申請 ＫＦＴ 

一時保存情報呼出し ＷＳＣ  ― ― 

ＣＳＶアップロード ＷＵＤ  ― ― 

宛先設定 ＷＡＳ  ― ― 

錨地指定一覧 ― ⇔ 錨地指定一覧※ ― 

利用者情報登録 ＵＲＹ０Ｗ ⇔ 利用者情報登録 ＵＲＹ 

船舶管理情報登録 ＷＶＣ ⇔ 船舶管理情報登録 ＶＣＡ 

バースウィンドウ ＷＣＳ  ― ― 

※錨地指定一覧をパッケージソフトから展開する場合は、錨地 webを開いた後にログインが必要です。 



 
 

  
輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社 1-2-1-1 

  
 

1.2 業務の流れ 

1.2.1 申請手続きの流れ 
入港前 

 

  

入港前 

船会社・ 
船舶代理店 

税関 

入管 

港湾管理者 

港長 

港内交通管 
制室 

海上保安部 
署 

地方運輸局 

海上交通セ 
ンター 

検疫所 

 外航 船の場合（運航情報使用） 

 外航船の場合（運航 情報未使用 ） 
 内航船の場合（船舶基本情報登録業務は任意） 

【 （ 2 ）入港後、港内移動時 】 に続く 

事前通報 

保障契約情報 

検疫通報 

入港通報 （予備審査情報） 

係留施設使用許可申請 

航路通報 

船舶保安情報 

停泊場所指定願 
危険物荷役許可申請 

係留施設使用届 
入港３６時間前までに提出 

入航前日１２：００までに提出 

入港前日１２：００までに提出 

入港２４時間前までに提出 

前日まで 

入港２時間前までに提出 

入港前３６時間以内に提出 

入港 通報 

入港前統一申請 
（ＷＰＴ） 船舶 基本情報等事前登録 

・船舶運航情報登録 
・乗組員情報登録 
・旅客情報登録 
・船用品情報登録 

（ＷＢＸ） 

船舶基本情報等事前登録 
・ 船舶基本情報登録 

（ＷＢＸ） 

乗組員・旅客情報事前報告情報 

移動許可申請 

事前通報 

乗員上陸許可申請 

船舶管理情報登録 
（ＶＣＡ） 
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入港後、港内移動時 
 

  
入港後 港内移動時 

船会社・ 
船舶代理店 

税関 

入管 

港湾管理者 

港長 

港内交通管 
制室 

海上保安部 
署 

地方運輸局 

海上交通セ 
ンター 

検疫所 

とん税納付 
申告 

（ＷＰＣ） 

【 （ 3 ）出港時 】 に続く 

入港届（または転錨届） 

入港届（明告書含む） 

入港届 

入港届 

入港届 

入出港届 

入出港届 移動 届 

入港後に提出 

移動後直ちに提出 

シフト情報 

入港届等 
（ＷＩＴ） 移動届 

（ＷＭＲ） 
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出港時 
 

 

  

出港時 

船会社・ 
船舶代理店 

税関 

入管 

港湾管理者 

港長 

港内交通管 
制室 

海上保安部 
署 

地方運輸局 

海上交通セ 
ンター 

検疫所 

出港届等 
（ＷＯＴ） 

出港届（または転錨届 ） 

出港届 

出港届 

出港届 

事前通報 

出港前日１２：００までに提出 

出港前までに提出 

不開港出入 
許可申請 
（ＷＣＰ） 

航路通報 

事前通報 
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その他（随時） 

 
 

その他（随時）

船会社・
船舶代理店

港湾管理者

入港料減免
還付申請
（ＷＥＲ）

入港料減免申請 船舶運航動静通知
旅客乗降用施設（渡船

橋）使用許可申請

荷役機械使用許可申請 ファイル申請

入港料還付申請

船舶給水施設
使用許可申請

ひき船使用許可申請
兼配船希望願

船舶廃油処理施設
使用許可申請

建物の類（上屋）
使用許可申請

コンテナ用電源
使用許可申請

港湾施設（荷さばき地・
野積場）使用許可申請

船舶運航動静
通知

（ＷＭＴ）

海側施設使用
許可申請
（ＷＳＴ）

陸側施設使用
許可申請
（ＷＬＴ）

ファイル申請
（ＷＦＴ）
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1.2.2 呼び出しフロー 
ＷｅｂＮＡＣＣＳの呼び出しについて 
パッケージソフトで登録した情報をＷｅｂＮＡＣＣＳで呼び出す、ＷｅｂＮＡＣＣＳで登録した
情報をＷｅｂＮＡＣＣＳで呼び出す際のフローを説明します（申請等呼出で可能な呼び出しを示
しています）。 
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パッケージソフトの呼び出しについて 
ＷｅｂＮＡＣＣＳで登録した情報をパッケージソフトに呼び出す、パッケージソフトで登録した
情報をパッケージソフトで呼び出す際のフローを説明します。 
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1.3.1 ボタン・記号説明 
ボタンの機能 
海上入出港業務で使用するボタンについて、業務単位に各動作をまとめます。 
 
※ボタン名の五十音順 
 ヘッダ 
ボタン名 動作 

 入出港業務のメインメニュー画面を表示します。 

 クリックすると、下線及び吹き出しを表示してメニューを展開します。 

 クリックすると、下線及び吹き出しを表示してメニューを展開します。 

 クリックすると、下線及び吹き出しを表示してメニューを展開します。 

 クリックすると、下線及び吹き出しを表示してメニューを展開します。 

 汎用申請関連業務のメインメニュー画面を表示します。 

 ＮＡＣＣＳセンターの掲示板を表示します。 

 ログアウトし、ＷｅｂＮＡＣＣＳのログイン画面を表示します。 

 
 共通 

ボタン名 動作 

 入力した検索条件をもとに検索します。 

 入力した検索条件をリセットします。 

 メインメニューに遷移します。 

 前の画面へ戻ります。 

 ログイン画面に遷移します。 

 
画面上部に移動します。 

 前の情報に移動します。 
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ボタン名 動作 

 次の情報に移動します。 

 
画面下部に移動します。 

 
 一時保存状態呼出し 

ボタン名 動作 

 選択した申請等の内容に紐づくサブメニュー画面へ遷移します。 

 

 申請関連 
ボタン名 動作 

 
CSVアップロード業務（WUD）でアップロードしたファイルの選択
画面に遷移します。 

 エラーメッセージを一部表示にします。 

 コード一覧画面を開きます。 

 入力した内容のエラーチェックを行います。 

 訂正申請の際に、入力した内容を一時的に仮登録します。 

 アップロード情報との紐付けを解除します。 

 入力した内容を一時的に保存します。 

 
選択した情報の削除画面に遷移します。／添付したファイルを削除し
ます。 

 保安に関する参考事項一覧を開きます 

 照会条件の入力画面に戻ります。 

 申請等呼出検索画面に遷移します。 

 

ドロワーメニューを表示します。 
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ボタン名 動作 

 
バースウィンドウで自動入力された情報以外を呼び出し可能な申請
等呼出検索画面に遷移します。 

 エラーメッセージを全て表示します。 

 船舶情報を呼び出して入力画面に展開します。 

 入力した内容を送信します。 

 乗組員情報・旅客情報・危険物情報を CSVに出力します。 

 入力欄を追加します。 

 選択した申請等の訂正画面に遷移します。 

 ファイルを添付します。 

 ドロワーメニューを閉じます。 

 選択した申請等の取消画面に遷移します。 

 画面リファレンス（入力ガイド）を表示します。 

 入力画面に戻ります。 

 ファイル選択のファイアログを表示します。 

 選択したファイル情報を入力画面に展開します。 

 申請の入力画面を表示します。 

 保安措置コードのコード一覧画面を開きます。 

 選択した申請等の内容を入力画面に展開します。 

 
選択した申請からバースウィンドウで自動入力された情報以外の内
容を入力画面に展開します。 

 ファイル選択後、ファイル情報を入力画面に展開します。 
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 宛先設定 
ボタン名 動作 

 宛先を追加します。 

 一覧上の宛先をシステムに登録します。 

 
 CSVアップロード 

ボタン名 動作 

 CSVファイルをアップロードします。 

 アップロード画面に戻ります。 

 選択したアップロード情報を申請等に紐付けます。 

 
 書類状態確認 

ボタン名 動作 

 照会画面から帳票 PDFに出力します。 

 回答履歴画面に遷移します。 

 照会画面に遷移します。 

 すべてを表示します。 

 選択した申請等の内容を CSVファイルに出力します。 

 選択した申請等の内容の CSVファイルを zip形式で出力します。 

 選択した帳票をダウンロードします。 

 
 バースウィンドウ 

ボタン名 動作 

 
お気に入り港から削除します。 

 コード一覧画面を開きます。 

 係留施設使用許可申請一覧画面を表示します。 
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ボタン名 動作 

 選択した港をお気に入り港に追加します。 

 新規登録の外航-入港前統一申請サブメニューに遷移します。 

 
新規登録の外航（運航情報使用）-入港前統一申請サブメニューに遷移
します。 

 バースウィンドウ上の施設情報表示位置（上・下）を変更します。 

 
選択した申請に基づく新規登録の出航届等サブメニューに遷移しま
す。 

 地図選択画面を表示します。 

 
選択した申請に基づく訂正の入港前統一申請サブメニューに遷移しま
す。 

 
選択した申請に基づく取消の入港前統一申請サブメニューに遷移しま
す。 

 サブウィンドウ、モーダルウィンドウを閉じます。 

 書類状態確認照会画面に遷移します。 

 書類状態確認検索画面に遷移します。 

 新規登録の内航-入港前統一申請サブメニューに遷移します。 

 バースウィンドウ上の日時表示順（昇順・降順）を変更します。 

 
選択した申請に基づく新規登録の入港届等サブメニューに遷移しま
す。 

 バースウィンドウ上の表示を更新します。 

 
選択した申請に基づく登録新規の入港前統一申請サブメニューに遷移
します。 

 バースウィンドウ上の施設情報表示範囲を拡大します。 

 バースウィンドウ上の施設情報表示範囲を縮小します。 

 
バースウィンドウ上の日時表示期間を拡大します。 
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ボタン名 動作 

 
バースウィンドウ上の日時表示期間を縮小します。 

 係留施設使用許可申請一覧画面の検索結果を CSVに出力します。 

 

入力項目の記号 
入力画面上で使用されている記号について説明します。 

記号 説明 

 必須の入力項目です。 

 
入力内容についての説明が展開されます。 

 カレンダーを表示します。 

 

アイコン 
入力画面上で使用されているアイコンについて説明します。 

アイコン 説明 

 送信対象として選択した書類に表示します 

 保存済の書類に表示します 

 呼出済の書類に表示します。 

 エラーがある書類に表示します。 

 ワーニングがある書類に表示します。 
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1.3.2 各機能説明 
 
＜凡例＞ 
 
参考情報です。 

 
 
仕様等の補足説明です。 

 
 
注意すべき内容です。 

 

ログイン 
「ログイン」画面から利用者ＩＤとパスワードを入力し、業務カテゴリ選択で「海上入出港関連業務」

を選択して【ログイン】ボタンをクリックすると、「海上入出港業務 メインメニュー」画面が表示され
ます。 

 
 
  

クリックしてログインします。 

パスワードを入力します。 

利用者ＩＤを入力します。 

「海上入出港関連業務」を選択
します。 
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メインメニュー 
「ログイン」画面からログインすると、「海上入出港業務 メインメニュー」画面が表示されます。各

業務のボタンをクリックすると、各業務の入力画面が表示されます。（参照⇒2.1.1 メインメニュー画
面を表示する） 

 

ヘッダには利用者 ID・ログイン時間・残時
間が表示されます。セッションタイムアウト
時間は最大１８０分です。リンクやボタンを
クリックするたび、リセットされます。 

リンクをクリックすること
で海上入出港業務以外の画
面を表示します。 

未確認の帳票がある場合
は、メッセージが表示され
ます。メッセージをクリッ
クすると帳票ダウンロー
ド画面に遷移します。 

各業務のボタンをクリック
することで入力画面や照会
画面等を表示します。 
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グローバルメニューからも各業務に遷移することが可能です。 

 
 

 

  

マウスオーバーすると、表示中
の画面が属するカテゴリには下
線が表示されます。カテゴリを
クリックすると、下線及び吹き
出しを表示してメニューが展開
されます。 

選択中の業務は背景
色が変わります。 

最下層の業務をクリ
ックすると、業務の
画面に遷移します。 

WebNACCS のロゴをク
リックすると、「海上入出
港業務 メインメニュー」
画面を表示します。 

クリックすると、「輸出入通関・
貨物関連業務 メインメニュー」
画面に遷移します。 

クリックすると、NACCS掲
示板に遷移します。 
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登録業務 
船舶基本情報等、申請業務に必要な情報を事前に登録する業務です。 
本説明の該当業務は以下の業務です。 
・船舶基本情報登録 
・船舶運航情報登録 
・乗組員情報登録 
・旅客情報登録 
・船用品情報登録 
本説明は船舶基本情報登録を例に説明します。 

 

A) 登録 
 情報を入力し、登録することができます。 
 

1. 「メインメニュー」画面またはグローバルメニューから登録業務の【登録】をクリックします。 
以下はメインメニューからの実施例です。 

 
 

  

クリックして「船舶基本情報登録（外航）新
規登録」画面を表示します。 
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2. 新規登録の入力画面が表示されます。 
入力補助機能については、(14)入力補助機能等を参照してください。 

 
 

  

必須マークがある項目
は、必須入力です。 

【一覧参照】ボタンをクリッ
クすると、コード一覧が別画
面で表示されます。 
（参照⇒1.3.2（14）（B）） 

 

ツールチップをクリックする
と入力内容の説明が表示され
ます。 
（参照⇒1.3.2（14）） 

 

登録内容を保存した外部フ
ァイルを読み込みます。 
（参照⇒1.3.2（3）（C)） 
 

登録済の情報を呼び出しま
す。（参照⇒1.3.2（3）（C)） 
 

入力内容を保存します。 
（参照⇒1.3.2（8）） 

入力ガイドを別画面で
表示します。 

メインメニュー
に戻ります。 

入力内容を送信
します。 



 
 

  
輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社 1-3-2-6 

  
 

 
 【この書類を一時保存】ボタンをクリックすると、一時保存番号が表示され、【申請等呼出】

【ファイル読込】ボタンは非表示となります。（参照⇒（8）一時保存情報呼出し） 

 
 

 
  

 

【はい】ボタンをク
リックします。 

一時保存番号が表
示されます。 
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3. 登録内容を入力し、【送信】ボタンをクリックすると確認ダイアログが表示されます。ダイア
ログの表示内容を確認し【はい】ボタンをクリックします。 

 
 

4. 正常に処理された場合、処理結果画面が表示されます。 

 

 

【はい】ボタンをク
リックします。 
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 エラーの場合はエラーの情報が画面に表示されるので、入力内容を修正して再度送信してくだ

さい。 

 
  

 

エラーの項目はブ
リンクします。 
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B) 訂正・削除 
 登録済の情報を検索して、登録内容の訂正または削除を行うことができます。 
 

1. 「メインメニュー」画面またはグローバルメニューから【訂正/削除】をクリックします。 
以下はメインメニューからの実施例です。 

 
 
 

2. 「訂正・削除検索」画面が表示されます。検索条件を入力し、【検索】ボタンをクリックしてく
ださい。 

 
  

クリックして「船舶基本情報登録（外航）新
規登録」画面を表示します。 

 

 

【検索】ボタンをク
リックします。 

検索条件を入力し
ます。 
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3. 検索条件を入力し【検索】をクリックすると、検索結果が表示されます。対象の情報を選択して
【訂正】または【削除】ボタンをクリックします。 

 
 

4. 入力内容の訂正または削除内容の確認を行い、【送信】ボタンをクリックしてください。 
 訂正 

  

【送信】ボタンをク
リックします。 

 

対象の情報を選択
します。 

【訂正】ボタンまたは【削除】
ボタンをクリックします。 
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 削除 
※削除の場合は項目が非活性となり、値の変更は行えません。 

 
  

 

【送信】ボタンをク
リックします。 
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C) 申請等呼出 
登録済の情報を呼び出して修正することで、新規の情報を登録することができます。乗組員情報登録

と旅客情報登録は本機能の対象外です。 
 
 
 WebNACCSで申請したWebNACCSで情報を呼び出す場合 
 乗組員・旅客情報を手入力で申請した情報を呼び出す場合は、乗組員・旅客情報の入力項目に

値が展開された状態で呼び出されます。 
 乗組員・旅客情報をアップロード情報と紐付けて申請した情報を呼び出す場合は、アップロー

ド情報を紐付けた状態で呼び出され、アップロード時のファイル名と乗組員・旅客情報の件数
が表示されます。 

 
 NACCSパッケージソフトで申請した情報をWebNACCSで呼び出す場合 
 WebNACCSで手入力できる閾値※以内で乗組員・旅客情報を申請した情報を呼び出す場合は、

乗組員・旅客情報の入力項目に値が展開された状態で呼び出されます。 
 WebNACCSで手入力できる閾値※を超えた乗組員・旅客情報を申請した情報を呼び出す場合は、

アップロード情報を紐づけた状態で呼び出され、乗組員・旅客情報の件数のみが表示されます。 
 

1. 【申請等呼出】ボタンをクリックして、「呼出検索」画面を表示します。 

 
 

 

【申請等呼出】ボタン
をクリックします。 
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2. 検索条件を入力し、【検索】ボタンをクリックします。 

 
 

3. 使用したい登録情報を選択し、【呼出】ボタンをクリックします。 

 
 【呼出】ボタンをクリ

ックします。 

 

対象の情報を選択
します。 

 

【検索】ボタンをクリ
ックします。 
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4. 呼び出しが完了すると、呼び出した登録情報が入力された状態となります。適宜値を修正し送信
を行ってください。 
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D) 外部ファイル読込 
外部ファイルを読み込んで、新規の情報を登録することができます。乗組員情報登録と旅客情報登録

は本機能の対象外です。外部ファイルは書類状態確認からダウンロードすることができます。（参照⇒
（６）書類状態確認） 

 
1. 【ファイル読込】ボタンをクリックして、「ファイル読込」画面を表示します。 

 
  

 

【ファイル読込】ボタ
ンをクリックします。 
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2. 【ファイルの選択】ボタンをクリックします。 

 
 

3. 任意の場所に保存してある外部ファイルを選択し【開く】をクリックします。 

 
  

 

【ファイル選択】ボタ
ンをクリックします。 

 

【開く】ボタンをクリ
ックします。 
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4. ファイルが選択されたことを確認し、【読込】ボタンをクリックします。 

 
 

5. 読込が完了すると、外部ファイルの内容が入力画面に反映されます。適宜値を修正し、送信を行
ってください。 

 
  

 

【読込】ボタンをクリ
ックします。 



 
 

  
輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社 1-3-2-18 

  
 

申請業務 
関係省庁に書類の申請を行う業務です。 
本説明の該当業務は以下の業務です。 
・入港前統一申請 
・入港届等 
・移動届等 
・出港届等 
・入港料減免・還付申請 
・船舶運航動静通知 
・海側施設使用許可申請 
・陸側施設使用許可申請 
・ファイル申請（参照⇒2.8.1 登録・ファイル添付（WFT）、2.8.2 訂正・取消（WFT）） 
本説明は外航（外航運航情報使用））の入港届等を例に説明します。 
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A) 登録 
複数の関係省庁へ同時に申請することができます。 

 
1. 「メインメニュー」画面またはグローバルメニューから申請業務の【登録】をクリックすると、

「新規登録 申請書類一覧」画面が表示されます。 
入力補助機能については、(14)入力補助機能等を参照してください。 
 
 
 

 
  

申請を行ってから６３日までの 
情報を呼び出します。 
（参照⇒1.3.2（4）（Ｄ)） 

入力ガイドの掲載ページ
が別画面で表示されます。 

申請内容を保存した外部ファイ
ルを読み込みます。 
（参照⇒1.3.2（４）（Ｅ）） 

書類名をクリックす
ると各書類の入力画
面に遷移します。 

【編集】ボタンをク
リックすると、各書
類の入力画面に遷移
します。 

エラーチェックまたは送信
を行う申請を選択します。 

ドロワーメニューは、申請書類一覧画面と
各書類の入力画面の両方で表示されます。
「申請書類一覧」画面を介さずに、他書類
の入力画面に遷移することができます。 

【エラーチェック】ボタンをクリックすると
送信前に入力内容にエラーがないか確認し
ます。選択した書類のみエラーチェックが行
われます。 

選択した書類を送信
します。 

ピン留めまたは【閉じる】ボタンで
ドロワーメニューの表示/非表示を
変更することができます。 
（参照⇒1.3.2（14）（F)） 
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2. 「新規登録 申請書類一覧」画面から書類名をクリックして入力画面を表示し、申請内容を入力し
ます。適宜入力内容の保存やエラーチェックを行ってください。 

 
  

ピン留めまたは【閉じる】ボ
タンでドロワーメニューの
表示/非表示を変更すること
ができます。 
「申請書類一覧」画面を介さ
ずに、他書類の入力画面に遷
移することができます。 

宛先設定で登録した宛先が表示されま
す。プルダウンから申請先の宛先を選
択します。（参照⇒1.3.2（9）） 

必須マークがある項目
は、必須入力です。 

入力ガイドを別画面（PDF）
で表示します。 

ツールチップをクリッ
クすると入力内容の説
明が表示されます。 
（参照⇒1.3.2（14）） 
 

入力内容にエラーがな
いかチェックします。 

入力内容を保存
します。 
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 【この書類を一時保存】ボタンをクリックすると、入力した内容が保存され一時保存番号が表示され
ます。保存した情報は一時保存番号を利用し、一時保存情報呼び出しから呼び出すことができます。
（参照⇒（8）一時保存情報呼出し）保存を行うと、「申請書類一覧」画面の【申請等呼出】【ファ
イル読込】ボタンは非表示となります。 
 各書類入力画面 

【この書類を一時保存】ボタンをクリックすると確認のダイアログが表示されます。 

 
 

 

一時保存番号が表
示されます。 

 

【はい】ボタンをク
リックします。 
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 申請書類一覧画面 

 
  

 

保存した書類は、選択にチ
ェックが入ります。チェッ
クを外すこともできます。 
 

保存した書類は鉛筆アイコ
ン、選択にチェックが入っ
ている書類は飛行機アイコ
ンが表示されます。 
 

 

一時保存番号が表
示されます。 

保存した書類は、【保存
済】と表示されます。 
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 【エラーチェック】ボタンをクリックすると、エラーの情報が表示されます。必須項目への記入漏れ
や、有効ではない値が入力されていないかチェックすることができます。 
 エラーがある場合 

 
 

 エラーがない場合 

 

 

エラーがある申請には
エラーアイコンが表示
されます。 
 

エラーの項目はブ
リンクします。 
 

エラーがある場合はエラ
ーの内容が表示されます。 
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3. 続けて他の書類を入力する場合は、ドロワーメニューの書類名をクリックします。確認ダイアロ
グが表示されるので、保存を行う場合は【保存する】をクリックします。 

 
 

 
 入港届等業務の場合のみ、入港届を保存後に入出港届を保存しようした場合、または入出港届

を保存後に入港届を保存しようした場合、以下のダイアログが表示されます。 

 

【保存する】をクリック
します。 
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4. 複数の書類を入力する場合は２．～３．を繰り返し、「申請書類一覧」画面に戻ります。 

 
 

5. 申請する書類が選択されていることを確認、または選択して、【エラーチェック】ボタンをクリ
ックします。書類は複数選択することができます。 

 
 
 

各書類選択し保存した宛先が
表示されます。 

【エラーチェック】ボタ
ンをクリックします。 
 

 

 

 

保存した書類にはチェックがつき
ます。送信対象の申請にチェックが
入っていることを確認します。 
 

保存した書類は、【保存済】
と表示されます。 
 

【申請書類一覧へ】をク
リックします。 
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 「申請書類一覧」画面のチェックボックスにチェックを付けた申請に対して、エラーのチェッ

クを行います。 
 必須項目への記入漏れや、有効ではない値が入力されていないかチェックすることができます。 

 
① エラーが表示された場合はエラーがある書類にエラーアイコンが表示されるため、書類の

入力画面でエラー内容を確認し項目の修正を行います。 
 エラーがある場合（申請書類一覧画面） 

 
  

エラーがある書類
にエラーアイコン
が表示されます。 
 

エラーがある書類が赤く
網掛けされ、エラーアイコ
ンが表示されます。 
 

エラーがある書類の件
数が表示されます。 
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 エラーがない場合（申請書類一覧画面） 

 
 

6. エラーが表示されなくなったら、申請する書類が選択されていることを再度確認し、【送信】ボ
タンをクリックします。 

 
 
 

 

【送信】ボタンをク
リックします。 
 

エラーがない旨のメッセ
ージが表示されます。 
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7. 確認ダイアログが表示されるので、【はい】をクリックします。 

 
 
 

 書類が未選択の場合は以下のダイアログが表示されます。 

 
 

【はい】をクリック
します。 
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8. 正常に処理された場合、以下の処理結果画面が表示されます。 
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B) 訂正（追加申請含む） 
申請済の情報を検索して、申請内容の訂正及び追加申請を行うことができます。 

 
1. 「メインメニュー」画面から【訂正・取消】をクリックすると、「訂正・取消検索」画面を表示さ
れます。検索条件を入力し、【検索】ボタンをクリックします。 

 
  

入力した検索条件
で検索します。 
 

 

入力した検索条件
をリセットします。 

「メインメニュー」画面
に戻ります。 
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2. 検索条件を入力し、【検索】ボタンをクリックすると検索結果が表示されます。訂正したい申請情
報を選択し、【訂正】ボタンをクリックします。 

 
 

3. 「申請書類一覧」画面が表示されます。書類名をクリックすると書類ごとに訂正画面が表示される
ので、適宜項目を修正し送信を行ってください。送信済の申請の訂正だけではなく、追加で申請す
ることもできます。 

  

登録の際に送信した書類
は【送信済】のステータ
スが表示されます。 
 

訂正前の届出／申請番号が
表示されます。 

「訂正・取消検索」画面に 
戻ります。仮登録した情報
は削除されます。 

【訂正】ボタンをク
リックします。 
  

訂正したい申請
を選択します。 
 

1画面で確認できるのは 20件とな
り、21件目からは次ページに遷移
し確認します。 
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 登録または訂正で送信した書類は、ステータスが【送信済】となります。 
 取消済の書類は、【取消済】となります。 
 仮登録した書類は、ステータスが【仮登録済】となります。 

 
  

登録の際に送信した書類
は【送信済】のステータ
スが表示されます。 
 

追加申請として仮登録した
書類は【仮登録済】のステ
ータスが表示されます。 
 

訂正として仮登録した書
類は【仮登録済】のステ
ータスが表示されます。 
 

送信前にエラーチェックを実行
し、入力内容にエラーがないか確
認します。選択した申請のみエラ
ーチェックが行われます。 

仮登録した書類は鉛筆アイ
コン、選択にチェックが入っ
ている書類は飛行機アイコ
ンが表示されます。 
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 各書類の入力画面で【仮登録】ボタンをクリックすると確認のダイアログが表示されます。 

 
 

 
  

 

【はい】ボタンをク
リックします。 
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C) 取消 
申請済の情報を検索して、申請内容の取消を行うことができます。 

 
1. 「メインメニュー」画面から【訂正・取消】をクリックして訂正・取消検索画面を表示します。検
索条件を入力し、【検索】ボタンをクリックします。 

 
  

入力した検索条件
で検索します。 

 

入力した検索条件
をリセットします。 

「メインメニュー」画面に 
戻ります。 
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2. 取消したい申請情報を選択し、【取消】ボタンをクリックします。 

 
 

3. 内容を確認した上で取消したい書類を選択し、送信を行ってください。 

 
 

  

登録または訂正の際に送信
した書類は【送信済】のステ
ータスが表示されます。 
 

【取消】ボタンを
クリックします。 
 

 

取消したい申請
を選択します。 
 

1画面で確認できるのは 20件とな
り、21件目からは次ページに遷移
し確認します。 

訂正前の届出／申請番号が
表示されます。 

「訂正・取消検索」画
面に戻ります。 
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 登録で送信した申請は、ステータスが【送信済】となります。 
 取消で送信した申請は、ステータスが【取消済】となります。 
 取消画面では、各申請の項目は非活性となり修正は行えません。 
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D) 申請等呼出 
申請済の情報を呼び出し修正することで、新規の情報を申請することができます。 
 
 
 WebNACCSで申請した情報をWebNACCSで呼び出す場合 
 乗組員・旅客・危険物情報を手入力で申請した情報を呼び出す場合は、乗組員・旅客・危険物

情報の入力項目に値が展開された状態で呼び出されます。 
 乗組員・旅客・危険物情報をアップロード情報と紐付けて申請した情報を呼び出す場合は、ア

ップロード情報を紐付けた状態で呼び出され、アップロード時のファイル名と乗組員・旅客・
危険物情報の件数が表示されます。 

 
 NACCSパッケージソフトで申請した情報をWebNACCSで呼び出す場合 
 WebNACCSで手入力できる閾値※以内で危険物情報を申請した情報を呼び出す場合は、危険物

情報の入力項目に値が展開された状態で呼び出されます。 
 WebNACCSで手入力できる閾値※を超えた危険物情報を申請した情報を呼び出す場合は、アッ

プロード情報を紐づけた状態で呼び出され、危険物情報の件数のみが表示されます。 
 
※WebNACCSで手入力できる閾値 

乗組員情報：30件 
 旅客情報：20件 
 危険物情報：20件 
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1. 【申請等呼出】ボタンをクリックして、「呼出検索」画面を表示します。 

 
 

2. 検索条件を入力し、【検索】ボタンをクリックします。 

 
 
 

入力した検索条件
で検索します。 

 

入力した検索条件
をリセットします。 

「申請書類一覧」画
面に戻ります。 

 

【申請等呼出】ボタンを
クリックします。 

プルダウンをクリックすると、選択
可能な業務名称が表示されます。 
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3. 使用したい申請情報を選択し、【呼出】ボタンをクリックします。 

 
 

4. 申請情報が呼び出されます。適宜値を修正し、送信を行ってください。 

 
  

正常に呼び出しが行われた
メッセージが表示されます。 

各書類画面に申請情報の値が呼び
出された状態となります。 

使用する申請情報を

選択します。 

【呼出】ボタンをクリッ

クします。 

 

1画面で確認できるのは 20件とな
り、21件目からは次ページに遷移
し確認します。 

呼び出しが完了した書類は背景
色が青となり、【呼出済】のス
テータスが表示されます。 

呼び出しが完了した書類に
ダウンロードアイコンが表
示されます。 
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E) 外部ファイル読込 
 外部ファイルを読み込んで、新規の情報を申請することができます。 
ファイル名の規則については、下記を参照してください。 

（参照⇒2.10.4（2）外部ファイルを読み込む、2.10.4（3）外部ファイル（zip）を読み込む） 
 
1. 【ファイル読込】ボタンをクリックして、「ファイル読込」画面を表示します。 

 
  

 
【ファイル読込】ボタンをク
リックします。 
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2. 【ファイルの選択】ボタンをクリックします。 

 
任意の場所に保存してある外部ファイルを選択します。 

3. 任意の場所に保存してある外部ファイルを選択し【開く】をクリックします。 

 

 
 
 

 

【ファイルの選択】ボタンを
クリックします。 

 

【開く】ボタンをクリックし
ます。 

「申請書類一覧」画面
に戻ります。 
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4. ファイルが選択されたことを確認し、【読込】ボタンをクリックします。 

 
 
5. 読込が完了すると、外部ファイルの内容が申請書類一覧画面に反映されます。適宜値を修正し、送

信を行ってください。 

 
 
 

 

【読込】ボタンをクリックし選択し
た CSVファイルを読み込みます。 
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① 「書類状態確認（WVS）」業務で zipファイル出力対象の業務のみ、【アップロード（zip）】

ボタンが表示され zipファイルを読み込むことができます。（参照⇒2.10.4（3）外部ファイル
（zip）を読み込む） 

 
  

選択したCSVファイル
を読み込みます。 

選択した zipファイルを読み込みます。「書
類状態確認（ＷＶＳ）」業務で zipファイル
出力対象の業務のみ、表示されます。 
（参照⇒2.9.1） 
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② 【読込】ボタンをクリックすると、以下のダイアログが表示されます。 
 ファイル未選択の場合 

 
 

 拡張子が正しくない場合 
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 ファイル名が正しくない場合 

 
 

③ 【アップロード（zip）】ボタンをクリックすると、以下のダイアログが表示されます。 
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 ファイル未選択の場合 

 

 

 拡張子が正しくない場合 
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 ファイル名が正しくない場合 
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その他申請・照会業務 
税関宛の書類の申請や照会を行う業務です。 

 

A) 登録 
情報を入力し、税関宛に申請することができます。 
本説明の該当業務は以下の業務です。 
・とん税等納付申告 
・不開港出入許可申請 
・船舶資格変更届 

とん税等納付申告を例に説明します。 
 

1. 「メインメニュー」画面またはグローバルメニューから対象業務をクリックすると、登録の入
力画面が表示されます。登録内容を入力し、【送信】ボタンをクリックします。 
入力補助機能については、(14)入力補助機能等を参照してください。 

 
  

 

メインメニュー
に戻ります。 

入力内容を送信
します。 

入力ガイドを別画面で
表示します。 
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 とん税納付申告のみ入力内容の確認画面が表示されます。他の業務は入力内容の確認画面は表

示されません。 

 

 

2. 正常に処理された場合、以下の処理結果画面が表示されます。 
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 エラーの場合はエラーの情報が画面に表示されるので、入力内容を修正して再度送信してください。 
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B) 照会 
登録または申請した情報を照会することができます。 
本説明の該当業務は以下の業務です 
・船舶コード照会 
・船舶管理情報照会 
・不開港出入許可申請照会 
・入出港日別一覧照会 

船舶コード照会を例に説明します。 
 

1. 「メインメニュー」画面またはグローバルメニューから対象業務をクリックすると、照会条件
の入力画面が表示されます。照会条件を入力し、【送信】ボタンをクリックします。 

 
  

 

メインメニュー
に戻ります。 

入力内容を送信
します。 
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2. 照会結果が表示されます。 

 
 

 
 船舶コード照会と入出港日別一覧照会の場合のみ、照会結果の情報が 21件以上ある場合はそ

の旨のメッセージが表示され、送信ボタンが表示されます。再度送信を行うと、続きの情報を
照会することができます。 

  

照会結果が２１件以上の場合に表示されます。
続けて照会したい場合は送信してください。 
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（6）書類状態確認 
「メインメニュー」画面から【書類状態確認】をクリックすると、「書類状態確認検索」画面が表示さ
れます。（参照⇒2.9.1 書類状態確認（WVS）） 
 
＜検索条件の種別で申請情報・船舶情報・運航情報・乗組員情報・旅客情報・船用品情報を選択して検
索した場合＞ 

検索結果から確認したい情報を選択して【照会】ボタンをクリックすると照会画面が表示され、選択
した書類の内容を確認することができます。【ダウンロード（zip）】【ダウンロード（外部ファイル）】
ボタンをクリックすると、選択した情報をダウンロードすることができます。また、【回答履歴】ボ
タンをクリックすると回答履歴照会画面が表示され、選択した申請に対する回答の履歴を照会するこ
とができます。 
 
＜検索条件の種別で帳票情報を選択して検索した場合＞ 

【帳票確認】ボタンをクリックすると、海上入出港業務関連の帳票をダウンロードすることができま
す。 
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 書類状態確認検索画面 

 
  

プルダウンをクリックすると、選択
可能な照会種別が表示されます。 

プルダウンをクリックすると、選択
可能な業務名称が表示されます。 

入力した検索条件を
リセットします。 

入力した検索条件で
検索を行います。 

プルダウンをクリックすると、選択
可能な帳票名称が表示されます。 
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 書類状態確認検索結果画面 
① 種別：申請情報・船舶情報・運航情報・乗組員情報・旅客情報・船用品情報を選択した場合 
検索結果から確認したい情報を選択して【照会】ボタンをクリックすると照会画面が表示され、

選択した申請の内容を確認することができます。 

 
 

 

 

 

  

確認したい書類を選択します。 
処理状態のリンクをクリックすると
回答情報を出力できます。 

1画面で確認できるのは 20件となり、21件
目からは次ページに遷移し確認します。 

「メインメニュー」
画面に戻ります。 

選択した書類を申請
単位に乗組員情報等
と一緒に zip形式で保
存します。 

選択した書類を申請
単位に CSVファイル
で保存します。 

選択した書類の回答
履歴を照会します。 

選択した書類を
照会します。 
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② 種別：帳票情報を選択した場合 
確認したい帳票を選択し【帳票確認】ボタンをクリックすると、選択をした帳票がＰＤＦでダウ

ンロードされます。帳票の保存期間は 14日間（土日祝含む）となりますので必ず任意の場所に保
存を行ってください。 

 
 
  

確認したい帳票を
選択します。 

ダウンロードすると確認年
月日時刻が表示されます。 

1画面で確認できるのは 20件となり、21
件目からは次ページに遷移し確認します。 

「メインメニュー」画面に
戻ります。 

選択した帳票をＰＤＦで
ダウンロードします。 
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 照会画面 

 
 

  
「書類状態確認 検索結
果」画面に戻ります。 

帳票名のリンクをクリックすると帳票
をダウンロードできます。書類に紐づく
帳票のみ表示されます。 

印刷可能な書類は【印刷】ボタンが表示さ
れます。【印刷】ボタンをクリックすると
帳票をダウンロードできます。 
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 回答履歴照会画面 

 
 

 
「書類状態確認 検索」画面に
戻ります。 
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（7）錨地指定一覧 
「メインメニュー」画面またはグローバルメニューから【錨地指定一覧】をクリックすると、別
画面で「錨地指定一覧港長選択」画面が表示されます。以降の操作は「錨地指定機能（申請者）
操作マニュアル」を参照してください。 
 
 錨地指定一覧港長選択画面 

 

 

  

対象の港長をクリックすると
錨地確認画面を表示します。 

画面を閉じます。 
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（8）一時保存情報呼出し 
「メインメニュー」画面から【一時保存情報呼出し】をクリックすると、「一時保存情報呼出し 検
索」画面が表示されます。検索条件を入力して【検索】ボタンをクリックすると、検索結果が表
示されます。検索結果から呼び出したい情報を選択し【呼出】ボタンをクリックすると、新規登
録の申請書類一覧画面が表示され、通常の申請業務と同様に送信ができます。 
（参照⇒2.10.2 一時保存情報呼出し） 
 
 一時保存情報呼出し 検索画面 

 
 
 
 

 
  

一時保存情報が呼び出された
「申請書類一覧」画面を表示し
ます。 

呼び出したい一時保存情報を
選択します。 

1画面で確認できるのは 20件
となり、21件目からは次ペー
ジに遷移し確認します。 

「メインメニュー」画面
に戻ります。 

プルダウンをクリックすると、選択可能な
業務名称が表示されます。 

入力した検索条件を
リセットします。 

入力した検索条件で
検索を行います。 



 
 

  
輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社 1-3-2-61 

  
 

 新規登録 申請書類一覧画面 

 
 

  

呼び出した情報の一時保存
番号が表示されます。 

【保存済】または【送信済】の
ステータスが表示されます。 
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（9）宛先設定 
「メインメニュー」画面またはグローバルメニューから【宛先設定】をクリックすると、「宛先
設定」画面が表示されます。書類提出先及び官署コードを入力し、登録を行ってください。 
登録済の書類提出先を削除する場合は、登録済宛先一覧の中から削除したい書類提出先を選択し
て【登録】ボタンをクリックしてください。 
（参照⇒2.10.5 宛先設定） 
 
 宛先設定画面 

 
 
 
 
 
 

 【追加】ボタンをクリックしまたは削除にチェックをつけた後に、【登録】ボタンをクリッ
クしないと登録は行われません。 

 

プルダウンをクリックすると、 
選択可能な書類提出先が表示されます。 

追加ボタンをクリックすると、一覧に
登録予定の宛先が追加されます。 

削除したい場合は、
選択します。 

「メインメニュー」画面に
戻ります。 

追加した書類提出先を登録します。 
登録を行うと「メインメニュー」画面に戻ります。 
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（10）ＣＳＶアップロード  

A) 乗組員・旅客・危険物アップロード 
「メインメニュー」画面から【乗組員・旅客・危険物（WUD）】のリンクをクリックすると、「乗組員・
旅客・危険物 アップロード」画面が表示されるので任意のＣＳＶファイルをアップロードしてください。
アップロードしたＣＳＶファイルは、各申請で利用することができます。 
（参照⇒2.10.3 ＣＳＶアップロード） 

 
 乗組員・旅客・危険物 アップロード画面 

 
  

アップロードするファイ
ルの種別を選択します。 

「メインメニュー」画面に
戻ります。 

アップロードしするＣＳＶ
ファイルを選択します。 

選択したＣＳＶファイルを
アップロードします。 

アップロードする CSVファイルに対
し情報を入力します。 
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 【アップロード】ボタンをクリックすると、以下のダイアログが表示されます。 
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B) アップロード情報の使用 
各申請の新規登録または訂正画面から【アップロード情報を使用】ボタンをクリックすると、アップ

ロード情報検索画面が表示されます。アップロード情報検索画面でアップロードしたＣＳＶファイルを
検索し選択すると、ＣＳＶファイルの情報を使用することができます。 

 
 新規登録画面 

 
 

 

  

アップロード情報検索画面を
表示します。 
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 アップロード情報検索画面

 
 

 アップロード情報検索結果画面 

 
  

入力した検索条件を
リセットします。 

1画面で確認できるのは 20件とな
り、21件目からは次ページに遷移
し確認します。 

入力した検索条件で
検索を行います。 

各書類の新規登録または
訂正画面に戻ります。 

選択したファイル
を読み込みます。 
 

 
読み込みたい情報
を選択します。 
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（11）パスワード変更 
「メインメニュー」画面から【利用者情報登録】のリンクをクリックすると、「利用者情報登録」
画面が表示されます。 

 
 
 
 

 

 

 

  

プルダウンをクリックすると、選択可能な
処理区分が表示されます。 

変更後の新パスワードを
入力します。 

【登録】ボタンを
クリックします。 

クリックすると入力ガイ
ドが表示されます。 

「メインメニュー」画面に戻
ります。 
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（12）バースウィンドウ 
「メインメニュー」画面から【バースウィンドウ】のリンクもしくは地図選択画面から【バース
ウィンドウ】をクリックすると、「バースウィンドウ」画面が表示されます。「バースウィンド
ウ」画面においては、係留施設使用許可申請情報を使用したバースの利用状況をシステム上で視
覚的に把握することができます。なお、パッケージソフトから申請された係留施設使用許可申請
の情報もバースウィンドウ上に表示されます。 
 

●バースウィンドウ画面（上部） 

 

 

 
  

プルダウンをクリックすると、 
選択可能な宛先が表示されます。 

プルダウンをクリックすると、 
選択可能な港湾名称が表示されます。 

プルダウンをクリックすると、「港湾名
称」で選択した港湾に存在する港湾施設
名称が表示されます。 

プルダウンをクリックすると、「宛先」
で選択した港湾管理者が設定した港湾
施設グループが表示されます。 

プルダウンの選択と表示基
準日をもとにバースウィン
ドウの表示を更新します。 
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●バースウィンドウ画面（下部） 

 

 

  

バースウィンドウの凡
例を表示します。 

係留施設情報の位置を上下
切り替えて表示されます。 

日時表示順を昇順・降順切
り替えて表示されます。 

「メインメニュー」画面
に戻ります。 

「地図選択」画面に遷移します。 
（参照⇒1.3.3（13）） 

「係留施設使用許可申請
一覧」画面に遷移します。 

施設表示範囲（100～2400
ｍ）の拡大縮小ができます。 
 

日時表示範囲（1～9日）
の拡大縮小ができます。 

クリックすると、お知らせの内容
がツールチップで表示されます。 

ドラッグにより「申請選
択」画面を表示します。 

全項目表示されないサイズの場合、カー
ソルを当てると表示されていない項目
をツールチップで表示します。 

クリックすると「船舶詳細
情報」画面を表示します。 

カーソルを当てると、係留
施設情報を表示します。 
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 「船舶の表示について」リンクをクリックするとバースウィンドウの凡例を表示します。 
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 お知らせ（グレーの四角）をクリックすると、画面に表示されている内容をツールチップで表
示します。申請情報が表示内容の上に重なっている場合に内容を確認できます。 
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 全項目表示できないサイズの申請情報にカーソルを合わせると、表示されていない項目をツー
ルチップで表示します。 

 

 

 係留施設情報にカーソルを当てると係留施設情報を表示します。岸壁が短く係留施設情報を表
示しきれていない場合に隠れている情報を確認できます。 

 

 

 申請選択画面 

 
 
 
 
 

  

入港前統一申請（外航（運航情報使用））
新規登録 申請書類一覧画面に遷移します。 

入港前統一申請（内航） 新規登録 申
請書類一覧画面に遷移します。 

入港前統一申請（外航） 新規登録 申
請書類一覧画面に遷移します。 



 
 

  
輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社 1-3-2-73 

  
 

 船舶詳細情報画面 
 

 

 

  

入港前統一申請 取消申請書類
一覧画面に遷移します。 

入港前統一申請 訂正 申請書
類一覧画面に遷移します。 

入港前統一申請 新規登録 申
請書類一覧画面に遷移します。 

入港届等 新規登録 申請書
類一覧画面に遷移します。 

出港届等 新規登録 申請書類
一覧画面に遷移します。 
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 係留施設使用許可申請一覧画面 

 
 

操作対象の申請を選
択します。自社の申請
のみ選択可能です。 

「バースウィンド
ウ」画面に戻ります。 

選択した申請
を照会します。 

「入港前統一申請 訂正 申請書
類一覧」画面に遷移します。 

施設コードの一覧を
表示します。 

「書類状態確認」画
面に遷移します。 

港コードの一覧を
表示します。 

プルダウンをクリックすると選択可能な
検索結果の並び替え項目を表示します。 

「入港前統一申請 取消 申請
書類一覧」画面に遷移します。 

プルダウンをクリックすると並び替
え項目の昇順降順を表示します。 

「出港届等 新規登録 申請
書類一覧」画面に遷移しま
す。 

入力した検索条件を
リセットします。 

入力した検索条件で
検索を行います。 

検索結果の一覧情報を
CSVに出力します。 

1画面で確認できるのは 20件となり、21
件目からは次ページに遷移し確認します。 

自社の申請以外は
選択できません。 

「入港届等 新規登録申請書
類一覧」画面に遷移します。 

「入港前統一申請 新規登録 申請
書類一覧」画面に遷移します。 
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 船舶名称のリンクをクリックすると、「船舶詳細情報」画面が表示されます。 

 

  

「船舶詳細情報」画面
を表示します。 
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（13）地図選択 
「メインメニュー」画面から【地図選択】のリンクもしくは「バースウィンドウ」画面から【地
図選択】をクリックすると、「地図選択」画面が表示されます。「地図選択」画面においては、
Cyber Port（港湾インフラ分野）の地図上から港および係留施設を確認し、「バースウィンドウ」
画面へ遷移することができます。 

●地図選択画面 

 
  

地図上で港および施設を選
択することで、港および施
設情報が表示されます。 

地図上で施設のバースコードをクリッ
ク後に【バースウィンドウ】ボタンを
クリックすることで「バースウィンド
ウ」画面へ遷移します。 

【×（削除）】ボタンをクリッ
クすることでお気に入り港への
リンクが削除されます。 

地図上で港の港コードもしくはバ
ースコードをクリック後におに入
り港追加ボタンをクリックするこ
とでお気に入り港の追加ができま
す。 

お気に入り港のリンクを
クリックすることで、対
象の港をズームした地図
となります。 
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（14）入力補助機能等 
入力画面に表示されている入力フィールドに入力を行う際に、入力を補助する機能があります。 
 

表 １-1入力補助機能一覧 

項番 入力項目名 説明（利用方法） 

1 ラベル（項目タイトル） ラベルを表示します。必須入力の項目には、必須マークがあり

ます。 

 
 

2 テキストフィールド 1行の文字列を入力します。 

 
 

3 テキストエリア 1行以上の文字列を入力します。 

上下/左右の見えない部分をスクロールして表示できます。 

 
 

4 プルダウン 入力文字列を一覧（プルダウンメニュー）から選択します。 

選択できる値は 1つのみです。 

 
 

5 ラジオボタン 複数の選択肢から 1つだけを必須選択する場合に用います。 
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項番 入力項目名 説明（利用方法） 

6 チェックボックス チェックをつけたり外したりして、「はい」「いいえ」を選択

します。複数選択が可能です。 

 
 

7 グリッド（表）ビュー 表形式で表示します。 

 
 

8 繰り返し項目 追加入力をクリックし、行追加をします。 

 
 

9 カレンダー カレンダーマークをクリックするとカレンダーが表示されるの

で、日付を選択すると値が入力されます。 
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項番 入力項目名 説明（利用方法） 

10 一覧参照 【一覧参照】ボタンをクリックすると、別画面が表示されます。

値を選択すると、選択した値が入力されます。 

※一部の一覧参照は、値の入力は対象外の機能となります。 

 
 

11 アップロード情報を使用 CSV アップロード業務でアップロードした情報を紐づけるこ

とができます。 

 
 

12 添付ファイル AAAAAAAA 

 
13 ツールチップ ツールチップにアイコンをクリックすると、入力内容について

の説明が展開されます。一部の項目にのみ、ツールチップがあ

ります。 

 
 

14 入力ガイド 各書類の入力画面にある【入力ガイド】ボタンをクリックする

と、別画面で入力ガイドの PDFが表示されます。入力内容につ

いての説明が記載されています。 
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A) グリッド 
グリッド入力は、Excelのように一覧形式で入力ができます。グリッドでできる操作を説明します。 

 
表 1-2 グリッド機能がある情報 

情報 入力可能な行数 

乗組員情報 30 

旅客情報 20 

危険物情報 20 

船用品情報 50 

本邦入港前外国の寄港地情報 30 

 

① セルの選択 
以下のセルを選択した状態で、値のコピーや削除を行うことができます。 

 
表 1-3 セル選択状態 

項番 セル選択状態 画面イメージ 

1 単一セル 

 
 

2 複数セル 
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項番 セル選択状態 画面イメージ 

3 単一行 

 
 

4 複数行 

 
 

5 単一列 

 
 

6 複数列 

 
 

7 全セル 
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② 表のコピー 
グリッド（表）のデータをクリップボードにコピーします。コピーはセルを選択した状態で行う

ことができます 
 
1. グリッド（表）のコピーしたいセルを選択します。 
2. 右クリックメニュー［コピー］を選択すると、コピー対象のデータがクリップボードにコ

ピーされます。 

 
 

③ 表の貼り付け 
グリッド（表）にコピーしたデータを貼り付けます。Microsoft Excel等からコピーした表データ

をそのまま貼り付けることができます。 
 

1. Microsoft Excel等でコピーを行います。 

 
 

2. グリッド（表）で貼り付け開始セルを選択します。 

 
データをコピーします。 
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3. Ctrl＋[V]でコピーした値を貼り付けられます。 

 
 
 

 入力不可項目、および送信対象外の項目には貼り付けできません。 
 数字項目に英字を貼り付けるといった、属性と異なるデータは貼り付けできません。 
 貼り付けは、クリップボードに保存されているデータ形式がタブ区切り、改行が［CRLF］

である必要があります。 
※ クリップボードに保存されているデータは、メモ帳等に貼り付けて確認することが可能で

す。 
 

④ 一覧参照 
一覧参照からコード一覧画面を開き、コード一覧画面上で値をコピーし、入力項目に貼り付け
ることができます。 

 
1. グリッドにある【一覧参照】ボタンをクリックします。 

  
 

 【一覧参照】ボタンをク
リックします。 

開始セルを選択します。 
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2. コード一覧の画面が別画面で表示されます。入力したい値をクリックします。クリックす
ることで値がクリップボードにコピーされます。 

 
 

3. グリッドに戻り、Ctrl＋[V]でコピーした値を貼り付けます。 

 
 

B) 一覧参照 
【一覧参照】ボタンをクリックすると、項目の対象のコード一覧画面が表示されるため、値をクリッ

クすると値が入力項目に反映されます。 
 
＜港コード＞ 
① 港コードの【一覧参照】ボタンをクリックします。 

 
 

② 国の一覧が表示されます。 
ここでは「日本」をクリックする例で説明します。 

 
値のリンクをクリッ
クします。 

 

 【一覧参照】ボタン
をクリックします。 
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③ 「日本」をクリックすると、日本の港の一覧が表示されます。 
都道府県をクリックすると、その都道府県の港が表示されます。そして港をクリックしま
す。 

 
 

④ クリックした港コードが項目に反映されます。 

 
 

＜施設コード＞ 
① 施設コードの【一覧参照】ボタンをクリックします。 

 
 

「日本」をクリックします。 

 

 
都道府県をクリックします。 

港をクリックします。 

クリックした港コードが項目に反
映されます。 

 

 【一覧参照】ボタン
をクリックします。 
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② 港の一覧が表示されます。都道府県をクリックすると、その都道府県の港が表示されるの
で、港をクリックします。 

 
 
③ 港をクリックすると、施設の一覧が表示されます。 

 
 

④ クリックした施設コードと港コードが項目に反映されます。 

 
 
 
 グリッドの一覧参照は値のコピーのみで、値の反映は対象外の機能です。（参照⇒

1.3.2(4)(A)④一覧参照） 
 保安措置コードと参考事項コードの一覧参照は値のコピーのみで、値の反映は対象外の

機能です。 
 申請等呼出は申請してから 63日以内の申請を呼び出すことができます 

 

 

 

港をクリックします。 

 

都道府県をクリックします。 

施設をクリックします。 

クリックした港コードと施設コード
の両方が項目に反映されます。 
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C) カレンダー 
年月日を入力する項目はカレンダーで年月日を選択することで入力することができます。 
 

① カレンダーのアイコンをクリックすると、カレンダーが表示されるので日付を選択します。 

 
② 選択した日付が項目に反映されます。 

 

D) 追加入力 
繰り返し項目は、【追加入力】ボタンをクリックすることで入力フィールドを増やすことができます。 

 
① 【追加入力】ボタンをクリックします。 

 

 

 

カレンダーのアイコンを
クリックします。 

本日の日付は○で
囲まれます。 

日付を選択します。 

 

【追加入力】ボタン
をクリックします。 
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② 入力フィールドが追加されます。 

 
 
 
 最大欄数まで入力フィールドを追加した場合は、「追加入力」ボタンは非活性になります。 
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E) 添付ファイル 
申請に必要な不添付ファイルを選択し追加することができます。 
添付ファイル一覧に追加できる条件は以下のとおりです。 
 拡張子が以下のいずれかである必要があります。 

bmp、csv、doc、docx、gif、htm、html、jet、jpe、jpeg、jpg、jtd、pdf、png、ppt、pptx、
rtf、tif、tiff、txt、xls、xlsx、xml 
拡張子は大文字、小文字の区別はされません。 

 添付ファイルは最大 10ファイルです。 
 全添付ファイルのサイズ合計が 30メガバイト以内である必要があります。 
 ファイル名が重複していない必要があります。 
 ファイル名に使用されている文字が JIS第一、および第二水準である必要があります。 
※ 機種依存文字（JIS第三、および第四水準）は使用できません。 

 
 
① 添付ファイルを追加する 

1. 【ファイルの選択】ボタンをクリックします。 

 
 

 

2. ファイルを選択のダイアログが表示されるため、添付したいファイルを選択し、【開く】
ボタンをクリックします。 

 
 

3. ファイルが選択された状態となります。【添付】ボタンをクリックします。 

 
 
 

 

 

 

【ファイルの選択】ボタン
をクリックします。 

【開く】ボタンをク
リックします。 

添付したいファイル
を選択します。 

【添付】ボタンをク
リックします。 
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4. 添付ファイルが追加されます。複数ファイル添付したい場合は、①～③を繰り返してくだ
さい。 

 
 

 

② 添付ファイルを削除する 
1. 削除したい添付ファイル行の【削除】ボタンをクリックします。 

 
 

2. 添付ファイルの選択が解除されます。 

 
  

添付ファイルが追
加されます。 

 

【削除】ボタンをク
リックします。 
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F) ステータスとアイコン 
「申請書類一覧」画面に、書類の状態をアイコンやステータスで表示します。 

 
 

表 1-4 アイコン 

アイコン 説明 

 
 

送信対象として選択した書類に表示します 

 
 

保存済の書類に表示します 

 
 

呼出済の書類に表示します。 
 

 
 

エラーがある書類に表示します。 
 

 
 

ワーニングがある書類に表示します。 
 

 
 

ドロワーメニューを表示します。 

 
 

ドロワーメニューを非表示とします。 

 

 

ステータスは申請書類一覧
の書類名に表示されます。 

 

アイコンはドロワーメ
ニューに表示されます。 
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表 1-5 ステータス 

ステータス 説明 

保存済 一時保存を行った書類に表示します。 

送信済 送信を行った書類に表示します。 

仮登録済 訂正の際に仮登録を行った書類に表示します。 

取消済 取消を行った書類に表示します。 

呼出済 申請等呼出で呼び出された書類に表示します。 

係留情報保存済 バースウィンドウで係留施設のビット・日時をドラ
ッグにより選択して係留施設使用許可申請の申請画
面に遷移した際に、係留施設使用許可申請に表示し
ます。 

 
① ピンを留める 
ピンを留めている状態で別の画面に遷移すると、ドロワーメニューは表示されたままとなります。

ピン留めの設定は、ログアウトし再ログインする際も保持します。 
1. ピンを留めた状態にします。 

 
 

2. 別画面に遷移します。 

 
  

￥ 

ピンを留めた状態にします。 
ピン留めをクリックすること
で状態を変更できます。 

ドロワーメニューは表示
された状態となります。 
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② ピンを外す 
ピンを外した状態で別の画面に遷移すると、ドロワーメニューは閉じた状態となります。ピン留

めの設定は、ログアウトし再ログインする際も保持します。 
 

1. ピンを外した状態にします。 

 
 

2. 別画面に遷移します。 

 
 

G) 入力ガイド 
各書類の入力画面にある【入力ガイド】ボタンをクリックすると、別画面で入力内容についての説明

が記載されている入力ガイドの PDFを開くことができます。 
 
① 各書類の入力画面で【入力ガイド】ボタンをクリックします。 

 

￥ 

ピンを外した状態にします。 
ピン留めをクリックすること
で状態を変更できます。 

ドロワーメニューは表示
された状態となります。 

￥ 

【入力ガイド】ボタンを
クリックします。 
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② 別画面で入力ガイドの PDFが表示されます。 
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2.1 共通の操作 

2.1.1 メインメニュー画面を表示する 
ＷｅｂＮＡＣＣＳのログイン画面にて利用者ＩＤとパスワードを入力し、業務カテゴリ選択の「海
上入出港関連業務」を選択してログインすると、「海上入出港業務 メインメニュー」画面が表示さ
れます。 
＜海上入出港業務メインメニュー画面の見方＞ 

 
⑤フッター 

  
  

  
  

②グローバルメニュー 

  
  

  
  

  
  

①ヘッダー 

④海上入出港業務 
メニュー 

③メッセージ 
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 ヘッダー 
ヘッダーはログイン後に全ての画面で表示されます。 

画面表示 内容 

利用者ＩＤ ログインした利用者ＩＤが表示されます。 
ログイン時間 ログインした時間が表示されます。 
残時間 セッションタイムアウトまでの時間が表示されます。セ

ッションタイムアウト時間は最大１８０分です。リンク
やボタンをクリックするたび、リセットされます。無操
作の状態が１８０分を超えると、再度ログインが必要に
なります。 

※残時間が少なくなった場合は、「この情報を一時保存」

や「仮登録」ボタンをクリックすることで、残時間がリ

セットされます。 
ログアウト クリックするとログアウトし、ログイン画面に遷移しま

す。 
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 グローバルメニュー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グローバルメニューはログイン後に全ての画面で表示されます。 
画面表示 内容 

WebNACCS クリックすると、「海上入出港業務 メインメニュー」画
面が表示されます。 

各種申請 クリックすると、下線及び吹き出しを表示してメニュー
を展開します。各種申請では、以下の業務を行えます。 
船舶基本情報等事前登録（WBX） 
└船舶基本情報登録 
└船舶運航情報登録 
└乗組員情報登録 
└旅客情報登録 
└船用品情報登録 
外航（運航情報使用） 
└入港前統一申請（WPT） 
└入港届等（WIT） 
└出港届等（WOT） 

マウスオーバーすると、表示中の画面が属
するカテゴリには下線が表示されます。カ
テゴリをクリックすると、下線及び吹き出
しを表示してメニューが展開されます。 

選択中の業務は背景
色が変わります。 

最下層の業務をクリ
ックすると、業務の
画面に遷移します。 

クリックすると、「海上入
出港業務  メインメニュ
ー」画面を表示します。 

クリックすると、「輸出入通関・
貨物関連業務 メインメニュー」
画面に遷移します。 

クリックすると、NACCS掲
示板に遷移します。 
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画面表示 内容 

各種申請 外航 
└入港前統一申請（WPT） 
└入港届等（WIT） 
└移動届等（WMR） 
└出港届等（WOT） 
内航 
└入船舶基本情報登録（WBX） 
└入港前統一申請（WPT） 
└入港届等（WIT） 
└移動届等（WMR） 
└出港届等（WOT） 
港湾管理者業務 
└入港料減免・還付申請書（WER） 
└船舶運航動静通知（WMT） 
└海側施設使用許可申請（WST） 
└陸側施設使用許可申請（WLT） 
ファイル申請（WFT） 
└申請書類へのファイル添付 
└登録・ファイル添付 
└訂正/取消 
とん税等納付申告（WPC） 
不開港出入許可申請（WCP） 
船舶資格変更届（WKC/WKS） 

確認/照会 クリックすると、下線及び吹き出しを表示して以下のメ
ニューを展開します。確認/照会では、以下の業務を行え
ます。 
書類状態確認（WVS） 
照会 
└船舶コード照会（WVK） 
└船舶管理情報照会（WVC） 
└不開港出入許可申請照会（WPP） 
└入出港日別一覧照会（WVD） 
└船舶資格変更届照会（WKP） 
錨地指定一覧 
港湾選択 
└地図選択 
└バースウィンドウ 

機能 クリックすると、下線及び吹き出しを表示して以下のメ

ニューを展開します。機能では以下の業務が行えます。 
一時保存情報呼出し（WSC） 
CSVアップロード 
└乗組員・旅客・危険物（WUD） 
└ツールダウンロード 
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画面表示 内容 

設定 クリックすると、下線及び吹き出しを表示して以下のメ

ニューを展開します。 
利用者情報登録（URY0W） 
宛先設定（WAS） 

汎用申請関連業務へ クリックすると「輸出入通関・貨物関連業務 メインメニ
ュー」画面に遷移します。 

NACCS掲示板 クリックすると、NACCS掲示板に遷移します。 
 

 メッセージ 
画面表示 内容 

メッセージ 未確認の帳票※がある場合、メッセージを表示します。ク
リックすると、書類状態確認 検索画面に以下の検索条件
で検索した状態で遷移します。 
 種別：帳票情報 
 確認済を除く：チェック有 

※端末毎の未確認帳票ではなく、ログインしている ID毎
の未確認帳票を示します。 

 
 海上入出港業務メニュー 
海上入出港業務に関わる各申請の登録・訂正・削除または取消及び登録内容の確認を行います。 

画面表示 内容 

船舶基本情報等事前登録
（WBX） 

外航（運航情報使用）及び外航について、本船単位の船舶
基本情報を本邦入港前に登録・訂正・削除することができ
ます。 
また、外航（運航情報使用）について、船舶運航情報、旅
客情報及び船用品情報を登録・訂正・削除することができ
ます。また、乗組員情報を登録・訂正・削除することがで
きます。 

外航（運航情報使用） 船舶基本情報等事前登録で登録した内容に基づき、外航（運
航情報使用）について、入港前統一申請、入港届等及び出
港届等を登録・訂正・取消することができます。 

外航 船舶基本情報等事前登録で登録した内容に基づき、外航に
ついて、入港前統一申請、入港届等、移動届等、出港届等
を登録・訂正・取消することができます。 
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画面表示 内容 

内航 内航について、本船単位の船舶基本情報を本邦入港前に登
録・訂正・削除することができます。 
また、船舶基本情報登録で登録した内容に基づき、入港前
統一申請、入港届等、移動届等及び出港届等を登録・訂正・
取消することができます。 

港湾管理者業務 入港料減免・還付申請、船舶運航動静通知、海側施設使用
許可申請及び陸側施設使用許可申請を登録・訂正・取消す
ることができます。 

ファイル申請（WFT） 各港湾管理者が指定する電子ファイル様式を添付して送付
することができます。また、港湾管理者・検疫業務の参考
資料を添付して送付することができます。 

とん税等納付申告業務等
（WPC） 

とん税等納付申告届を行うことができます。 

不開港出入許可申請
（WCP） 

不開港出入許可申請を行うことができます。 

船舶資格変更届
（WKC/WKS） 

船舶資格変更届の登録・呼出し・訂正・取消を行うことが
できます。 

書類状態確認 提出した手続きの申請内容と申請状態、帳票をダウンロー
ドすることができます。 

照会 船舶コード照会、船舶管理情報照会、不開港出入許可申請
照会、入出港日別一覧照会、船舶資格変更届照会を行うこ
とができます。 

錨地指定一覧 錨地の空き情報を確認することができます。 
港湾選択 地図選択画面からバースの選択、バースウィンドウにて、

バースの利用状況が確認できます。 
一時保存情報呼出し
（WSC） 

一時的に保存した登録情報を呼び出すことができます。 

ＣＳＶアップロード 乗組員情報、旅客情報及び危険物情報について、ＣＳＶ形
式のファイルでアップロードすることができます。また、
乗組員情報、旅客情報及び危険物情報を作成するためのツ
ールをダウンロードすることができます。 

利用者情報登録
（URY0W） 

パスワードを変更することができます。 

宛先設定 書類提出先を事前に設定しておくことができます。 
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 フッター 
フッターはログイン後にメインメニュー画面で表示されます。 

画面表示 内容 

輸出入通関・貨物関連業
務へ 

「輸出入通関・貨物関連業務 メインメニュー」画面に遷
移します。 

動物検疫関連業務へ 「動物検疫関連業務 メインメニュー」画面に遷移しま
す。 

植物検疫関連業務へ 「植物検疫関連業務 メインメニュー」画面に遷移しま
す。 

前回ログイン日時 前回ログインした日時が表示されます。 
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2.2 船舶基本情報等事前登録（外航） 

2.2.1 船舶基本情報登録（ＷＢＸ） 
本業務では、本船単位の船舶基本情報（以下、「船舶基本情報」と呼びます）を本邦入港前に登録

することができます。本業務では、船舶基本情報を登録・訂正・削除することができます。削除は、
登録済の船舶が廃船等となった場合に行います。なお、とん税等一時納付の有効期間内に削除する場
合は、税関に申し出た上で指示に従ってください。 
登録の操作方法については、1.3.2（3）登録業務を参照してください。 

 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 船会社が登録する場合は、本業務で入力した「船舶運航者」と、同一の船会社である必要が

あります。 
 船会社が訂正または削除を行う、かつ船舶運航者に変更がない場合は、本業務で入力した「船

舶コード」の船舶基本情報に登録されている船舶運航者と、同一の船会社である必要があり
ます。 

 船会社が訂正または削除を行う、かつ船舶運航者に変更がある場合は、変更後の船舶運航者
と、同一の船会社である必要があります。 

 
船舶基本情報について 
 本業務で登録した船舶基本情報は、「外国貿易船」及び「特殊船舶」として登録されます。 
 登録した船舶基本情報は、登録後初めて開港に入港した際に税関による確認が必要です。 
 登録した船舶基本情報は、本業務の入力日または税関の確認日から一定期間経過後に削除さ

れます。 
 「船舶コード」を変更する場合は、本業務により新規に船舶基本情報を登録する必要があり

ます。なお、利用していた船舶基本情報にかかるとん税等一時納付の有効期間内に変更する
場合は、税関に申し出た上で、指示に従ってください。 

 「船舶名称」または「純トン数」の訂正を行った場合は、税関の確認を受ける必要がありま
す。なお、訂正を行った際に当該船舶が在港していない場合は、訂正後最初に税関へ入港届
（転錨届）を提出した際に、税関による確認が必要です。 

 船舶基本情報を削除した場合は、入力した「船舶コード」に紐付く船舶運航情報、乗組員情
報、旅客情報、船用品情報も合わせて削除されます。 

 「船舶運航者」が変更された場合は、船舶基本情報または船舶運航情報に登録されている船
舶単位の運航情報制限が解除されます。 
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＜申請等呼出について＞ 

 登録済の情報を呼び出して修正することで、新規の船舶基本情報を登録することができます。
以下の情報を呼び出すことができます。 
・船舶基本情報登録（外航） 

 
＜パッケージソフトでの業務について＞ 

 「船舶基本情報登録（ＶＢＸ）」業務で登録した情報を、本業務で訂正・削除することがで
きます。 
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2.2.2 船舶運航情報登録（ＷＢＸ） 
本業務では、船舶に関する入出港予定情報（以下、「船舶運航情報」と呼びます）を本船に紐付く
航海番号単位に登録することができます。本業務では、船舶運航情報を登録・訂正・削除することが
できます。 
登録の操作方法については、1.3.2（3）登録業務を参照してください。 
 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 船会社が登録する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登録されてい

る船舶運航者と、同一の船会社である必要があります。 
 船舶代理店が登録する場合は、本業務で入力したいずれかの本邦寄港地において、入力した

「船舶コード」の船舶基本情報に登録されている船舶運航者の船会社と事前に受委託関係を
登録しておく必要があります。ただし、港単位でのみ受委託関係を登録している場合は不要
です。 

 船舶代理店が登録する、かつ船舶運航情報の全情報の訂正または削除の場合は、船舶運航情
報に登録されているいずれかの本邦寄港地において、本業務で入力した「船舶コード」の船
舶基本情報にある船舶運航者の船会社と事前に受委託関係を登録しておく必要があります。
ただし、港単位でのみ受委託関係を登録している場合は不要です。 

 船舶代理店が登録する、かつ船舶運航情報の単一港の情報の訂正または削除の場合は、指定
された寄港地において、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登録されている
船舶運航者の船会社と事前に受委託関係を登録しておく必要があります。ただし、港単位で
のみ受委託関係を登録している場合は不要です。 

 
船舶基本情報について 
 船舶は「外航船」で登録されている必要があります。 
 船舶基本情報が削除されていると、登録できません。 
 

船舶運航情報について 
 １つの「船舶運航情報」で入力可能な本邦入港前外国の寄港地数は、最大３０港です。 
 １つの「船舶運航情報」で入力可能な本邦寄港地数は、最大９港です。 
 単一港の訂正（運航情報制限あり／なし）の場合は、本業務で登録の際に入力した「本邦寄

港順序」を、訂正・削除呼出の本邦寄港順序の項目に入力する必要があります。 
 単一港の訂正の場合、訂正対象の本邦寄港地以外の本邦寄港地情報は訂正できません。 
 登録または訂正した船舶運航情報は、一定期間を経過後に削除されます。 
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 船舶単位の船舶運航情報制限が登録されている場合は、船舶代理店による訂正及び削除はで
きません。 

 登録または全情報の訂正の場合は、港情報は本業務で入力した「本邦寄港順序」に並び替え
られて登録されます。また、抜港の場合は「本邦寄港順序」に「Ｘ」を入力する必要があり
ます。 

 船舶運航情報を削除した場合は、入力した「船舶コード」と「航海番号」に紐付く乗組員情
報、旅客情報、船用品情報も合わせて削除されます。 

 
着岸（予定）場所コードまたは出港停泊場所コードについて 
 入力された本邦寄港地の「着岸（予定）場所コード」または「出港停泊場所コード」のいず

れかが内航バースの場合、確認のための注意喚起メッセージが表示されます。 
 
＜申請等呼出について＞ 

 登録済の情報を呼び出して修正することで、新規の船舶運航情報を登録することができます。 
以下の情報を呼び出すことができます。 
・船舶運航情報（外航） 

 
＜パッケージソフトでの業務について＞ 

 「船舶運航情報登録（ＶＴＸ０１）」業務で登録した情報を、本業務で訂正・削除すること
ができます。 
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2.2.3乗組員情報登録（ＷＢＸ） 
本業務では、船舶に関する乗組員情報を本船に紐付く航海番号単位に、最大４，５００人まで登録
することができます。本業務では、乗組員情報を登録・訂正・削除することができます。 
手入力で登録できる人数は、３０人です。３１人以上登録したい場合は、ＣＳＶアップロードを利
用して行ってください。 
登録の操作方法については、1.3.2（3）登録業務、（10）ＣＳＶアップロードを参照してください。 
 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 船会社が登録する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報にある船舶運航

者と、同一の船会社である必要があります。 
 船舶代理店が登録する場合は、本邦のいずれかの港において、本業務で入力した「船舶コー

ド」の船舶基本情報に登録されている船舶運航者の会社と事前に受委託関係を登録しておく
必要があります。ただし、港単位でのみ受委託関係を登録している場合は不要です。 
 

船舶基本情報について 
 船舶は「外航船」で登録されている必要があります。 
 船舶基本情報が削除されていると、登録できません。 

 
船舶運航情報について 
 船舶運航情報が削除されていると、登録できません。 
 船舶運航情報を削除した場合、本業務で入力した「船舶コード」及び「航海番号（１）」に

紐付く乗組員情報も合わせて削除されます。 
 

乗組員情報について 
 乗組員情報が削除されていると登録できません。 

 
＜パッケージソフトでの業務について＞ 

 「乗組員情報登録（ＶＴＸ０２）」業務で登録した情報を、本業務で訂正・削除することが
できます。 
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2.2.4 旅客情報登録（ＷＢＸ） 
本業務では、船舶に関する旅客情報を本船に紐付く航海番号単位に、最大８,０００人まで登録する
ことができます。本業務では、旅客情報を登録・訂正・削除することができます。 
手入力で登録できる人数は、２０人です。２１人以上登録したい場合は、ＣＳＶアップロードを利
用して行ってください。 
登録の操作方法については、1.3.2（3）登録業務、（10）ＣＳＶアップロードを参照してください。 

 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 船会社が登録する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登録されてい

る船舶運航者と、同一の船会社である必要があります。 
 船舶代理店が登録する場合、本邦のいずれかの港において、本業務で入力した「船舶コード」

の船舶基本情報に登録されている船舶運航者の船会社と事前に受委託関係を登録しておく
必要があります。ただし、港単位でのみ受委託関係を登録している場合は不要です。 
 

船舶基本情報について 
 船舶は「外航船」で登録されている必要があります。 
 船舶基本情報が削除されていると登録できません。 
 

船舶運航情報について 
 船舶運航情報が削除されていると登録できません。 
 船舶運航情報を削除した場合は、本業務で入力した「船舶コード」及び「航海番号（1）」

に紐付く旅客情報も削除されます。 
 

旅客情報について 
 旅客情報が削除されていると登録できません。 
 

＜パッケージソフトでの業務について＞ 
 「旅客情報登録（ＶＴＸ０３）」業務で登録した情報を、本業務で訂正・削除することがで

きます。 
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2.2.5 船用品情報登録（ＷＢＸ） 
本業務では、船舶に関する船用品情報を本船に紐付く航海番号単位に、最大５０品目まで登録する
ことができます。本業務では、船用品情報を登録・訂正・削除することができます。 
登録の操作方法については、1.3.2（3）登録業務を参照してください。 

 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 船会社が登録する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登録されてい

る船舶運航者と、同一の船会社である必要があります。 
 船舶代理店が登録する場合は、本邦のいずれかの港において、本業務で入力した「船舶コー

ド」の船舶基本情報に登録されている船舶運航者の船会社と事前に受委託関係を登録してお
く必要があります。ただし、港単位でのみ受委託関係を登録している場合は不要です。 

 
船舶基本情報について 
 船舶は「外航船」として登録されている必要があります。 
 船舶基本情報が削除されていると登録できません。 

 
船舶運航情報について 
 船舶運航情報が削除されていると登録できません。 
 船舶運航情報を削除した場合は、本業務で入力した「船舶コード」及び「航海番号（１）」

に紐付く船用品情報も削除されます。 
 

船用品情報について 
 船用品情報が削除されていると登録できません。 

 
＜申請等呼出について＞ 

 登録済の情報を呼び出して修正することで、新規の船用品情報を登録できます。 
以下の情報を呼び出すことができます。 
・船用品情報（外航） 
 

＜パッケージソフトでの業務について＞ 
 「船用品情報登録（ＶＴＸ０４）」業務で登録した情報を訂正・削除することができます。 

 



2.3  外航（運航情報使用）業務 

2.3.1 入港前統一申請（外航（運航情報使用））（ＷＰＴ） 
本業務では、「船舶基本情報等事前登録（ＷＢＸ）」（参照⇒2.2船舶基本情報等事前登録（外航））
業務で登録した情報に基づき、入港前に各種手続き（以下、「入港前統一申請（外航（運航情報使用））」
と呼びます）を複数の宛先または個別の宛先へ送信を行うことができます。本業務では、入港前統一
申請（外航（運航情報使用））を登録・訂正・取消することができます。 
申請の操作方法については、1.3.2（4）申請業務を参照してください。 

表 2.3.1-1申請が可能な書類の種類 

書類 宛先官庁 

乗組員・旅客情報事前報告情報 税関 
入港通報（予備審査情報） 入管 
乗員上陸許可申請 
入港通報 検疫所 
検疫通報 
保障契約情報 地方運輸局 
係留施設使用許可申請 港湾管理者 
危険物荷役許可申請 港長 
停泊場所指定願 
移動許可申請 
係留施設使用届 
船舶保安情報 海上保安部署 
事前通報 港内交通管制室／海上交

通センター 
航路通報 海上交通センター 

 
＜共通事項＞ 
入力者について 

 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 船会社が登録する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登録さ

れている船舶運航者と、同一の船会社である必要があります。 
 船舶代理店が登録する場合は、入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登録されて

いる船舶運航者の船会社と事前に受委託関係を登録しておく必要があります。ただし、
港単位で受委託関係を登録している場合は不要です。 

 
船舶基本情報について 

 船舶は「外航船」で登録されている必要があります。 



 船舶基本情報が削除されていると申請ができません。 
 本業務で入力した入港（予定）年月日より、船舶基本情報の船舶名称切替年月日の方

が未来日の場合は、切り替えする前（訂正前）の船舶名称で申請がされます。 
 

船舶運航情報について 
 船舶運航情報が削除されていると申請ができません。 
 本業務で入力した「船舶コード」及び「航海番号（１）」に対する船舶運航情報の内

容で申請されます。 
 

乗組員情報について 
 乗組員・旅客情報事前報告提出、入港通報（予備審査情報）、入港通報、乗員上陸許

可申請の乗組員情報で「システム処理」を選択した場合は、乗組員情報が削除されて
いると申請ができません。 

 乗組員・旅客情報事前報告提出、入港通報（予備審査情報）、入港通報、乗員上陸許
可申請の乗組員情報で「システム処理」を選択した場合は、事前に登録している同一
の「船舶コード」及び「航海番号（１）」に対する乗組員情報の内容で申請されます。 

 乗組員情報で「マニュアル処理」を選択した場合は、乗組員情報のチェックは行われ
ません。 

 
旅客情報について 

 乗組員・旅客情報事前報告提出、入港通報（予備審査情報）、入港通報、乗員上陸許
可申請の旅客情報で「システム処理」を選択した場合は、旅客情報が削除されている
と申請ができません。 

 乗組員・旅客情報事前報告提出、入港通報（予備審査情報）、入港通報、乗員上陸許
可申請の旅客情報で「システム処理」を選択した場合は、事前に登録している同一の
「船舶コード」及び「航海番号（１）」に対する旅客情報の内容で申請されます。 

 旅客情報で「マニュアル処理」または「旅客なし」を選択した場合は、旅客情報のチ
ェックは行われません。 

 
乗下船判定処理について 

 乗組員情報または旅客情報が登録されており、かつ「システム処理」を選択した場合
は、乗下船の判定処理（乗組員数、旅客数の算出）が行われます。 

 
着岸（予定）場所コードまたは出港停泊場所コードについて 

 入力された「着岸（予定）場所コード」または「出港停泊場所コード」のいずれかが
「内航バース」の場合、送信結果画面に確認のための注意喚起メッセージが表示され
ます。 

 
 



訂正について 
 訂正できる入港前統一申請の条件は以下のとおりです。 

 入力者は入港前統一申請を提出した利用者と同一である必要があります。 
 船舶コード、航海番号（１）及び港コードが変更されていない必要があります。 
 訂正の入力が行われた入港届に対してとん税等納付申告中の場合は、船舶名称、

入港年月日、入港目的コード及び純トン数が訂正されていない必要があります。 
 申請済の入港前統一申請に対して訂正が行われた場合、届出／申請番号（入港前統一

申請番号）には枝番が付加されます。 
 入港前統一申請に対する訂正は、最大９９回となっています。 

 
取消について 

 取消できる入港前統一申請の条件は以下のとおりです。 
 入力者は入港前統一申請を提出した利用者と同一である必要があります。 

 取消を行う場合、関係官庁に対してあらかじめ連絡することが必要です 
 

＜個別事項＞ 
税関への提出について 

 税関に提出する乗組員・旅客情報事前報告については、原則入港する２時間前までに
手続きを行ってください。 

 「書類提出先官署コード」を選択しなくても、「着岸（予定）場所」の港コードに基
づき、提出先の税関官署が決定されます。ただし、「書類提出先官署コード」を選択
した場合は、選択した税関官署に提出されます。 

 「入港（予定）年月日及び時刻」は、次の１.～４.の優先順位により登録されます。 
1. 乗組員・旅客情報事前報告情報に入力された「びょう泊（予定）年月日・時刻（自）」 
2. 乗組員・旅客情報事前報告情報に入力された「着岸（予定）年月日・時刻」 
3. 船舶運航情報に登録されている「びょう泊（予定）年月日・時刻（自）」 
4. 船舶運航情報に登録されている「着岸（予定）年月日・時刻」 

 
入管への提出について 

 入港通報（予備審査情報）の場合は、以下の情報が送信されます。 
 入港通報（予備審査情報） 
船舶の停泊予定時間等は、到着する２４時間前までに手続きを行ってください。 

 乗組員名簿 
 旅客名簿 
乗組員及び旅客数については到着する２４時間前まで、氏名については到着する 2時 
間前までに手続きを行ってください。 
 乗員上陸許可申請の場合は、以下の情報が送信されます。 
 乗員上陸許可申請 
 乗組員名簿 



 申請の訂正を行った後、「書類状態確認（ＷＶＳ）」（参照⇒2.9.1 書類状態確認）
にて処理状態が「受付不能」となっている場合、ＮＡＣＣＳ上は送信済となっており
ますが、乗員上陸許可支援システム上は訂正前の申請について審査中のため、申請が
受付されていません。 

「書類状態確認（ＷＶＳ）」にて入管向けの訂正前申請の処理状態が「審査終了済」となっ
ている場合、申請先官署へ該当申請の取下処理を依頼した後、訂正内容を反映した申請を新
規に送信してください。 
また、「書類状態確認（ＷＶＳ）」にて入管向けの訂正前申請の処理状態が「訂正依頼済」
または「受付済」となっていた場合は、再度訂正の申請を実施してください。 
 申請の取消を行った後、「書類状態確認（ＷＶＳ）」（参照⇒2.9.1 書類状態確認）

にて処理状態が「受付不能」となっている場合、ＮＡＣＣＳ上は取消となっておりま
すが、乗員上陸許可支援システム上は取消が受付されていません。 

申請先官署へ該当申請の処理状態をお問い合わせください。乗員上陸許可支援システム上で
処理状態が「審査終了」または「受付」となっている場合は、申請先官署に取下処理を依頼
してください。 

 
検疫所への提出について 

 以下の情報が送信されます。 
 入港通報 
 検疫通報 
 入港通報について、到着 36時間前までに手続きを行った場合は、入港前の変化状況を

踏まえた検疫通報の手続きが必要です。ただし、到着 36時間以内の場合は、検疫通報
を省略することができます。 

 入港通報については、原則入港 24時間前までに手続きが必要です。 
 検疫通報を行う場合は、必ず入港通報を先に行い、その際に払い出される検疫所通知

番号を入力してください。 
 検疫所通知番号は、一つの申請に対してしか入力できず、複数の申請で入力すること

はできません。入力した申請を取り消した場合は、再度検疫所通知番号を別の申請に
入力することができます。 

 
港長への提出について 

 以下の情報が送信されます。 
 危険物荷役許可申請 
 停泊場所指定願 
 移動許可申請 
 係留施設使用届 
 専用岸壁の使用届については、係留施設使用届にて係留施設の管理者より港長宛手続

きを行ってください。 
 



港湾管理者への提出について 
 公共岸壁の使用届については、係留施設使用許可申請にて公共岸壁を管理する港湾管

理者宛手続きを行ってください。 
 
地方運輸局への提出について 

 地方運輸局へ送信される保証契約情報については、荒天、遭難その他国土交通省令で
定めるやむを得ない事由がある場合を除き、本邦以外の地域の港から本邦内の港へ入
港する日の前日正午まで、もしくは本邦以外の地域の港から特定海域へ入域する日の
前日正午までに手続きを行ってください。 

 
海上保安部署への提出について 

 海上保安部署へ送信される船舶保安情報については、荒天、遭難その他国土交通省令
で定めるやむを得ない事由がある場合を除き、本邦以外の地域の港から本邦の港に入
港する 24時間前、もしくは本邦以外の地域の港から特定海域へ入域する 24時間前ま
でに手続きを行ってください。 

 
港内交通管制室への提出について 

 港内交通管制室へ送信される事前通報については、入航予定日または運航開始予定日
の前日正午までに手続きを行ってください。 

 
海上交通センターへの提出について 

 以下の情報が送信されます。 
 事前通報 
 航路通報 
 事前通報については、入航予定日または運航開始予定日の前日正午までに手続きを行

ってください。 
 航路通報については、航路外から航路に入ろうとする日の前日正午までに手続きを行

ってください。 
 

その他、手続きに際しご不明な点につきましては、申請先官署へお問い合わせください。 
 

＜申請等呼出について＞ 
 申請済の情報を呼び出し修正することで、新規の入港前統一申請を申請することがで

きます。 
以下の情報を呼び出すことができます。 
・入港前統一申請（外航（運航情報使用）） 
 
 
 



＜パッケージソフトでの業務について＞ 
 「入港前統一申請（ＶＰＸ）」業務で提出した届出を、本業務で訂正・取消すること

ができます。 

 

＜入港前統一申請（外航（運航情報使用））の提出について＞ 
 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：申請情報）で確認できます。 
表 2.3.1-２書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：申請情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港湾管理者への係留施設使用許可申請の場合 係留施設使用許可申請
情報 

港長への危険物荷役許可申請の場合 危険物荷役許可申請情
報 

港長への停泊場所指定願の場合 停泊場所指定願情報 
港長への移動許可申請の場合 移動許可申請情報 
港長への係留施設使用届の場合 係留施設使用届情報 
港内交通管制室または海上交通センターへの事
前通報の場合 

事前通報情報 

 
 以下の情報を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：帳票情報）で確認できます。 
＊帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から１４日間（土日祝含む）です。 

表 2.3.1-3書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：帳票情報） 

条件 帳票名 

検疫所が入港通報を確認し、入力者に対して回答
を行った場合 

入港通報回答情報（検
疫所） 

検疫所が検疫通報を確認し、入力者に対して回答
を行った場合 

検疫通報回答情報（検
疫所） 

検疫所が入港通報または検疫通報を確認し、入力
者に対して交付を行った場合 

無線検疫審査結果通知 

地方運輸局が保障契約情報を確認し、入力者に対
して回答を行った場合 

保障契約情報回答情報 

港湾管理者が係留施設使用許可申請を確認し、入
力者に対して回答を行った場合 

係留施設使用許可申請
回答情報 

港長が危険物荷役許可申請を確認し、入力者に対
して回答を行った場合 

危険物荷役許可申請回
答情報 

港長が停泊場所指定願を確認し、入力者に対して
回答を行った場合 

停泊場所指定願回答情
報 

港長が移動許可申請を確認し、入力者に対して回
答を行った場合 

移動許可申請回答情報 



条件 帳票名 

港長が係留施設使用届を確認し、入力者に対して
回答を行った場合 

係留施設使用届回答情
報 

海上保安部署が船舶保安情報を確認し、入力者に
対して回答を行った場合 

船舶保安情報回答情報 

港内交通管制室または海上交通センターが事前
通報を確認し、入力者に対して回答を行った場合 

事前通報回答情報 

海上交通センターが航路通報を確認し、入力者に
対して回答を行った場合 

航路通報回答情報 

海上交通センターが航路通報を確認し、入力者に
対して交付を行った場合 

指示書 

海上交通センターが航路通報を確認し、入力者に
対して交付を行った場合 

勧告書 

 
 以下の帳票が宛先官庁に出力されます。 

表 2.3.1-4宛先官庁に出力される帳票 

条件 帳票名 出力先 

税関への乗組員・旅客情報事前報告の
場合 

乗組員・旅客情報事前報
告情報 

書類提出先税関 
（監視担当部門） 

税関への乗組員・旅客情報事前報告が
訂正または取消された場合 

乗組員・旅客情報事前報
告訂正・取消通知情報 

書類提出先税関 
（監視担当部門） 

入管への入港通報（予備審査情報）提
出の場合 

入港通報（予備審査情報）
提出情報 

入管 

入管への入港通報（予備審査情報）届
情報が訂正または取消された場合 

入港通報（予備審査情報）
訂正・取消情報 

入管 

入管への乗員上陸許可申請提出の場合 乗員上陸許可申請提出情
報 

入管 

入管への乗員上陸許可申請情報が訂正
または取消された場合 

乗員上陸許可申請訂正・
取消情報 

入管 

検疫所への入港通報提出の場合 入港通報提出情報 検疫所 
検疫所への入港通報情報が訂正または
取消された場合 

入港通報訂正・取消情報 検疫所 

検疫所への検疫通報提出の場合 検疫通報提出情報 検疫所 
検疫所への検疫通報情報が訂正または
取消された場合 

検疫通報訂正・取消情報 検疫所 

地方運輸局への保障契約情報提出の場
合 

保障契約情報提出情報 地方運輸局 

地方運輸局への保障契約情報が訂正ま
たは取消された場合 

保障契約情報訂正・取消
情報 

地方運輸局 



条件 帳票名 出力先 

港湾管理者への係留施設使用許可申請
提出の場合 

係留施設使用許可申請提
出情報 

港湾管理者 

港湾管理者への係留施設使用許可申請
情報が訂正または取消された場合 

係留施設使用許可申請訂
正・取消情報 

港湾管理者 

港長への危険物荷役許可申請提出の場
合 

危険物荷役許可申請提出
情報 

港長 

港長への危険物荷役許可申請情報が訂
正または取消された場合 

危険物荷役許可申請訂
正・取消情報 

港長 

港長への停泊場所指定願提出の場合 停泊場所指定願提出情報 港長 
港長への停泊場所指定願情報が訂正ま
たは取消された場合 

停泊場所指定願訂正・取
消情報 

港長 

港長への移動許可申請提出の場合 移動許可申請提出情報 港長 
港長への移動許可申請情報が訂正また
は取消された場合 

移動許可申請訂正・取消
情報 

港長 

港長への係留施設使用届提出の場合 係留施設使用届提出情報 港長 
港長への係留施設使用届情報が訂正ま
たは取消された場合 

係留施設使用届訂正・取
消情報 

港長 

海上保安部署への船舶保安情報提出の
場合 

船舶保安情報提出情報 海上保安部署 

海上保安部署への船舶保安情報が訂正
または取消された場合 

船舶保安情報訂正・取消
情報 

海上保安部署 

港内交通管制室／海上交通センターへ
の事前通報提出の場合 

事前通報提出情報 港内交通管制室／海上
交通センター 

港内交通管制室／海上交通センターへ
の事前通報情報が訂正または取消され
た場合 

事前通報訂正・取消情報 港内交通管制室／海上
交通センター 

海上交通センターへの航路通報提出の
場合 

航路通報提出情報 海上交通センター 

海上交通センターへの航路通報情報が
訂正または取消された場合 

航路通報訂正・取消情報 海上交通センター 
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2.3.2 入港届等（外航（運航情報使用））（ＷＩＴ） 
本業務では、「船舶基本情報等事前登録（ＷＢＸ）」（参照⇒2.2船舶基本情報等事前登録（外航））
業務で登録した情報に基づき、入港後、入港確定情報（以下、「入港届等（外航（運航情報使用））」
と呼びます）を複数の宛先または個別の宛先へ送信を行うことができます。本業務では、入港届等（外
航（運航情報使用））を登録・訂正・取消することができます。 
申請の操作方法については、1.3.2（4）申請業務を参照してください。 
本業務で入力する国際基幹航路（特定港寄港）は、業務コード集を参照してください。 

表 2.3.2-1申請が可能な書類の種類 

書類 宛先官庁 

入港届（または転錨届）及び船用品目録の提出 税関 
入港届の提出 入管 
入港届（明告書含む）の提出 検疫所 
入港届の提出 港湾管理者 
入出港届の提出 
入港届の提出 港長 
入出港届の提出 

 
＜共通事項＞ 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 船会社が登録する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登録されてい

る船舶運航者と、同一の船会社である必要があります。 
 船舶代理店が登録する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登録され

ている船舶運航者の船会社と事前に受委託関係を登録しておく必要があります。ただし、港
単位でのみ受委託関係が登録されている場合は不要です。 

 
船舶基本情報について 
 船舶は「外航船」で登録されている必要があります。 
 船舶基本情報が削除されていると申請ができません。 
 本業務で入力した入港（予定）年月日より、船舶基本情報の船舶名称切替年月日の方が未来

日の場合は、切り替えする前（訂正前）の船舶名称で申請されます。 
 税関に対する入港届で国際基幹航路（特定港寄港）を入力する場合は、船舶基本情報にとん

税等一時納付（とん税等減額を除く。）の旨が登録されていない必要があります。 
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船舶運航情報について 
 船舶運航情報が削除されている場合は申請ができません。 
 税関に対する入港届で国際基幹航路（特定港寄港）を入力する場合は、非課税の入港目的コ

ードでは申請ができません。 
 税関に対する入港届で国際基幹航路（特定港寄港）を入力する場合は、転錨届は申請ができ

ません。 
 本業務で入力した「船舶コード」及び「航海番号（１）」に対する船舶運航情報の内容で申

請されます。 
 本業務の登録または訂正で船舶情報及び入港港情報を入力した場合は、事前に登録している

同一の船舶コード及び航海番号（１）の船舶運航情報の内容を更新します。 
 着岸（予定）場所コード（入港時） 
 着岸（予定）年月日時刻（入港時） 
 びょう泊（予定）場所コード（入港時） 
 びょう泊（予定）年月日時刻（入港時） 
 びょう泊（予定）年月日時刻（出港時） 
 離岸（予定）年月日時刻（出港時） 

 
乗組員情報について 
 乗組員情報が削除されている場合は申請ができません。 
 乗組員情報で「システム処理」を選択した場合は、事前に登録している同一の船舶コード及

び航海番号（１）に対する乗組員情報の内容で申請されます。 
 乗組員情報で「マニュアル処理」を選択した場合は、乗組員情報のチェックは行われません。 

 
旅客情報について 
 旅客情報で「システム処理」を選択した場合は、旅客情報が削除されていると申請ができま

せん。 
 旅客情報で「システム処理」を選択した場合は、本業務で入力した「船舶コード」及び「航

海番号（１）」に対する旅客情報の内容で申請されます。 
 旅客情報で「マニュアル処理」または「旅客なし」を選択した場合は、旅客情報のチェック

は行われません。 
 

船用品情報について 
 本業務で入力した「船舶コード」及び「航海番号（１）」に対する船用品情報の内容で申請

されます。 
 船用品情報で「システム処理」を選択した場合は、船用品情報が削除されていると申請がで

きません。 
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 当該港の船用品情報に変更がある場合は、本業務を行う前にＷＢＸ（船用品情報登録）業務
で情報を訂正しておく必要があります。 

 
乗下船判定処理について 
 乗組員情報または旅客情報が登録されており、かつシステム処理する旨が入力されている場

合は、乗下船の判定処理（乗組員数、旅客数の算出）が行われます。 
 

入港前統一申請情報について 
 「入港前統一申請番号」を入力する場合は、本業務で入力した「船舶コード」「航海番号（１）」

「港コード」「本邦寄港順序」と入力した「入港前統一申請番号」に対する入港前統一申請
情報に登録されている船舶コード・航海番号（１）・港コード及び本邦寄港順序が同一であ
る必要があります。 

 
着岸（予定）場所コードについて 
 入力された「着岸（予定）場所コード」が内航バースの場合、送信結果画面に確認のための

注意喚起メッセージが表示されます。 
 

とん税等減額対象該非判定処理について 
 税関に対する入港届の場合は、入力内容、船舶情報及び船舶運航情報に基づき、とん税等減

額対象またはとん税等減額対象外とするか否かを判定します。入力内容、船舶情報及び船舶
運航情報が国際基幹航路（特定港寄港）と判定される条件をすべて満たした場合、とん税等
減額対象となります。ただし、とん税等減額対象該非判定処理においてとん税等減額対象と
なった場合であっても、国際基幹航路（特定港寄港）に適用を受ける旨が入力されていない
場合は、とん税等減額対象外となります。 
 

表 2.3.2-2とん税等減額対象を判定する項目 
判定項目 条件 

船舶コード・入港港コード 入力した船舶コードかつ、入港港コードに対する情報が
国際基幹航路情報に登録されていること 

船舶種類コード 上記で取得した国際基幹航路情報に船舶種類コードが
登録されていること 

純トン数 上記で取得した国際基幹航路情報に純トン数が登録さ
れていること 
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判定項目 条件 

本邦入港前外国の寄港地コ
ード及び仕出し港コード 

上記で取得した国際基幹航路情報に本邦入港前外国の
寄港地コード及び仕出し港コードのいずれかが登録さ
れていること 

入港（予定）年月日 入港（予定）年月日が、上記で取得した国際基幹航路情
報に登録されている有効期限の範囲内であること 

 
訂正について 

 訂正できる入港届等の条件は以下のとおりです。 
 入力者は入港届等を提出した利用者と同一である必要があります。 
 船舶コード、航海番号（１）、港コード及び本邦寄港順序が変更されていない必要があ

ります。 
 訂正の入力が行われた入港届に対してとん税等納付申告中の場合は、船舶名称、入港年

月日、入港目的コード及び純トン数が訂正されていない必要があります。 
 訂正の入力が行われた税関に対する入港届に対して、とん税等納付申告中または納付済

の場合は、とん税等減額対象表示が訂正されていない必要があります。 
 申請済の入港届等に対して訂正が行われた場合、届出／申請番号（入港届提出番号）には枝

番が付加されます。 
 入港届等に対する訂正は、最大９９回となっています 
 税関に対する入港届（転錨届）の入港年月日、入港目的コードまたは純トン数のいずれかの

訂正が行われた場合は、税関の確認を受ける必要があります。 
 
取消について 

 取消できる入港届等の条件は以下のとおりです。 
 入力者は入港届等を提出した利用者と同一である必要があります。 
 取消入力が行われた入港届に対して、税関に対する出港届が行われていない必要があり

ます。 
 取消入力が行われた入港届に対して、とん税等納付申告中ではない必要があります。 

 取消を行う場合、関係官庁に対してあらかじめ連絡することが必要です。 
 
＜個別事項＞ 
税関への提出について 
 入力した「入港港」を管轄する税関官署を届出先税関官署とします。 
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 「書類提出先官署コード」を入力しなくても、入力された「着岸（予定）場所」の港コード
に基づき、提出先の税関官署が決定されます。ただし、「書類提出先官署コード」を入力し
た場合は、入力した税関官署に提出されます。 

 船舶基本情報に有効期間内のとん税等一時納付が登録されている場合は、当該港について納
付済表示が設定されます。 

 とん税等減額対象該非判定処理の判定結果がとん税等減額対象表示に設定されます。 

 訂正前の入港届に対して入港年月日、入港目的コードまたは純トン数のいずれかが変更とな
った場合は、当該届出の税関による確認が必要な旨が設定されます。 

 「ＷＢＸ（船舶運航情報登録）」業務または「ＶＴＸ０１（船舶運航情報登録）」業務で非
課税の「入港目的コード」へと変更された場合は、当該港について非課税要確認表示が設定
されます。税関に対して「非課税理由の証明」を提出してください。 

 出港届（転錨届）が提出されている場合は、訂正前の入港届に対してとん税等減額対象外か
らとん税等減額対象及びとん税等未納から納付済となった場合は、とん税等納付保留表示が
設定されます。 

 とん税等強制減額確認が行われた後、当該入港届の訂正が行われた場合は、とん税等強制減
額確認が行われている旨が解除されます。 

 「入港（予定）年月日及び時刻」は、次の 1.～4.の優先順位により登録されます。 
1. 入港届等に入力された「びょう泊（予定）年月日時刻（入港時）」 
2. 入港届等に入力された「着岸（予定）年月日時刻（入港時）」 
3. 船舶運航情報に登録されている「びょう泊（予定）年月日時刻（入港時）」 
4. 船舶運航情報に登録されている「着岸（予定）年月日時刻（入港時）」 

 国際基幹航路（特定港寄港）を入力し、とん税等減額対象該非判定においてとん税等減額対
象外の場合、注意喚起メッセージが表示されます。＊１ 

 次の 1.～6.の条件を全て満たす場合、注意喚起メッセージが表示されます。 
1. 国際基幹航路（特定港寄港）が未入力である。 
2. とん税等減額対象該非判定でとん税等減額対象である。 
3. 入港届情報の入港目的コードが課税である。 
4. 入港届情報が転錨届でない。 
5. 入港届情報がとん税等未納である。 
6. 船舶情報に有効期間内のとん税等一時納付（とん税等減額を除く。）情報が登録されて

いない。 
 次の 1.～6.の条件を全て満たす場合、注意喚起メッセージが表示されます。＊2 

1. とん税等減額対象該非判がとん税等減額対象外である。 
2. 船舶運航情報に次港以降が転錨となる港が登録されており、かつ転錨となる港のいずれ

かがとん税等減額対象該非判定においてとん税等減額対象である。 
3. 入港届情報の入港目的コードが課税である。 
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4. 入港届情報が転錨届でない。 
5. 入港届情報がとん税等未納である。 
6. 船舶基本情報に有効期間内のとん税等一時納付（とん税等減額を除く。）情報が登録さ

れていない。 
（＊２）（＊１）が同時に出力される場合は、（＊１）のメッセージは表示されません。 

 次の 1.～7.の条件を全て満たす場合、注意喚起メッセージが表示されます。 
1. 入港届情報のとん税等減額対象表示がとん税等減額対象外である。 
2. 入港届情報の入港目的コードが課税である。 
3. 入港届情報が転錨届でない。 
4. 入港届情報がとん税等未納である。 
5. 船舶運航情報に次港以降が転錨となる港が登録されていない、または次港以降が転錨と

なる港が登録されている場合は、転錨となるすべての港がとん税等減額対象該非判定処
理においてとん税等減額対象外である。 

6. 船舶情報に有効なとん税等一時納付（とん税等減額を除く。）情報が登録されていない。 
7. 船舶情報に有効期間内のとん税等一時納付（とん税等減額）情報が登録されている。 

 
入管への提出について 
 入港届が送信されます。 
 申請の訂正を行った後、「書類状態確認（ＷＶＳ）」（参照⇒2.9.1 書類状態確認）にて

処理状態が「受付不能」となっている場合、ＮＡＣＣＳ上は送信済となっておりますが、乗
員上陸許可支援システム上は訂正前の申請について審査中のため、申請が受付されていませ
ん。 
「書類状態確認（ＷＶＳ）」にて入管向けの訂正前申請の処理状態が「審査終了済」となっ
ている場合、申請先官署へ該当申請の取下処理を依頼した後、訂正内容を反映した申請を新
規に送信してください。 
また、「書類状態確認（ＷＶＳ）」にて入管向けの訂正前申請の処理状態が「訂正依頼済」
または「受付済」となっていた場合は、再度訂正の申請を実施してください。 

 申請の取消を行った後、「書類状態確認（ＷＶＳ）」（参照⇒2.9.1 書類状態確認）にて
処理状態が「受付不能」となっている場合、ＮＡＣＣＳ上は取消となっておりますが、乗員
上陸許可支援システム上は取消が受付されていません。 
申請先官署へ該当申請の処理状態をお問い合わせください。乗員上陸許可支援システム上で
処理状態が「審査終了」または「受付」となっている場合は、申請先官署に取下処理を依頼
してください。 

 
検疫所への提出について 
 検疫を受ける際に必要な明告書を含めた入港届が送信されます。 
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港湾管理者への提出について 
 港湾管理者へは、以下の情報が送信されます。 

 入港届 
 入出港届 

 各港湾管理者が定める条例・規則がありますので、入港時にはこれに従う必要があります。 
 入港時に出港日時が定まっている場合には、入出港届による提出が可能です。 

 
港長への提出について 
 以下の情報が送信されます。 

 入港届 
 入出港届 

 入港時に出港日時が定まっている場合には、入出港届による提出が可能です。 
 

その他、手続きに際しご不明な点につきましては、申請先官署へお問い合わせください。 
 

＜申請等呼出について＞ 
 申請済の情報を呼び出し修正することで、新規の入港届等を申請することができます。 

以下の情報を呼び出すことができます。 
・入港前統一申請（外航（運航情報使用）） 
・入港届等（外航（運航情報使用）） 

 
＜パッケージソフトでの業務について＞ 

 「入港届等（ＶＩＸ）」業務で提出した届出を本業務で訂正・取消することができます。 
 当該港の船用品情報に変更がある場合は、本業務を行う前に「船用品情報登録（ＶＴＸ０４）」

により情報を訂正することができます。 
 税関への入港届の場合でかつ、「船舶運航情報登録（ＶＴＸ０１）」業務で非課税の「入港

目的コード」へと変更された場合は、当該港について非課税要確認表示が設定されます。税
関に対して「非課税理由の証明」を提出してください。 
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＜入港届等（外航（運航情報使用））の提出について＞ 
 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：申請情報）で確認できます。 

表 2.3.2-3書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：申請情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港湾管理者への入港届の場合 入港届情報（港湾管理
者） 

港湾管理者への入出港届の場合 入出港届情報（港湾管
理者） 

港長への入港届の場合 入港届情報（港長） 
港長への入出港届の場合 入出港届情報（港長） 

 

 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：帳票情報）で確認できます。 
＊帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から１４日間（土日祝含む）です。 
表 2.3.2-4書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：帳票情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

税関への入港届（転錨届）提出の場合 入港届（転錨届）提出
情報 

税関への入港届提出で、利用船会社が登録されて
いる場合 

入港届情報 

税関への入港届提出で、以下の条件を全て満たす
場合 
（１）とん税等減額対象外である 
（２）入港目的コードが課税である 
（３）入港港が転錨届でない 
（４）とん税等未納である 
（５）船舶情報に有効なとん税等一時納付（とん
税等減額を除く。）情報が登録されていない 
（６）船舶情報に有効期間内のとん税等一時納付
（とん税等減額）情報が登録されている 
（７）船舶運航情報に次港以降が転錨となる港が
登録されていない、または次港以降が転錨となる
港が登録されている場合は、転錨となるすべての
港がとん税等減額対象該非判定処理においてと
ん税等減額対象外である 

とん税等減額対象非該
当通知情報 
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条件 帳票名 

税関への入港届提出で、以下の条件を全て満たす
場合 
（１）税関への入港届（転錨届）情報を訂正した 
（２）とん税等納付保留の旨が登録された 

とん税等納付保留通知
情報 

検疫所が入港届（明告書含む）を確認し、入力者
に対して回答を行った場合 

入港届（明告書含む）
回答情報 

検疫所が入港届（明告書含む）を確認し、入力者
に対して交付を行った場合 

仮検疫済証 

検疫所が入港届（明告書含む）を確認し、入力者
に対して交付を行った場合 

検疫済証 
 

港湾管理者が入港届を確認し、入力者に対して回
答を行った場合 

入港届回答情報（港湾
管理者） 

港湾管理者が入出港届を確認し、入力者に対して
回答を行った場合 

入出港届回答情報（港
湾管理者） 

港長が入港届を確認し、入力者に対して回答を行
った場合 

入港届回答情報（港長） 

港長が入出港届を確認し、入力者に対して回答を
行った場合 

入出港届回答情報（港
長） 

 
 以下の帳票が宛先官庁に出力されます。 

表 2.3.2-5宛先官庁に出力される帳票 

条件 帳票名 出力先 

税関への入港届（転錨届）提出の場合 入港届（転錨届）提出情
報 

書類提出先税関（監視
担当部門） 

税関への届出で、税関が確認済とする
項目が訂正された旨が登録された場合 

船舶訂正通知情報 書類提出先税関（監視
担当部門） 

税関への入港届（転錨届）情報が訂正
または取消された場合 

入港届（転錨届）訂正・
取消情報 

書類提出先税関（監視
担当部門） 
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条件 帳票名 出力先 

税関への入港届提出で、以下の条件を
全て満たす場合 
（１）とん税等減額対象外である 
（２）入港目的コードが課税である 
（３）入港港が転錨届でない 
（４）とん税等未納である 
（５）船舶情報に有効なとん税等一時
納付（とん税等減額を除く。）情報が
登録されていない 
（６）船舶情報に有効期間内のとん税
等一時納付（とん税等減額）情報が登
録されている 
（７）船舶運航情報に次港以降が転錨
となる港が登録されていない、または
次港以降が転錨となる港が登録されて
いる場合は、転錨となるすべての港が
とん税等減額対象該非判定処理におい
てとん税等減額対象外である 

とん税等減額対象非該当
通知情報 

書類提出先税関（監視
担当部門） 

税関への入港届提出で、以下の条件を
全て満たす場合 
（１）税関への入港届（転錨届）情報
を訂正した 
（２）とん税等納付保留の旨が登録さ
れた 

とん税等納付保留通知情
報 

書類提出先税関（監視
担当部門） 

入管への入港届提出の場合 入港届提出情報 入管 
入管への入港届情報が訂正または取消
された場合 

入港届訂正・取消情報 入管 

検疫所への入港届（明告書含む）提出
の場合 

入港届（明告書含む）提
出情報 

検疫所 

検疫所への入港届（明告書含む）情報
が訂正または取消された場合 

入港届（明告書含む）訂
正・取消情報 

検疫所 

港湾管理者への入港届提出の場合 入港届提出情報 港湾管理者 
港湾管理者への入港届情報が訂正また
は取消された場合 

入港届訂正・取消情報 港湾管理者 
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条件 帳票名 出力先 

港湾管理者への入出港届提出の場合 入出港届提出情報 港湾管理者 
港湾管理者への入出港届情報が訂正ま
たは取消された場合 

入出港届訂正・取消情報 港湾管理者 

港長への入港届提出の場合 入港届提出情報 港長 
港長への入港届情報が訂正または取消
された場合 

入港届訂正・取消情報 港長 

港長への入出港届提出の場合 入出港届提出情報 港長 
港長への入出港届情報が訂正または取
消された場合 

入出港届訂正・取消情報 港長 
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2.3.3 出港届等（外航（運航情報使用））（ＷＯＴ） 
本業務では、「船舶基本情報等事前登録（ＷＢＸ）」（参照⇒2.2船舶基本情報等事前登録（外航））
業務で登録した情報に基づき、出港情報（以下、「出港届等（外航（運航情報使用））」と呼びます）
を複数の宛先または個別の宛先へ送信を行うことができます。本業務では、出港届等（外航（運航情
報使用））を登録・訂正・取消することができます。 
申請の操作方法については、1.3.2（4）申請業務を参照してください。 

表 2.3.3-1申請が可能な書類の種類 

書類 宛先官庁 

出港届（または転錨届）及び乗組員氏名表、旅客氏
名表の提出 

税関 

出港届及び乗組員氏名表、旅客氏名表の提出 入管 
出港届の提出 港湾管理者 

出港届の提出 港長 

事前通報の提出 港内交通管制室／
海上交通センター 

航路通報の提出 海上交通センター 

 

＜共通事項＞ 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 船会社が登録する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登録されてい

る船舶運航者と、同一の船会社である必要があります。 
 船舶代理店が登録する場合は、入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登録されている船

舶運航者の船会社と事前に受委託関係を登録しておく必要があります。ただし、港単位での
み受委託関係を登録している場合は不要です。 

 
船舶基本情報について 
 船舶は「外航船」で登録されている必要があります。 
 船舶基本情報が削除されていると申請ができません。 
 本業務で入力した出港（予定）年月日より、船舶基本情報の船舶名称切替年月日の方が未来

日の場合は、切り替えする前（訂正前）の船舶名称で申請されます。 
 本業務の登録または訂正、かつ税関への届出の場合は、本業務で入力した「船舶コード」に

対する資格外変港情報を削除します。 
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船舶運航情報について 
 船舶運航情報が削除されていると申請ができません。 
 本業務で入力した「船舶コード」及び「航海番号（１）」に対する船舶運航情報で申請され

ます。 
 次の仕向港を登録しておく必要があります。 
 本業務の登録または訂正で、船舶情報及び出港港情報を入力した場合は、事前に登録してい

る同一の船舶コード及び航海番号（１）の船舶運航情報の内容を更新します。 
 出港停泊場所コード 
 びょう泊（予定）年月日時刻（出港時） 
 離岸（予定）年月日時刻（出港時） 

 
乗組員情報について 
 乗組員情報で「システム処理」を選択した場合は、乗組員情報が削除されていると申請がで

きません。 
 乗組員情報で「システム処理」を選択した場合は、事前に登録している同一の船舶コード及

び航海番号（１）に対する乗組員情報の内容で申請されます。 
 乗組員情報で「マニュアル処理」を選択した場合は、乗組員情報のチェックは行われません。 

 
旅客情報について 
 旅客情報で「システム処理」を選択した場合は、旅客情報が削除されていると申請ができま

せん。 
 旅客情報で「システム処理」を選択した場合は、事前に登録している同一の船舶コード及び

航海番号（１）に対する旅客情報の内容で申請されます。 
 旅客情報で「マニュアル処理」または「旅客なし」を選択した場合は、旅客情報のチェック

は行われません。 
 
乗下船判定処理について 
 乗組員情報または旅客情報が登録されており、かつ「システム処理」を選択した場合は、乗

下船の判定処理（乗組員数、旅客数の算出）が行われます。 
 

出港停泊場所コードについて 
 入力された「出港停泊場所コード」が内航バースの場合、送信結果画面に確認のための注意

喚起メッセージが表示されます。 
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不開港出入許可申請情報について 
 本業務の登録または訂正、かつ「不開港出入許可申請番号」を入力する場合、以下のことを

確認する必要があります。 
 本業務で入力した「船舶コード」が、「不開港出入許可申請番号」に対する不開港出入

許可申請情報に登録されている船舶コードと同一である必要があります。 
 撤回されていない必要があります。 
 手作業移行されていない必要があります。 
 不開港出入許可申請情報に登録されている不開港コードが提出港に係る出港届で登録

された次港以降の不開港※１のいずれかと同一である必要があります。 
※１ 次港以降の不開港とは以下のいずれかで寄港地に登録されている不開港を示します。 

表 2.3.3-2次港以降の不開港の定義及び例 

項番 次港以降の不開港の定義 例 

１ 提出港の次港から次の開港ま
でに寄港する不開港 

寄港地が、 
開港（提出港）→不開港Ａ→不開港Ｂ→開港 
の場合、不開港Ａ、不開港Ｂが次港以降の不開港
となる。 

２ 寄港地に次の開港が登録され
ていない場合、提出港の次港
以降に寄港する不開港 

寄港地が、 
開港（提出港）→不開港Ａ→不開港Ｂ→不開港Ｃ 
の場合、不開港Ａ、不開港Ｂ、不開港Ｃが次港以
降の不開港となる。 

 税関による出港許可が行われた後の訂正の場合は、不開港出入許可申請中ではない必要
があります。 

 
訂正について 

 訂正できる出港届等の条件は以下のとおりです。 
 入力者は出港届等を提出した利用者と同一である必要があります。 
 船舶コード、航海番号（１）、出港港コード及び本邦寄港順序が変更されていない必要

があります。 
 申請済の出港届等に対して訂正が行われた場合、届出／申請番号（出港届提出番号）には枝

番が付加されます。 
 出港届等に対する訂正は、最大９９回となっています。 

 
取消について 

 取消できる出港届等の条件は以下のとおりです。 
 入力者は出港届等を提出した利用者と同一である必要があります。 
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 出港届に対する税関出港許可（転錨届受理）が行われていない必要があります。 
 取消を行う場合、関係官庁に対してあらかじめ連絡することが必要です。 

 
＜個別事項＞ 
税関への提出について 
 本業務の登録または訂正、かつ「入港届提出番号」を入力した場合、以下のことを確認する

必要があります。 
 最新の入港届提出番号である必要があります。 
 税関に入港届が提出されている必要があります。 
 転錨届ではない必要があります。 
 当該港において、とん税等非課税の旨が登録されている場合は、税関による非課税の確

認登録が行われている必要があります。 
 次港が転錨以外の場合は、本業務で入力した「船舶コード」「航海番号（１）」「港コ

ード」「本邦寄港順序」と入力した「入港届提出番号」に対する入港届情報に登録され
ている船舶コード・航海番号（１）・港コード及び本邦寄港順序が同一である必要があ
ります。 

 次港が転錨の場合は、入力した「船舶コード」「航海番号（１）」と入力した「入港届
提出番号」に対する入港届情報に登録されている船舶コード及び航海番号（１）が同一
である必要があります。 

 当該届出とは別の出港届（転錨届）を提出した旨が未登録である必要があります。 
 入力された不開港出入許可申請番号が、入港届情報の不開港出入許可申請番号に登録さ

れている必要があります。 
 入力した「入港届提出番号」に対する入港届情報に対し、出港届（転錨届）を提出した旨

が設定されます※3。 
 入力した「出港停泊場所コード」を管轄する税関官署を届出先税関官署とします。 
 「書類提出先官署コード」を入力しなくても、入力された「出港停泊場所コード」に基づき、

提出先の税関官署が決定されます。ただし、「書類提出先官署コード」を入力した場合は、
入力した税関官署に提出されます。 

 転錨以外かつ「入港届提出番号」が入力されなかった場合は、税関への届出の場合は出港許
可保留となります※２。 

 「入港届提出番号」を入力した場合は、入力内容、船舶運航情報及び入港届情報に登録され
ている本船の情報に基づき、出港許可または転錨届受理となるか否かが判定されます※３。 
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表 2.3.3-2税関による出港許可または転錨届受理の判定 

次の寄港地 識別 判定条件 判定結果 

他の開港の場合 
 

出港届 
 

とん税等未納状態※３※４※５である 出港許可保留※７ 
出港差止状態である 出港許可保留※９ 
上記以外 出港許可 

同一開港内の場合 
 

転錨届 
 

出港差止状態である 転錨届保留 

上記以外 転錨届受理 

不開港※７の場合 出港届 とん税等未納状態※３※４※５である 出港許可保留※７ 
出港差止状態である 出港許可保留※９ 
不開港出入許可済でない 出港許可保留※８ 
上記以外 出港許可 

※２ 税関による出港許可が行われた後に訂正された場合は行われません。 
※３ 当該開港で資格外変された場合は、とん税等未納状態の判定処理は行われません。 
※４ とん税等未納状態はとん税等非課税の場合を除きます。 
※５ 入港届情報がとん税等納付済かつとん税等納付保留の場合は含みます。 
※６ 次港以降の不開港を含みます。 
※７ とん税等が未納につき出港許可保留となった場合は、とん税等の納付が確認された後に出
港許可となります。 
※８ 次港以降が不開港につき出港許可保留となった場合は、寄港する全ての不開港に対する不
開港出入許可申請が許可された後に出港許可となります。 
※９ その他の出港許可保留は、税関による出港許可保留の解除が必要となります。 
 
 「出港（予定）年月日時刻」は、次の優先順位にて登録されます。 

1. 入力された「びょう泊（予定）年月日時刻（出港時）」と「離岸（予定）年月日時刻（出
港時）」の早い方を出港（予定）年月日時刻とする。 

2. 「びょう泊（予定）年月日時刻（出港時）」と「離岸（予定）年月日時刻（出港時）」
がいずれも入力されなかった場合は、船舶運航情報のびょう泊（予定）年月日時刻（出
港時）と離岸（予定）年月日時刻（出港時）の早い方を出港（予定）年月日時刻とする。 

 
入管への提出について 

 以下の情報が送信されます。 
 出港届 
 乗組員名簿 
 旅客名簿 
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 申請の訂正を行った後、「書類状態確認（ＷＶＳ）」（参照⇒2.9.1 書類状態確認）にて
処理状態が「受付不能」となっている場合、ＮＡＣＣＳ上は送信済となっておりますが、
乗員上陸許可支援システム上は訂正前の申請について審査中のため、申請が受付されてい
ません。 
「書類状態確認（ＷＶＳ）」にて入管向けの訂正前申請の処理状態が「審査終了済」とな
っている場合、申請先官署へ該当申請の取下処理を依頼した後、訂正内容を反映した申請
を新規に送信してください。 
また、「書類状態確認（ＷＶＳ）」にて入管向けの訂正前申請の処理状態が「訂正依頼済」
または「受付済」となっていた場合は、再度訂正の申請を実施してください。 

 申請の取消を行った後、「書類状態確認（ＷＶＳ）」（参照⇒2.9.1 書類状態確認）にて
処理状態が「受付不能」となっている場合、ＮＡＣＣＳ上は取消となっておりますが、乗
員上陸許可支援システム上は取消が受付されていません。 
申請先官署へ該当申請の処理状態をお問い合わせください。乗員上陸許可支援システム上
で処理状態が「審査終了」または「受付」となっている場合は、申請先官署に取下処理を
依頼してください。 

 
港湾管理者への提出について 

 出港届が送信されます。 
 
港長への提出について 

 出港届が送信されます。 
 
港内交通管制室への提出について 

 事前通報が送信されます。 
 事前通報については、入航予定日または運航開始予定日の前日正午までに申請を行ってくだ

さい。 
 
海上交通センターへの提出について 

 以下の情報が送信されます。 
 事前通報 
 航路通報 

 事前通報については、入航予定日または運航開始予定日の前日正午までに申請を行ってくだ
さい。 

 航路通報については、航路外から航路へ入ろうとする日の前日正午までに申請を行ってくだ
さい。 
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＜申請等呼出について＞ 
 申請済の情報を呼び出し修正することで、新規の出港届等を申請することができます。 

以下の情報を呼び出すことができます。 
・入港前統一申請（外航（運航情報使用）） 
・入港届等（外航（運航情報使用）） 
・出港届等（外航（運航情報使用）） 

 
＜パッケージソフトでの業務について＞ 

 「船舶基本情報登録（ＶＢＸ）」業務、「船舶運航情報登録（ＶＴＸ０１）」業務、「乗組
員情報登録（ＶＴＸ０２）」業務、「旅客情報登録（ＶＴＸ０３）」業務で登録した内容を
呼び出して、本業務を行うことができます。 

 「出港届等（ＶＯＸ）」業務で提出した届出を、本業務で訂正・取消することができます。 
 
＜出港届等（外航（運航情報使用））の提出について＞ 

 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：申請情報）で確認できます。 
表 2.3.3-3書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：申請情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港湾管理者への出港届の場合 出港届情報（港湾管理
者） 

港長への出港届の場合 出港届情報（港長） 
港内交通管制室または海上交通センターへの事
前通報の場合 

事前通報情報 

 
 以下の帳票をを「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：帳票情報）で確認できます。 

＊帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から１４日間（土日祝含む）可能です。 
表 2.3.3-4書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：帳票情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

税関への届出かつ、保留となった場合 出港届（転錨届）提出
情報 

税関への届出かつ、出港許可または転錨届受理と
なった場合 

出港許可（転錨・出港
届受理）通知情報※１０ 

港長が出港届を確認し、入力者に対して回答を行
った場合 

出港届回答情報（港長） 

港湾管理者が出港届を確認し、入力者に対して回
答を行った場合 

出港届回答情報（港湾
管理者） 
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条件 帳票名 

港内交通管制室または海上交通センターが事前
通報を確認し、入力者に対して回答を行った場合 

事前通報回答情報 

海上交通センターが航路通報を確認し、入力者に
対して回答を行った場合 

航路通報回答情報 

海上交通センターが航路通報を確認し、入力者に
対して交付を行った場合 

指示書 

海上交通センターが航路通報を確認し、入力者に
対して交付を行った場合 

勧告書 

※１０ 出港届業務で税関出力要表示に「Ｙ」を入力した場合は、入力者ではなく書類提出先税
関（監視担当部門）に出力されます（「Ｙ」を入力する場合には税関の同意を得る必要がありま
す）。 

 
 以下の帳票が宛先官庁に出力されます。 

表 2.3.3-5宛先官庁に出力される帳票 

条件 帳票名 出力先 

税関への届出かつ、保留となった場合 出港届（転錨届）提出情
報（税関用） 

書類提出先税関 
（監視担当部門） 

税関への届出かつ、出港許可または転
錨届受理となった場合 

出港許可（転錨届受理）
情報 

書類提出先税関 
（監視担当部門） 

税関への出港届（転錨届）情報が訂正
または取消しされた場合 

出港届（転錨届）訂正・
取消情報 

書類提出先税関 
（監視担当部門） 

入管への出港届提出の場合 出港届提出情報 入管 
入管への出港届情報が訂正または取消
された場合 

出港届訂正・取消情報 入管 

港湾管理者への出港届提出の場合 出港届提出情報 港湾管理者 
港湾管理者への出港届情報が訂正また
は取消された場合 

出港届訂正・取消情報 港湾管理者 

港長への出港届提出の場合 出港届提出情報 港長 
港長への出港届情報が訂正または取消
された場合 

出港届訂正・取消情報 港長 

港内交通管制室／海上交通センターへ
の事前通報提出の場合 

事前通報提出情報 港内交通管制室／ 
海上交通センター 
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条件 帳票名 出力先 

港内交通管制室／海上交通センターへ
の事前通報情報が訂正または取消され
た場合 

事前通報訂正・取消情報 港内交通管制室／ 
海上交通センター 

海上交通センターへの航路通報提出の
場合 

航路通報提出情報 海上交通センター 

海上交通センターへの航路通報情報が
訂正または取消された場合 

航路通報訂正・取消情報 海上交通センター 
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2.4 外航業務 

2.4.1 入港前統一申請（外航）（ＷＰＴ） 
本業務では、「船舶基本情報等事前登録（ＷＢＸ）」（参照⇒2.2船舶基本情報等事前登録（外航）
業務で登録した情報に基づき、入港前に各種手続き（以下、「入港前統一申請（外航）」と呼びます）
を複数の宛先または個別の宛先へ送信を行うことができます。本業務では、入港前統一申請（外航）
を登録・訂正・取消することができます。 
申請の操作方法については、1.3.2（4）申請業務を参照してください。 
 

表 2.4.1-1申請が可能な書類の種類 

書類 宛先官庁 

乗組員・旅客情報事前報告情報 税関 
入港通報（予備審査情報） 入管 
乗員上陸許可申請 
入港通報 検疫所 
検疫通報 
保障契約情報 地方運輸局 
係留施設使用許可申請 港湾管理者 
危険物荷役許可申請 港長 
停泊場所指定願 
移動許可申請 
係留施設使用届 
船舶保安情報 海上保安部署 
事前通報 港内交通管制室／海上交

通センター 
航路通報 海上交通センター 

 
＜共通事項＞ 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 船会社が登録する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登録されてい

る船舶運航者と、同一の船会社である必要があります。 
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船舶基本情報について 
 船舶は「外航船」で登録されている必要があります。 
 船舶基本情報が削除されていると申請ができません。 
 本業務で入力された入港（予定）年月日より船舶基本情報の船舶名称切替年月日の方が未来

日の場合は、切り替えする前（訂正前）の船舶名称で申請がされます。 
 
着岸（予定）場所コードまたは出港停泊場所コードについて 
 入力された「着岸（予定）場所コード」または「出港停泊場所コード」のいずれかが「内航

バース」の場合、送信結果画面に注意喚起メッセージが表示されます。 
 
訂正について 
 訂正できる入港前統一申請の条件は以下のとおりです。 

 入力者は入港前統一申請を提出した利用者と同一である必要があります。 
 申請済の入港前統一申請に対して訂正が行われた場合、届出／申請番号（入港前統一申請番

号）には枝番が付加されます。 
 入港前統一申請に対する訂正は、最大９９回となっています。 

 
取消について 
 取消できる入港前統一申請の条件は以下のとおりです。 

 入力者は入港前統一申請を提出した利用者と同一である必要があります。 
 取消を行う場合、関係官庁に対してあらかじめ連絡することが必要です。 

 
＜個別事項＞ 
税関への提出について 
 税関に提出する乗組員・旅客情報事前報告については、原則入港する２時間前までに手続き

を行ってください。 
 「書類提出先官署コード」を入力しなくても、「着岸（予定）場所」の港コードに基づき、

提出先の税関官署が決定されます。ただし、「書類提出先官署コード」に入力した場合は、
本業務で入力した税関官署に提出されます。 

 「入港（予定）年月日及び時刻」は、次の１.～2.の優先順位により登録されます。 
1. 乗組員・旅客情報事前報告情報に入力された「びょう泊（予定）年月日・時刻（自）」 
2. 乗組員・旅客情報事前報告情報に入力された「着岸（予定）年月日・時刻」 

 
入管への提出について 
 入港通報（予備審査情報）の場合は、以下の情報が送信されます。 

 入港通報（予備審査情報） 
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船舶の停泊予定時間等は、到着する２４時間前までに手続きを行ってください。 
 乗組員名簿 
 旅客名簿 
乗組員及び旅客数については到着する２４時間前まで、氏名については到着する 2時間 
前までに手続きを行ってください。 

 乗員上陸許可申請の場合は、以下の情報が送信されます。 
 乗員上陸許可申請 
 乗組員名簿 

 申請の訂正を行った後、「書類状態確認（ＷＶＳ）」（参照⇒2.9.1 書類状態確認）にて
処理状態が「受付不能」となっている場合、ＮＡＣＣＳ上は送信済となっておりますが、乗
員上陸許可支援システム上は訂正前の申請について審査中のため、申請が受付されていませ
ん。 
「書類状態確認（ＷＶＳ）」にて入管向けの訂正前申請の処理状態が「審査終了済」となっ
ている場合、申請先官署へ該当申請の取下処理を依頼した後、訂正内容を反映した申請を新
規に送信してください。 
また、「書類状態確認（ＷＶＳ）」にて入管向けの訂正前申請の処理状態が「訂正依頼済」
または「受付済」となっていた場合は、再度訂正の申請を実施してください。 

 申請の取消を行った後、「書類状態確認（ＷＶＳ）」（参照⇒2.9.1 書類状態確認）にて
処理状態が「受付不能」となっている場合、ＮＡＣＣＳ上は取消となっておりますが、乗員
上陸許可支援システム上は取消が受付されていません。 
申請先官署へ該当申請の処理状態をお問い合わせください。乗員上陸許可支援システム上で
処理状態が「審査終了」または「受付」となっている場合は、申請先官署に取下処理を依頼
してください。 

 
検疫所への提出について 

 以下の情報が送信されます。 
 入港通報 
 検疫通報 

 入港通報について、到着３６時間前までに手続きを行った場合は、入港前の変化状況を踏ま
えた検疫通報の手続きが必要です。ただし、到着３６時間以内の場合は、検疫通報を省略す
ることができます。 

 入港通報については、原則入港２４時間前までに手続きが必要です。 
 検疫通報を行う場合は、必ず入港通報を先に行い、その際に払い出される検疫所通知番号を

入力してください。 
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 検疫所通知番号は、一つの申請に対してしか入力できず、複数の申請で入力することはでき
ません。入力した申請を取り消した場合は、再度検疫所通知番号を別の申請に入力すること
ができます。 
 

地方運輸局への提出について 
 地方運輸局へ送信される保証契約情報については、荒天、遭難その他国土交通省令で定める

やむを得ない事由がある場合を除き、本邦以外の地域の港から本邦内の港へ入港する日の前
日正午まで、もしくは本邦以外の地域の港から特定海域へ入域する日の前日正午までに手続
きを行ってください。 
 

港湾管理者への提出について 
 公共岸壁の使用届については、係留施設使用許可申請にて公共岸壁を管理する港湾管理者宛

手続きを行ってください。 
 

港長への提出について 
 以下の情報が送信されます。 

 危険物荷役許可申請 
 停泊場所指定願 
 移動許可申請 
 係留施設使用届 

 専用岸壁の使用届については、係留施設使用届にて係留施設管理者より港長宛手続きを行っ
てください。 

 
港内交通管制室への提出について 

 港内交通管制室へ送信される事前通報については、入航予定日または運航開始予定日の前日
正午までに手続きを行ってください。 
 

海上保安部署への提出について 
 海上保安部署へ送信される船舶保安情報については、荒天、遭難その他国土交通省令で定め

るやむを得ない事由がある場合を除き、本邦以外の地域の港から本邦の港に入港する 24時
間前、もしくは本邦以外の地域の港から特定海域へ入域する 24時間前までに手続きを行っ
てください。 

 
海上交通センターへの提出について 

 以下の情報が送信されます。 
 事前通報 
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 航路通報 
 事前通報については、入航予定日または運航開始予定日の前日正午までに手続きを行ってく

ださい。 
 航路通報については、航路外から航路に入ろうとする日の前日正午までに手続きを行ってく

ださい。 
 

その他、手続きに際しご不明な点につきましては、申請先官署へお問い合わせください。 
 
＜申請等呼出について＞ 

 申請済の情報を呼び出し修正することで、新規の入港前統一申請を申請することができます。 
以下の情報を呼び出すことができます。 

・入港前統一申請（外航） 
 
＜入港前統一申請（外航）の提出について＞ 

 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：申請情報）で確認できます。 
表 2.4.1-２書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：申請情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港湾管理者への係留施設使用許可申請の場合 係留施設使用許可申請
情報 

港長への危険物荷役許可申請の場合 危険物荷役許可申請情
報 

港長への停泊場所指定願の場合 停泊場所指定願情報 
港長への移動許可申請の場合 移動許可申請情報 
港長への係留施設使用届の場合 係留施設使用届情報 
港内交通管制室または海上交通センターへの事
前通報の場合 

事前通報情報 

 
 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：帳票情報）まで確認できます。 

＊帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から１４日間（土日祝含む）です。 
表 2.4.1-3書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：帳票情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

検疫所が入港通報を確認し、入力者に対して回答
を行った場合 

入港通報回答情報（検
疫所） 

検疫所が入港通報または検疫通報を確認し、入力
者に対して交付を行った場合 

無線検疫審査結果通知 
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条件 帳票名 

検疫所が検疫通報を確認し、入力者に対して回答
を行った場合 

検疫通報回答情報（検
疫所） 

地方運輸局が保障契約情報を確認し、入力者に対
して回答を行った場合 

保障契約情報回答情報 

港湾管理者が係留施設使用許可申請を確認し、入
力者に対して回答を行った場合 

係留施設使用許可申請
回答情報 

港長が危険物荷役許可申請を確認し、入力者に対
して回答を行った場合 

危険物荷役許可申請回
答情報 

港長が停泊場所指定願を確認し、入力者に対して
回答を行った場合 

停泊場所指定願回答情
報 

港長が移動許可申請を確認し、入力者に対して回
答を行った場合 

移動許可申請回答情報 

港長が係留施設使用届を確認し、入力者に対して
回答を行った場合 

係留施設使用届回答情
報 

海上保安部署が船舶保安情報を確認し、入力者に
対して回答を行った場合 

船舶保安情報回答情報 

港内交通管制室または海上交通センターが事前
通報を確認し、入力者に対して回答を行った場合 

事前通報回答情報 

海上交通センターが航路通報を確認し、入力者に
対して回答を行った場合 

航路通報回答情報 

海上交通センターが航路通報を確認し、入力者に
対して交付を行った場合 

指示書 

海上交通センターが航路通報を確認し、入力者に
対して交付を行った場合 

勧告書 

 
 以下の帳票が宛先官庁に出力されます。 

表 2.4.1-4宛先官庁に出力される帳票 

条件 帳票名 出力先 

税関への乗組員・旅客情報事前報告の
場合 

乗組員・旅客情報事前報
告情報 

書類提出先税関 
（監視担当部門） 

税関への乗組員・旅客情報事前報告が
訂正または取消された場合 

乗組員・旅客情報事前報
告訂正・取消通知情報 

書類提出先税関 
（監視担当部門） 

入管への入港通報（予備審査情報）提
出の場合 

入港通報（予備審査情報）
提出情報 

入管 
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条件 帳票名 出力先 

入管への入港通報（予備審査情報）届
情報が訂正または取消された場合 

入港通報（予備審査情報）
訂正・取消情報 

入管 

入管への乗員上陸許可申請提出の場合 乗員上陸許可申請提出情
報 

入管 

入管への乗員上陸許可申請情報が訂正
または取消された場合 

乗員上陸許可申請訂正・
取消情報 

入管 

検疫所への入港通報提出の場合 入港通報提出情報 検疫所 
検疫所への入港通報情報が訂正または
取消された場合 

入港通報訂正・取消情報 検疫所 

検疫所への検疫通報提出の場合 検疫通報提出情報 検疫所 
検疫所への検疫通報情報が訂正または
取消された場合 

検疫通報訂正・取消情報 検疫所 

地方運輸局への保障契約情報提出の場
合 

保障契約情報提出情報 地方運輸局 

地方運輸局への保障契約情報が訂正ま
たは取消された場合 

保障契約情報訂正・取消
情報 

地方運輸局 

港湾管理者への係留施設使用許可申請
提出の場合 

係留施設使用許可申請提
出情報 

港湾管理者 

港湾管理者への係留施設使用許可申請
情報が訂正または取消された場合 

係留施設使用許可申請訂
正・取消情報 

港湾管理者 

港長への危険物荷役許可申請提出の場
合 

危険物荷役許可申請提出
情報 

港長 

港長への危険物荷役許可申請情報が訂
正または取消された場合 

危険物荷役許可申請訂
正・取消情報 

港長 

港長への停泊場所指定願提出の場合 停泊場所指定願提出情報 港長 
港長への停泊場所指定願情報が訂正ま
たは取消された場合 

停泊場所指定願訂正・取
消情報 

港長 

港長への移動許可申請提出の場合 移動許可申請提出情報 港長 
港長への移動許可申請情報が訂正また
は取消された場合 

移動許可申請訂正・取消
情報 

港長 

港長への係留施設使用届提出の場合 係留施設使用届提出情報 港長 
港長への係留施設使用届情報が訂正ま
たは取消された場合 

係留施設使用届訂正・取
消情報 

港長 
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条件 帳票名 出力先 

海上保安部署への船舶保安情報提出の
場合 

船舶保安情報提出情報 海上保安部署 

海上保安部署への船舶保安情報が訂正
または取消された場合 

船舶保安情報訂正・取消
情報 

海上保安部署 

港内交通管制室／海上交通センターへ
の事前通報提出の場合 

事前通報提出情報 港内交通管制室／海上
交通センター 

港内交通管制室／海上交通センターへ
の事前通報情報が訂正または取消され
た場合 

事前通報訂正・取消情報 港内交通管制室／海上
交通センター 

海上交通センターへの航路通報提出の
場合 

航路通報提出情報 海上交通センター 

海上交通センターへの航路通報情報が
訂正または取消された場合 

航路通報訂正・取消情報 海上交通センター 
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2.4.2 入港届等（外航）（ＷＩＴ） 
本業務では、「船舶基本情報等事前登録（ＷＢＸ）」（参照⇒2.2船舶基本情報等事前登録（外航））
業務で登録した情報に基づき、入港後、入港確定情報の登録（以下、「入港届等（外航）」と呼びま
す）を複数の宛先または個別の宛先へ送信を行うことができます。本業務では、入港届等（外航）を
登録・訂正・取消することができます。 
申請の操作方法については、1.3.2（4）申請業務を参照してください。 

表 2.4.2-1申請が可能な書類の種類 

書類 宛先官庁 

入港届（または転錨届）及び船用品目録の提出 税関 
入港届の提出 入管 
入港届（明告書含む）の提出 検疫所 
入港届の提出 港湾管理者 
入出港届の提出 
入港届の提出 港長 
入出港届の提出 

 
＜共通事項＞ 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 船会社が登録する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登録されてい

る船舶運航者と、同一の船会社である必要があります。 
 

船舶基本情報について 
 船舶は「外航船」で登録されている必要があります。 
 船舶基本情報が削除されていると申請ができません。 
 本業務で入力した入港（予定）年月日より、船舶基本情報の船舶名称切替年月日の方が未来

日の場合は、切り替えする前（訂正前）の船舶名称で申請がされます。 
 税関に対する入港届で国際基幹航路（特定港寄港）を入力する場合は、船舶基本情報にとん

税等一時納付（とん税等減額を除く。）の旨が登録されていない必要があります。 
 

入港前統一申請情報について 
 「入港前統一申請番号」を入力する場合は、本業務で入力した「船舶コード」「港コード」

及び本邦寄港順序と入力した「入港前統一申請番号」に対する入港前統一申請情報に登録さ
れている船舶コードと港コード及び本邦寄港順序が同一である必要があります。 
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着岸（予定）場所コードについて 
 入力された「着岸（予定）場所コード」が内航バースの場合、送信結果画面に確認のための

注意喚起メッセージが表示されます。 
 

とん税等減額対象該非判定処理について 
 税関に対する入港届の場合は、入力内容及び船舶情報に基づき、とん税等減額対象またはと

ん税等減額対象外とするか否かを判定します。入力内容及び船舶情報が国際基幹航路（特定
港寄港）と判定される条件をすべて満たした場合、とん税等減額対象とします。ただし、と
ん税等減額対象該非判定処理においてとん税等減額対象となった場合であっても、国際基幹
航路（特定港寄港）に適用を受ける旨が入力されていない場合は、とん税等減額対象外とし
ます。 

表 2.3.2-2とん税等減額対象を判定する項目 
判定項目 条件 

船舶コード・入港港コード 入力した船舶コードかつ、入港港コードに対する情報が
国際基幹航路情報に登録されていること 

船舶種類コード 上記で取得した国際基幹航路情報に船舶種類コードが
登録されていること 

純トン数 上記で取得した国際基幹航路情報に純トン数が登録さ
れていること 

本邦入港前外国の寄港地コ
ード及び仕出し港コード 

上記で取得した国際基幹航路情報に本邦入港前外国の
寄港地コード及び仕出し港コードのいずれかが登録さ
れていること 

入港（予定）年月日 入港（予定）年月日が、上記で取得した国際基幹航路情
報に登録されている有効期限の範囲内であること 

 
訂正について 

 訂正できる入港届等の条件は以下のとおりです。 
 入力者は入港届等を提出した利用者と同一である必要があります。 
 船舶コード、航海番号（１）、港コード及び本邦寄港順序が変更されていない必要があ

ります。 
 訂正の入力が行われた入港届に対してとん税等納付申告中の場合は、船舶名称、入港年

月日、入港目的コード及び純トン数が訂正されていない必要があります。 
 訂正の入力が行われた税関に対する入港届に対して、とん税等納付申告中または納付済

の場合は、とん税等減額対象表示が訂正されていない必要があります。 
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 申請済の入港届等に対して訂正が行われた場合、届出／申請番号（入港届提出番号）には枝
番が付加されます。 

 入港届等に対する訂正は、最大９９回となっています。 
 税関に対する入港届（転錨届）の入港年月日、入港目的コードまたは純トン数のいずれかの

訂正が行われた場合は、税関の確認を受ける必要があります。 
 

取消について 
 取消できる入港届等の条件は以下のとおりです。 

 入力者は入港届等を提出した利用者と同一である必要があります。 
 取消入力が行われた入港届に対して、税関に対する出港届が行われていない必要があり

ます。 
 取消入力が行われた入港届に対してとん税等納付申告中ではない必要があります。 

 取消を行う場合、関係官庁に対してあらかじめ連絡することが必要です。 
 
＜個別事項＞ 
税関への提出について 
 入力した「入港港」を管轄する税関官署を届出先税関官署とします。 
 「書類提出先官署コード」を入力しなくても、入力された「着岸（予定）場所」の港コード

に基づき、提出先の税関官署が決定されます。ただし、「書類提出先官署コード」に入力し
た場合は、入力した税関官署に提出されます。 

 船舶基本情報に有効期間内のとん税等一時納付が登録されている場合は、当該港について納
付済表示が設定されます。 

 国際基幹航路（特定港寄港）を入力する場合は、非課税の入港目的コードでは申請ができま
せん。 

 税関に対する入港届で国際基幹航路（特定港寄港）を入力する場合は、転錨届は申請ができ
ません。 

 とん税等減額対象該非判定処理の判定結果がとん税等減額対象表示に設定されます。 

 訂正前の入港届に対して入港年月日、入港目的コードまたは純トン数のいずれかが変更とな
った場合は、当該届出の税関による確認が必要な旨が設定されます。 

 非課税の「入港目的コード」へと変更された場合は、当該港について非課税要確認表示が設
定されます。税関に対して「非課税理由の証明」を提出してください。 

 出港届（転錨届）が提出されている場合は、訂正前の入港届に対してとん税等減額対象外か
らとん税等減額対象及びとん税等未納から納付済となった場合は、とん税等納付保留表示が
設定されます。 

 とん税等強制減額確認が行われた後、当該入港届の訂正が行われた場合は、とん税等強制減
額確認が行われている旨が解除されます。 
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 「入港（予定）年月日及び時刻」は、次の 1.～2.の優先順位により登録されます。 
1. 入港届等に入力された「びょう泊（予定）年月日時刻（入港時）」 
2. 入港届等に入力された「着岸（予定）年月日時刻（入港時）」 

 入港前統一申請の乗組員情報処理識別が「システム処理」の「入港前統一申請番号」を入力
した場合、入港届等（転錨届）の乗組員情報処理識別は「システム処理」で登録されます。
ただし、入港届（転錨届）の乗組員総数に 1501人以上を入力した場合は、一律「マニュア
ル処理」で登録されます。 

 国際基幹航路（特定港寄港）を入力し、とん税等減額対象該非判定においてとん税等減額対
象外の場合、注意喚起メッセージが表示されます。＊１ 

 次の 1.～6.の条件を全て満たす場合、注意喚起メッセージが表示されます。 
1. 国際基幹航路（特定港寄港）が未入力である。 
2. とん税等減額対象該非判定でとん税等減額対象である。 
3. 入港届情報の入港目的コードが課税である。 
4. 入港届情報が転錨届でない。 
5. 入港届情報がとん税等未納である。 
6. 船舶情報に有効期間内のとん税等一時納付（とん税等減額を除く。）情報が登録され

ていないこと。 
 次の 1.～6.の条件を全て満たす場合、注意喚起メッセージが表示されます。＊2 

1. とん税等減額対象該非判がとん税等減額対象外である。 
2. 次港以降が転錨となる港が登録されており、かつ転錨となる港のいずれかがとん税等減

額対象該非判定においてとん税等減額対象である。。 
3. 入港届情報の入港目的コードが課税である。 
4. 入港届情報が転錨届でない。 
5. 入港届情報がとん税等未納である。 
6. 船舶基本情報に有効期間内のとん税等一時納付（とん税等減額を除く。）情報が登録さ

れていない。 
（＊２）（＊１）が同時に出力される場合は、（＊１）のメッセージは表示されません。 

 次の 1.～7.の条件を全て満たす場合、注意喚起メッセージが表示されます。 
1. 港届情報のとん税等減額対象表示がとん税等減額対象外であること。 
2. 入港届情報の入港目的コードが課税である。 
3. 入港届情報が転錨届でない。 
4. 入港届情報がとん税等未納である。 
5. 次港以降が転錨となる港が登録されていない、または次港以降が転錨となる港が登録さ

れている場合は、転錨となるすべての港がとん税等減額対象該非判定処理においてとん
税等減額対象外である。 

6. 船舶情報に有効なとん税等一時納付（とん税等減額を除く。）情報が登録されていない。 
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7. 船舶情報に有効期間内のとん税等一時納付（とん税等減額）情報が登録されている。 
 

入管への提出について 
 入港届が送信されます。 
 申請の訂正を行った後、「書類状態確認（ＷＶＳ）」（参照⇒2.9.1 書類状態確認）にて

処理状態が「受付不能」となっている場合、ＮＡＣＣＳ上は送信済となっておりますが、乗
員上陸許可支援システム上は訂正前の申請について審査中のため、申請が受付されていませ
ん。 
「書類状態確認（ＷＶＳ）」にて入管向けの訂正前申請の処理状態が「審査終了済」となっ
ている場合、申請先官署へ該当申請の取下処理を依頼した後、訂正内容を反映した申請を新
規に送信してください。 
また、「書類状態確認（ＷＶＳ）」にて入管向けの訂正前申請の処理状態が「訂正依頼済」
または「受付済」となっていた場合は、再度訂正の申請を実施してください。 

 申請の取消を行った後、「書類状態確認（ＷＶＳ）」（参照⇒2.9.1 書類状態確認）にて
処理状態が「受付不能」となっている場合、ＮＡＣＣＳ上は取消となっておりますが、乗員
上陸許可支援システム上は取消が受付されていません。 
申請先官署へ該当申請の処理状態をお問い合わせください。乗員上陸許可支援システム上で
処理状態が「審査終了」または「受付」となっている場合は、申請先官署に取下処理を依頼
してください。 
 

検疫所への提出について 
 検疫を受ける際に必要な明告書を含めた入港届が送信されます。 

 
港湾管理者への提出について 
 港湾管理者へは、以下の情報が送信されます。 

 入港届 
 入出港届 

 各港湾管理者が定める条例・規則がありますので、入港時にはこれに従う必要があります。 
 入港時に出港日時が定まっている場合には、入出港届による提出が可能です。 

 
 

港長への提出について 
 以下の情報が送信されます。 

 入港届 
 入出港届 

 入港時に出港日時が定まっている場合には、入出港届による提出が可能です。 
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その他、手続きに際しご不明な点につきましては、申請先官署へお問い合わせください。 

 
＜申請等呼出について＞ 

 申請済の情報を呼び出し修正することで、新規の入港届等を申請することができます。 
以下の情報を呼び出すことができます。 
・入港前統一申請（外航（運航情報使用）） 
・入港届等（外航（運航情報使用）） 

 
＜入港届等（外航）の提出について＞ 

 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：申請情報）で確認できます。 
表 2.4.2-3書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：申請情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港湾管理者への入港届の場合 入港届情報（港湾管理
者） 

港湾管理者への入出港届の場合 入出港届情報（港湾管
理者） 

港長への入港届の場合 入港届情報（港長） 
港長への入出港届の場合 入出港届情報（港長） 

 
 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」（種別：帳票情報）で確認できます。 

＊帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から 14日間（土日祝含む）です。 
表 2.4.2-4書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：帳票情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

税関への入港届（転錨届）提出の場合 入港届（転錨届）提出
情報 
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条件 帳票名 

税関への入港届提出で、以下の条件を全て満たす
場合 
（１）とん税等減額対象外である 
（２）入港目的コードが課税である 
（３）入港港が転錨届でない 
（４）とん税等未納である 
（５）船舶情報に有効なとん税等一時納付（とん
税等減額を除く。）情報が登録されていない 
（６）船舶情報に有効期間内のとん税等一時納付
（とん税等減額）情報が登録されている 
（７）次港以降が転錨となる港が登録されていな
い、または次港以降が転錨となる港が登録されて
いる場合は、転錨となるすべての港がとん税等減
額対象該非判定処理においてとん税等減額対象
外である 

とん税等減額対象非該
当通知情報 

税関への入港届提出で、以下の条件を全て満たす
場合 
（１）税関への入港届（転錨届）情報を訂正した 
（２）とん税等納付保留の旨が登録された 

とん税等納付保留通知
情報 

検疫所が入港届（明告書含む）を確認し、入力者
に対して回答を行った場合 

入港届（明告書含む）
回答情報 

検疫所が入港届（明告書含む）を確認し、入力者
に対して交付を行った場合 

仮検疫済証 

検疫所が入港届（明告書含む）を確認し、入力者
に対して交付を行った場合 

検疫済証 
 

港湾管理者が入港届を確認し、入力者に対して回
答を行った場合 

入港届回答情報（港湾
管理者） 

港湾管理者が入出港届を確認し、入力者に対して
回答を行った場合 

入出港届回答情報（港
湾管理者） 

港長が入港届を確認し、入力者に対して回答を行
った場合 

入港届回答情報（港長） 

港長が入出港届を確認し、入力者に対して回答を
行った場合 

入出港届回答情報（港
長） 
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 以下の帳票が宛先官庁に出力されます。 
表 2.4.2-5宛先官庁に出力される帳票 

条件 帳票名 出力先 

税関への入港届（転錨届）提出の場合 入港届（転錨届）提出情
報 

書類提出先税関（監視
担当部門） 

税関への届出で、税関が確認済とする
項目が訂正された旨が登録された場合 

船舶訂正通知情報 書類提出先税関（監視
担当部門） 

税関への入港届（転錨届）情報が訂正
または取消された場合 

入港届（転錨届）訂正・
取消情報 

書類提出先税関（監視
担当部門） 

税関への入港届提出で、以下の条件を
全て満たす場合 
（１）とん税等減額対象外である 
（２）入港目的コードが課税である 
（３）入港港が転錨届でない 
（４）とん税等未納である 
（５）船舶情報に有効なとん税等一時
納付（とん税等減額を除く。）情報が
登録されていない 
（６）船舶情報に有効期間内のとん税
等一時納付（とん税等減額）情報が登
録されている 
（７）次港以降が転錨となる港が登録
されていない、または次港以降が転錨
となる港が登録されている場合は、転
錨となるすべての港がとん税等減額対
象該非判定処理においてとん税等減額
対象外である 

とん税等減額対象非該当
通知情報 

書類提出先税関（監視
担当部門） 
 

税関への入港届提出で、以下の条件を
全て満たす場合 
（１）税関への入港届（転錨届）情報
を訂正した 
（２）とん税等納付保留の旨が登録さ 
れた 

とん税等納付保留通知情
報 

書類提出先税関（監視
担当部門）  
 

入管への入港届提出の場合 入港届提出情報 入管 
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条件 帳票名 出力先 

入管への入港届情報が訂正または取消
された場合 

入港届訂正・取消情報 入管 

検疫所への入港届（明告書含む）提出
の場合 

入港届（明告書含む）提
出情報 

検疫所 

検疫所への入港届（明告書含む）情報
が訂正または取消された場合 

入港届（明告書含む）訂
正・取消情報 

検疫所 

港湾管理者への入港届提出の場合 入港届提出情報 港湾管理者 
港湾管理者への入港届情報が訂正また
は取消された場合 

入港届訂正・取消情報 港湾管理者 

港湾管理者への入出港届提出の場合 入出港届提出情報 港湾管理者 
港湾管理者への入出港届情報が訂正ま
たは取消された場合 

入出港届訂正・取消情報 港湾管理者 

港長への入港届提出の場合 入港届提出情報 港長 
港長への入港届情報が訂正または取消
された場合 

入港届訂正・取消情報 港長 

港長への入出港届提出の場合 入出港届提出情報 港長 
港長への入出港届情報が訂正または取
消された場合 

入出港届訂正・取消情報 港長 
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2.4.3 移動届等（外航）（ＷＭＲ） 
本業務では、「船舶基本情報等事前登録（ＷＢＸ）」（参照⇒2.2船舶基本情報等事前登録（外航））
業務で登録した情報に基づき、シフト情報の登録または移動届（以下、「移動届等（外航）」と呼び
ます）を提出することができます。本業務では、移動届等（外航）を登録・訂正・取消することがで
きます。ただし、シフト情報の取消はできません。 
申請の操作方法については、1.3.2（4）申請業務を参照してください。 

表 2.4.3-1申請が可能な書類の種類 

書類 宛先官庁 

シフト情報の登録 税関 
移動届の提出 港長 

 
＜共通事項＞ 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 船会社が登録する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登録されてい

る船舶運航者と、同一の船会社である必要があります。 
 船舶代理店が登録する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登録され

ている船舶運航者の船会社と事前に受委託関係を登録しておく必要があります。ただし、港
単位でのみ受委託関係が登録されている場合は不要です。 

 
船舶基本情報について 
 船舶は「外航船」で登録されている必要があります。 
 船舶基本情報が削除されていると申請ができません。 
 本業務で入力した入港（予定）年月日より、船舶基本情報の船舶名称切替年月日の方が未来

日の場合は、切り替えする前（訂正前）の船舶名称で申請がされます。 
 

シフト情報について 
 シフト情報の登録または訂正の場合は、以下のことを確認する必要があります。 

 本業務で入力した「入港届提出番号」が移動届情報に登録されている必要があります。 
 本業務で入力した「入港届提出番号」の入港届情報が税関に登録されている必要があり

ます。 
 本業務で入力した「入港届提出番号」が最新の入港届提出番号である必要があります。 
 本業務で入力した「入港届提出番号」の入港届情報が取消されていると申請ができませ

ん。 
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訂正について 
 訂正できる移動届の条件は以下のとおりです。 

 入力者は移動届を提出した利用者と同一である必要があります。 
 船舶コード、航海番号（１）、港コード及び本邦寄港順序が変更されていない必要があ

ります。 
 最新の届出／申請番号（移動届提出番号）である必要があります。 

 申請済の移動届等に対して訂正が行われた場合、届出／申請番号（移動届提出番号）には枝
番が付加されます。 

 移動届等に対する訂正は、最大９９回となっています。 
 訂正できるシフト情報の条件は以下のとおりです。 

 税関に対する入港届を提出している必要があります。 
 入港届が取消されていない必要があります。 

 
取消について 
 取消できる移動届等の条件は以下のとおりです。 

 入力者は移動届を提出した利用者と同一である必要があります。 
 取消を行う場合、関係官庁に対してあらかじめ連絡することが必要です。 

 
＜個別事項＞ 
税関への提出について 
 入港届（転錨届）をシステムにより提出している場合にのみ行えます。 
 船舶が同一開港（地区）内を移動する場合（転錨届の対象となる場合）は、提出を要しませ

ん。 
 

港長への提出について 
 申請先港長の指示に従い、提出を行ってください。 

 
その他、手続きに際しご不明な点につきましては、申請先官署へお問い合わせください。 

 
＜パッケージソフトでの業務について＞ 

 「移動届等（ＶＭＲ）」業務で提出した届出を、本業務で訂正・取消することができます。 
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＜申請等呼出について＞ 
 申請済の情報を呼び出し修正することで、新規の移動届等を申請することができます。 

以下の情報を呼び出すことができます。 
・入港前統一申請（外航（運航情報使用）） 
・入港前統一申請（外航） 
・移動届等（外航） 

 
＜移動届等（外航）の提出について＞ 

 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：申請情報）業務で確認できます。 
表 2.4.3-2書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：申請情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港長への移動届の場合 移動届情報 
 

 以下の情報を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：帳票情報）で確認できます。 
＊帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から１４日間（土日祝含む）です。 
表 2.4.3-3書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：帳票情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港長が移動届を確認し、入力者に対して回答を行
った場合 

移動届回答情報 

 
 以下の帳票が宛先官庁に出力されます。 

表 2.4.3-4宛先官庁に出力される帳票 

条件 帳票名 出力先 

港長への移動届提出の場合 移動届提出情報 港長 
港長への移動届情報が訂正または取消
された場合 

移動届訂正・取消情報 港長 
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2.4.4 出港届等（外航）（ＷＯＴ） 
本業務では、「船舶基本情報等事前登録（ＷＢＸ）」（参照⇒2.2船舶基本情報等事前登録（外航））
業務で登録した情報に基づき、出港情報の登録（以下、「出港届等（外航）」と呼びます）を複数同
時に、または個別に選択して行うことができます。本業務では、出港届等（外航）を登録・訂正・取
消することができます。 
申請の操作方法については、1.3.2（4）申請業務を参照してください。 

表 2.4.4-1申請が可能な書類の種類 

書類 宛先官庁 

出港届（または転錨届）及び乗組員氏名表、
旅客氏名表の提出 

税関 

出港届及び乗組員氏名表、旅客氏名表の提
出 

入管 

出港届の提出 港湾管理者 
出港届の提出 検疫所 
出港届の提出 港長 

事前通報の提出 港内交通管制室／
海上交通センター 

航路通報の提出 海上交通センター 

 

＜共通事項＞ 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 船会社が登録する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登録されてい

る船舶運航者と、同一の船会社である必要があります。 
 

船舶基本情報について 
 船舶は「外航船」で登録されている必要があります。 
 船舶基本情報が削除されていると申請ができません。 
 本業務で入力された出港（予定）年月日より船舶基本情報の船舶名称切替年月日の方が未来

日の場合は、切り替えする前（訂正前）の船舶名称で申請がされます。 
 本業務の登録または訂正、かつ税関への届出の場合は、本業務で入力した「船舶コード」に

対する資格外変港情報を削除します。 
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出港停泊場所コードについて 
 入力された「出港停泊場所コード」が内航バースの場合、送信結果画面に確認のための注意

喚起メッセージが表示されます。 
 

不開港出入許可申請情報について 
 本業務の登録または訂正、かつ「不開港出入許可申請番号」を入力する場合、以下のことを

確認する必要があります。 
 本業務で入力した「船舶コード」が、「不開港出入許可申請番号」に対する不開港出入

許可申請情報に登録されている船舶コードと同一である必要があります。 
 撤回されていない必要があります。 
 手作業移行されていない必要があります。 
 不開港出入許可申請情報に登録されている不開港コードが提出港に係る出港届で登録

された次港以降の不開港※１のいずれかと同一である必要があります。 
※１ 次港以降の不開港とは以下のいずれかで寄港地に登録されている不開港を示します。 

表 2.4.4-2次港以降の不開港の定義及び例 

項番 次港以降の不開港の定義 例 

１ 提出港の次港から次の開港ま
でに寄港する不開港 

寄港地が、 
開港（提出港）→不開港Ａ→不開港Ｂ→開港 
の場合、不開港Ａ、不開港Ｂが次港以降の不開港
となる。 

２ 寄港地に次の開港が登録され
ていない場合、提出港の次港
以降に寄港する不開港 

寄港地が、 
開港（提出港）→不開港Ａ→不開港Ｂ→不開港Ｃ 
の場合、不開港Ａ、不開港Ｂ、不開港Ｃが次港以
降の不開港となる。 

 税関による出港許可が行われた後の訂正の場合は、不開港出入許可申請中ではない必要
があります。 

 
訂正について 

 訂正できる出港届等の条件は以下のとおりです。 
 入力者は出港届等を提出した利用者と同一である必要があります。 
 船舶コード及び出港港コードが変更されていない必要があります。 

 申請済の出港届等に対して訂正が行われた場合、届出／申請番号（出港届提出番号）には枝
番が付加されます。 

 出港届等に対する訂正は、最大９９回となっています。 
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取消について 
 取消できる出港届等の条件は以下のとおりです。 

 出港届に対する税関出港許可（転錨届受理）が行われていない必要があります。 
 取消を行う場合、関係官庁に対してあらかじめ連絡することが必要です。 

 
＜個別事項＞ 
税関への提出について 
 本業務の登録または訂正、かつ「入港届提出番号」を入力した場合、以下のことを確認する

必要があります。 
 最新の入港届提出番号である必要があります。 
 税関に入港届が提出されている必要があります。 
 転錨届ではない必要があります。 
 当該港において、とん税等非課税の旨が登録されている場合は、税関による非課税の確

認登録が行われている必要があります。 
 当該届出とは別の出港届（転錨届）を提出した旨が未登録である必要があります。 
 入力された不開港出入許可申請番号が、入港届情報の不開港出入許可申請番号に登録さ

れている必要があります。 
 入力した「入港届提出番号」に対する入港届情報に対し、出港届（転錨届）を提出した旨

が設定されます※２。 
 入力した「出港停泊場所コード」を管轄する税関官署を届出先税関官署とします。 
 「書類提出先官署コード」を入力しなくても、入力された「出港停泊場所コード」に基づき、

提出先の税関官署が決定されます。ただし、「書類提出先官署コード」を入力した場合は、
入力した税関官署に提出されます。 

 転錨届以外かつ「入港届提出番号」が入力されなかった場合は、税関への届出の場合は出港
許可保留となります※２。 

 「入港届提出番号」を入力した場合は、入力内容、船舶運航情報及び入港届情報に登録され
ている本船の情報に基づき、出港許可または転錨届受理となるか否かが判定されます※２。 

表 2.4.4-3税関による出港許可または転錨届受理の判定 

次の寄港地 識別 判定条件 判定結果 

他の開港の場合 
 

出港届 
 

とん税等未納状態※３※４※５である 出港許可保留※７ 
出港差止状態である 出港許可保留※９ 
上記以外 出港許可 

同一開港内の場合 
 

転錨届 
 

出港差止状態である 転錨届保留 

上記以外 転錨届受理 

不開港※７の場合 出港届 とん税等未納状態※３※４※５である 出港許可保留※７ 
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次の寄港地 識別 判定条件 判定結果 

出港差止状態である 出港許可保留※９ 
不開港出入許可済でない 出港許可保留※８ 
上記以外 出港許可 

※２ 税関による出港許可が行われた後に訂正された場合は行われません。 
※３ 当該開港で資格外変された場合は、とん税等未納状態の判定処理は行われません。 
※４ とん税等未納状態はとん税等非課税の場合を除きます。 
※５ 入港届情報がとん税等納付済かつとん税等納付保留の場合は含みます。 
※６ 次港以降の不開港を含みます。 
※７ とん税等に未納につき出港許可保留となった場合は、とん税等の納付が確認された後に出
港許可となります。 
※８ 次港以降が不開港につき出港許可保留となった場合は、寄港する全ての不開港に対する不
開港出入許可申請が許可された後に出港許可となります。 
※９ その他の出港許可保留は、税関による出港許可保留の解除が必要となります。 
 本業務で入力された「びょう泊（予定）年月日時刻（出港時）」と「離岸（予定）年月日時

刻（出港時）」の早い方が出港（予定）年月日時刻として登録されます。 
 

入管への提出について 
 以下の情報が送信されます。 

 出港届 
 乗組員名簿 
 旅客名簿 

 申請の訂正を行った後、「書類状態確認（ＷＶＳ）」（参照⇒2.9.1 書類状態確認）にて
処理状態が「受付不能」となっている場合、ＮＡＣＣＳ上は送信済となっておりますが、
乗員上陸許可支援システム上は訂正前の申請について審査中のため、申請が受付されてい
ません。 
「書類状態確認（ＷＶＳ）」にて入管向けの訂正前申請の処理状態が「審査終了済」とな
っている場合、申請先官署へ該当申請の取下処理を依頼した後、訂正内容を反映した申請
を新規に送信してください。 
また、「書類状態確認（ＷＶＳ）」にて入管向けの訂正前申請の処理状態が「訂正依頼済」
または「受付済」となっていた場合は、再度訂正の申請を実施してください。 

 申請の取消を行った後、「書類状態確認（ＷＶＳ）」（参照⇒2.9.1 書類状態確認）にて
処理状態が「受付不能」となっている場合、ＮＡＣＣＳ上は取消となっておりますが、乗
員上陸許可支援システム上は取消が受付されていません。 
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申請先官署へ該当申請の処理状態をお問い合わせください。乗員上陸許可支援システム上
で処理状態が「審査終了」または「受付」となっている場合は、申請先官署に取下処理を
依頼してください。 
 

港湾管理者への提出について 
 出港届が送信されます。 

 
港長への提出について 

 出港届が送信されます。 
 
港内交通管制室への提出について 

 事前通報が送信されます。 
 事前通報については、入航予定日または運航開始予定日の前日正午までに手続きを行ってく

ださい。 
 
海上交通センターへの提出について 

 以下の情報が送信されます。 
 事前通報 
 航路通報 

 事前通報については、入航予定日または運航開始予定日の前日正午までに手続きを行ってく
ださい。 

 航路通報については、航路外から航路へ入ろうとする日の前日正午までに手続きを行ってく
ださい。 
 

その他、手続きに際しご不明な点につきましては、申請先官署へお問い合わせください。  
 

＜申請等呼出について＞ 
 申請済の情報を呼び出し修正することで、新規の出港届等を申請することができます。 

以下の情報を呼び出すことができます。 
・入港前統一申請（外航） 
・入港届等（外航） 
・出港届等（外航） 
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＜出港届等（外航）の提出について＞ 
 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」（種別：申請情報）で確認できます。 

表 2.4.4-4書類状態確認（ＷＶＳ）（種別：申請情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港湾管理者への出港届の場合 出港届情報（港湾管理
者） 

港長への出港届の場合 出港届情報（港長） 
港内交通管制室または海上交通センターへの事
前通報の場合 

事前通報情報 

 
 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：帳票情報）で確認できます。 

＊帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から１４日間（土日祝含む）可能です。 
表 2.4.4-5帳票確認（ＷＮＣ）（種別：帳票情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

税関への届出かつ、保留となった場合 出港届（転錨届）提出
情報 

税関への届出かつ、出港許可または転錨届受理と
なった場合 

出港許可（転錨・出港
届受理）通知情報※１０ 

港湾管理者が出港届を確認し、入力者に対して回
答を行った場合 

出港届回答情報（港湾
管理者） 

港長が出港届を確認し、入力者に対して回答を行
った場合 

出港届回答情報（港長） 

港内交通管制室または海上交通センターが事前
通報を確認し、入力者に対して回答を行った場合 

事前通報回答情報 

海上交通センターが航路通報を確認し、入力者に
対して回答を行った場合 

航路通報回答情報 

海上交通センターが航路通報を確認し、入力者に
対して交付を行った場合 

指示書 

海上交通センターが航路通報を確認し、入力者に
対して交付を行った場合 

勧告書 

※１０ 出港届業務で税関出力要表示に「Ｙ」を入力した場合は、入力者ではなく書類提出先
税関（監視担当部門）に出力されます（「Ｙ」を入力する場合には税関の同意を得る必要があり
ます）。 
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 以下の帳票が宛先官庁に出力されます。 
表 2.4.4-5宛先官庁に出力される帳票 

条件 帳票名 出力先 

税関への届出かつ、保留となった場合 出港届（転錨届）提出情
報（税関用） 

書類提出先税関 
（監視担当部門） 

税関への届出かつ、出港許可または転
錨届受理となった場合 

出港許可（転錨届受理）
情報 

書類提出先税関 
（監視担当部門） 

税関への出港届（転錨届）情報が訂正
または取消しされた場合 

出港届（転錨届）訂正・
取消情報 

書類提出先税関 
（監視担当部門） 

入管への出港届提出の場合 出港届提出情報 入管 
入管への出港届情報が訂正または取消
された場合 

出港届訂正・取消情報 入管 

港湾管理者への出港届提出の場合 出港届提出情報 港湾管理者 
港湾管理者への出港届情報が訂正また
は取消された場合 

出港届訂正・取消情報 港湾管理者 

港長への出港届提出の場合 出港届提出情報 港長 
港長への出港届情報が訂正または取消
された場合 

出港届訂正・取消情報 港長 

港内交通管制室／海上交通センターへ
の事前通報提出の場合 

事前通報提出情報 港内交通管制室／海上
交通センター 

港内交通管制室／海上交通センターへ
の事前通報情報が訂正または取消され
た場合 

事前通報訂正・取消情報 港内交通管制室／海上
交通センター 

海上交通センターへの航路通報提出の
場合 

航路通報提出情報 海上交通センター 

海上交通センターへの航路通報情報が
訂正または取消された場合 

航路通報訂正・取消情報 海上交通センター 
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2.5 とん税等納付申告業務等 

2.5.1 とん税等納付申告（ＷＰＣ） 
本業務では、「とん税及び特別とん税」の納付申告（以下、「とん税等」と呼びます）を、リアル
タイム口座を使用した納付方法で行うことができます。適用税率は、入港ごと納付または一時納付（一
時納付（とん税等減額）を含む。）（以下、一時納付という。）の別を選択することができます。 
申請の操作方法については、1.3.2（５）その他申請・照会業務を参照してください。 

 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 船会社が登録する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登録されてい

る船舶運航者と、同一の船会社である必要があります。 
 船舶代理店が登録する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登録され

ている船舶運航者の船会社と事前に当該開港における受委託関係を登録しておく必要があ
ります。ただし、港単位でのみ受委託関係が登録されている場合は不要です。 

 
船舶基本情報について 
 船舶は「外航船」で登録されている必要があります。 
 船舶基本情報が削除されていると手続きができません。 
 税関による確認が行われてから一定期間内である必要があります。 
 本業務で入力した「純トン数」が、入力した「船舶コード」の船舶基本情報にある「純トン

数」と同一である必要があります。 
 １つの「船舶コード」で登録可能な一時納付情報は、２０開港（とん税法第２条第１項に規

定する開港をいいます）までとなっており、一時納付有効期限内の一時納付情報が２０開港
分登録されていると手続きができません。 

 一時納付の場合は、船舶基本情報に一時納付した旨が登録されます。 
 
入港届情報について 
 入港届が取消されていると手続きができません。 
 税関向けに当該開港の入港届が提出されている必要があります。 
 提出されている入港届が転錨届の場合は手続きができません。 
 入港届の項目のうち、「入港年月日」「入港目的コード」「純トン数」のいずれかが訂正さ

れている場合は、税関による確認が行われている必要があります。 
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 本業務で入力された「純トン数」が、入港届情報の「純トン数」と同一である必要がありま
す。 

 当該開港への入港日から起算して５日以内である必要があります。ただし、入港日から５日
目にあたる日が行政機関の休日に関する法律第１条に規定する日に該当する場合は、翌税関
開庁日までとなります。 

 入港ごと納付が行われていない必要があります。 
 一時納付が申告中の場合は手続きができません。 
 入港ごと納付または一時納付（とん税等減額は除く。）の場合は、以下となります。 

 国際基幹航路（特定港寄港）の適用を受ける旨が登録されていない必要があります。 
 当該開港において一時納付（とん税等減額は除く。）が有効となっていない必要があり

ます。 
 一時納付（とん税等減額）の場合は、以下となります。 

 とん税等減額対象である必要があります。 
 当該開港において一時納付が有効となっていない必要があります。 

 とん税等の非課税の旨が登録されていない必要があります。 
 本業務を行うと、とん税等納付申告が行われた旨と納付済の旨が入港届情報に登録されます。 

 
出港届情報について 
 本業務で入力した「入港届提出番号」の入港届情報に対して出港届提出番号が登録されてい

る場合、以下となります。 
 当該港において出港許可が出されていると手続きができません。 
 本業務により出港許可となった場合は、その旨が出港届情報に登録されます。 

 
口座情報について 
 本業務で入力した「口座番号」が口座情報に登録されている必要があります。 
 船会社が登録する場合は、入力者と口座情報に登録されている名義人が同一であるか、また

は名義人に代わる利用可能者として登録されている必要があります。 
 船舶代理店が登録する、かつ口座情報の名義人が船会社の場合は、船会社と船舶運航者が同

一である必要があります。 
 船舶代理店が登録する、かつ口座情報の名義人が船会社以外の場合は、入力者と口座情報に

登録されている名義人が同一であるか、または名義人に代わる利用可能者として登録されて
いる必要があります。 

 
申告官署決定処理について 
 本業務で入力した港を管轄する税関官署が申告官署となります。 
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とん税等税額の算出について 
 とん税等税額は以下の計算式により算出され、算出税額が０円以外の場合のみ手続きが行わ

れます。 
 入港ごと納付の場合 
とん税等税額※１ ＝ 純トン数※２×（入港ごと納付とん税税率 ＋ 入港ごと納付特別と
ん税税率） 
 一時納付（とん税等減額除く。）の場合 
とん税等税額※１ ＝ 純トン数※２×（一時納付とん税税率 ＋ 一時納付特別とん税税率） 
 一時納付（とん税等減額）の場合 
とん税等税額※１ ＝ 純トン数※２×（一時納付（とん税等減額）とん税税率 ＋ 一時納
付（とん税等減額）特別とん税税率） 
※１ とん税等税額は１００円未満切捨て 
※２ 純トン数はトン未満切上げ 

 
とん税等納付可能期間について 
 税関業務により非課税扱いの認定が訂正され、課税扱いとなった場合は、入港日から起算し

て５日（当日が行政機関の休日に関する法律第１条に規定する日に該当する場合は、翌税関
開庁日）以内であれば、本業務によりとん税等の納付を行うことができます。 

 
出港許可保留解除について 
 本業務が行われる前に出港届が提出され、とん税等未納のみの理由により出港許可が保留と

なったものについて、本業務でとん税等が納付された場合は、出港許可となります。 
 

訂正・取消について 
 当該申請の訂正は本業務では行うことができず、取消については税関のみが行うことができ

ます。訂正及び取消が必要な場合は、申告を行った先の税関（監視担当部門）に申し出た上
で指示に従ってください。 

 
＜パッケージソフトでの業務について＞ 

 直納、リアルタイム口座及びＭＰＮの納付方法については、「とん税等納付申告（ＴＰＣ）」
業務で行うことができます。 
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＜とん税等の申告について＞ 
 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：帳票情報）で確認できます。 

※下記の表の条件から、14日間（土日祝含む）可能です。 
表 2.5.1-1書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：帳票情報）確認できる帳票 

条件 帳票名 

リアルタイム口座により納付する場合以外 とん税等納付申告控情
報 

出港許可となった場合 出港許可（転錨・出港
届受理）通知情報※１ 

リアルタイム口座により納付された場合 リアルタイム口座振替
完了通知情報 

リアルタイム口座引落とし結果でエラーとなっ
た場合 

リアルタイム口座引き
落とし結果確認エラー
通知情報※２ 

REPSで支払いを行った場合 納付番号通知情報（手
数料）（REPS） 

※１ 出港許可となった場合、届出者に出港許可（転錨届受理）通知情報が届きます。た
だし、出港届業務で税関出力要表示に「Ｙ」が入力された場合は、届出者ではなく出港
届の書類提出先税関（監視担当部門）に届きます。 

※２ リアルタイム口座引き落とし結果確認エラー通知情報はエラーとなった際に届きま
す。エラーの内容を確認してください。 

 
 以下の帳票が宛先官庁に出力されます。 

表 2.5.1-2宛先官庁に出力される帳票 

条件 帳票名 出力先 

出港許可となった場合 出港許可（転錨届受理）
情報 

出港届の書類提出先税
関（監視担当部門） 

リアルタイム口座により納付する場合
以外 

とん税等納付申告控情報 出港届の書類提出先税
関（監視担当部門・収
納担当部門） 
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2.5.2 不開港出入許可申請（ＷＣＰ） 
本業務では、不開港出入許可申請及び不開港出入許可手数料免除申請を行うことができます。次港
が不開港の場合に行います。 
本業務は、登録されている出港届情報等と連携して行うことが可能です。 
手数料の支払いは印紙納付等または歳入金電子納付システム（ＲＥＰＳ）の種別を選択することが
できます。 
また、乗組員氏名表・旅客氏名表の提出については以下の方法から選択することができます。 
 出港届で提出（システムでの提出に限る） 
 当港入港前統一申請と相違無し（システムでの提出に限る） 
 不開港での事前提出情報で提出（システムでの提出に限る） 
 添付業務で提出 
 ＦＡＸで提出 
 マニュアルで提出 
申請の操作方法については、1.3.2（５）その他申請・照会業務を参照してください。 

 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 船会社が登録する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登録されてい

る船舶運航者と同一の船会社である必要があります。 
 船舶代理店が登録する場合は、当該港において本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本

情報に登録されている船舶運航者と事前に受委託関係を登録しておく必要があります。ただ
し、港単位でのみ受委託関係が登録されている場合は不要です。 

 
船舶基本情報について 
 船舶は「外航船」で登録されている必要があります。 
 船舶基本情報が削除されている場合は手続きができません。 
 本業務で入力した「純トン数」が、入力した「船舶コード」の船舶基本情報にある「純トン

数」と同一である必要があります。 
 税関による確認が行われてから一定期間内である必要があります。 
 

入港前統一申請情報について 
 本業務で「入港前統一申請番号」を入力した場合は、入力した「船舶コード」が、入力した

「入港前統一申請番号」の入港前統一申請情報に登録されている「船舶コード」と同一であ
る必要があります。 
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 本業務で「入港前統一申請番号」を入力した場合は、税関に対する乗組員・旅客情報事前報
告情報を提出している必要があります。 

 
入港届情報について 
 本業務で入力した「船舶コード」が、入力した「入港届提出番号」の入港届情報に登録され

ている「船舶コード」と同一である必要があります。 
 本業務で入力する「入港届提出番号」は最新である必要があります。 
 税関に対する入港届が提出されている必要があります。 
 税関に提出された入港届が取消されている場合は手続きができません。 
 登録されている不開港出入許可申請番号が８件未満である必要があります。 
 本業務を行うと、「不開港出入許可申請番」が登録されます。 
 入力された不開港が入港届情報の次港以降の不開港※１に登録されている場合、当該不開港

が不開港出入許可申請済ではない必要があります。 
※1 次港以降の不開港とは以下のいずれかで寄港地に登録されている不開港を示します。 

表 2.5.2-1 次港以降の不開港の定義及び例 

項番 次港以降の不開港の定義 例 

１ 提出港の次港から次の開港までに
寄港する不開港 

寄港地が、 
開港（提出港）→不開港Ａ→不開港Ｂ
→開港 
の場合、不開港Ａ、不開港Ｂが次港以
降の不開港となります。 

２ 寄港地に次の開港が登録されてい
ない場合、提出港の次港以降に寄港
する不開港 

寄港地が、 
開港（提出港）→不開港Ａ→不開港Ｂ
→不開港Ｃ 
の場合、不開港Ａ、不開港Ｂ、不開港
Ｃが次港以降の不開港となります。 

 
出港届情報について 
 本業務で入力した「船舶コード」が、入力した「出港届提出番号」の出港届情報に登録され

ている「船舶コード」と同一である必要があります。 
 本業務で入力する「出港届提出番号」は最新である必要があります。 
 税関に対する出港届が提出されている必要があります。 
 出港届に対する税関による出港許可が行われていない必要があります。 
 税関に提出された出港届が取消されている場合は手続きができません。 
 登録されている不開港出入許可申請番号 8件未満である必要があります。 
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 「出港届提出番号」を入力した場合は、本業務を行うと不開港出入許可申請番号が登録され
ます。 

 入力された不開港が出港届情報の次港以降の不開港に登録されている場合、当該不開港が不
開港出入許可申請済でない必要があります。 

 次港以降の不開港＊１に、税関による不開港出入許可が行われていない不開港が存在する必
要があります。 

 
申請先税関官署について 
 「申請先税関官署」を入力した場合は、本業務で入力した税関官署が「申請先税関官署」と

なります。 
 「申請先税関官署」を入力しなかった場合は、本業務で入力した「出港届提出番号」に該当

する出港停泊予定場所を管轄する税関官署が「申請先税関官署」となります。 
 

不開港出入許可手数料額の算出処理について 
 不開港出入許可手数料額は以下の計算式により算出されます。 

不開港出入許可手数料額 ＝ 入力された純トン数※２× ３６円 
※２ 純トン数はトン未満切上げ（不開港出入許可手数料額は１円未満切り捨て） 
 

注意喚起メッセージについて 
 「入港届提出番号」を入力した場合は、入力した「入港届提出番号」の入港届情報に登録さ

れている「純トン数」と、本業務で入力した「純トン数」が同一でない場合は注意喚起メッ
セージが表示されます。 

 「入港届提出番号」を入力した場合は、入力した「入港届提出番号」の入港届情報に登録さ
れている「次港開港」または「次港以降の不開港」と、本業務で入力した「不開港」が同一
でない場合は注意喚起メッセージが表示されます。 

 「出港届提出番号」を入力した場合は、入力した「出港届提出番号」の出港届情報に登録さ
れている「次港開港」または「次港以降の不開港」と、本業務で入力した「不開港」が同一
でない場合は注意喚起メッセージが表示されます。 

 「乗組員氏名表・旅客氏名表情報提出方法識別」でシステムで提出する旨を選択、かつ入港
前統一申請業務または出港届等業務時に乗組員氏名表・旅客氏名表をシステム処理で提出し
ていない場合は、注意喚起メッセージが表示されます。 

 
訂正・取消について 
 当該申請の訂正は本業務では行うことができず、取消しについては税関のみが行うことがで

きます。訂正及び取消しが必要な場合は、申告を行った先の税関（監視担当部門）に申し出
た上で、指示に従ってください。 
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＜不開港出入許可申請の提出について＞ 
 以下の情報を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：帳票情報）で確認できます。 

※帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から 14日間（土日祝含む）可能です。 
表 2.5.2-２書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：帳票情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

なし 不開港出入許可申請控情
報 

 
 以下の帳票が宛先官庁に出力されます。 

表 2.5.2-３宛先官庁に出力される帳票 

条件 帳票名 出力先 

なし 不開港出入許可申請情報
（税関用） 

申請先税関（監視担当
部門）※３ 

※３ 「申請先税関官署」の入力がない場合は、出港届提出時の書類提出先税関に出力されます。 
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2.5.3 船舶資格変更届 
本業務では、外国貿易船、非外国貿易船の資格を変更するための情報を登録することができます。
また、資格変更届の審査が終了（「船舶・航空機資格変更届審査終了（ＫＰＥ０１）」業務が行われ
る）するまでは、提出した情報を訂正または取消することができます。 
本業務は、税関の開庁時間にかかわらず行うことができ、また必要に応じて電子ファイルを添付す
ることができます。 
申請の操作方法については、1.3.2（５）その他申請・照会業務を参照してください。 
添付ファイルの操作方法については、1.3.2（14）E)添付ファイルを参照してください。 

 
入力者について 
 入力者は、船会社、船舶代理店です。 
 船会社が登録する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報にある船舶運航

者と同一の船会社である必要があります。 
 船舶代理店が登録する場合は、当該港において本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本

情報にある船舶運航者の船会社と事前に受委託関係を登録しておく必要があります。ただし、
港単位でのみ受委託関係が登録されている場合は不要です。 

 
添付ファイルについて 
 添付ファイルの拡張子は以下である必要があります。 

 txt，doc，docx，ppt，pptx，xml，htm，html，rtf，jtd，xls，xlsx，csv，jpeg，
jpe，jpg，tif，tiff，bmp，gif，pdf，png 

 １ファイルあたりのサイズは、０バイトより大きく３０メガバイト以内である必要がありま
す。 

 添付ファイルの合計サイズは、３０メガバイト以内である必要があります。 
 訂正かつ電子ファイルを添付せずに「添付要否」で「訂正前に添付された電子ファイルを利

用」を選択した場合は、訂正前に登録した添付ファイルと紐付けて登録されます。 
 訂正かつ電子ファイルを添付せずに「添付要否」で「訂正前に添付された電子ファイルを削

除」を選択した場合は、訂正前に登録した添付ファイルとの紐付きが解除され登録されます。 
 

船舶基本情報について 
 船舶基本情報が削除されていると手続きができません。 
 以下の入力項目が、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報と同一である必要があ

ります。 
 「船舶コード」 
 「船舶名称」 



 
 

  
輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社 2-5-3-2 

 
 

 「国籍」 
 「種類」 
 「所有者」 
 「用船者名」 
 「総トン数（自重）」 
 「総トン数」 

 
資格届履歴情報について 
 登録の場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶資格変更届が「審査中」ではない必

要があります。 
 訂正または取消の場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶資格変更届が「審査中」

である必要があります。 
 届出状況が資格届履歴情報に登録されます。 
 

届出先官署について 
 入力した「届出先税関官署」を届出先官署とします。 

 
訂正について 
 訂正の場合、「届出受理番号」には枝番が付加されます。 
 届出に対して当該業務で訂正を行える回数は最大９回となっています。 
 当初届出者と同一である必要があります。 

 
取消について 
 取消の場合は電子ファイルの添付はできません。 
 当初届出者と同一である必要があります。 

 
＜パッケージソフトでの業務について＞ 

 「船舶・航空機資格変更届（ＫＰＣ０１）」業務で提出した届出を、本業務で訂正・取消す
ることができます。 
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＜船舶資格変更届の提出について＞ 
 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：帳票情報）で確認できます。 

※帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から１４日間（土日祝含む）可能です。 
表 2.5.3-1書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：帳票情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

「届出種別」に「登録」が入力されている場合 船舶資格変更届控情報 
「届出種別」に「訂正」または「取消」が入力さ
れている場合 

船舶資格変更届訂正・
取消控情報 

 
 以下の帳票が宛先官庁に出力されます。 

表 2.5.3-2宛先官庁に出力される帳票 

条件 帳票名 出力先 

「届出種別」に「登録」が入力されて
いる場合 

船舶資格変更届情報 書類提出先税関 
（監視担当部門） 

「届出種別」に「訂正」または「取消」
が入力されている場合 

船舶資格変更届訂正・取
消情報 

書類提出先税関 
（監視担当部門） 
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2.5.4 船舶資格変更届呼出し（ＷＫＳ） 
本業務では、「船舶基本情報等事前登録（ＷＢＸ）」業務により登録した船舶基本情報、または「船
舶資格変更届（ＷＫＣ）」業務により登録した船舶資格変更届情報を呼び出すことができます。本業
務は、船舶基本情報及び当該資格変更届情報が削除されるまでの間、行うことができます。 
申請の操作方法については、1.3.2（5）その他申請・照会業務を参照してください。 
 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 船会社が入力する、かつ船舶基本情報を呼び出す場合は、本業務で入力した「船舶コード」

の船舶基本情報にある船舶運航者と、同一の船会社である必要があります。 
 船舶代理店が入力する、かつ船舶基本情報を呼び出す場合は、本業務で入力した「船舶コー

ド」の船舶基本情報にある船舶運航者の船会社と受委託関係を登録しておく必要があります。 
 審査中の場合は、当初の届出者と同一である必要があります。 
 

船舶基本情報について 
 船舶基本情報を呼び出す場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報が登録さ

れている必要があります。 
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船舶資格変更届情報の呼び出しについて 
 ある船舶に対して最後に税関がマニュアル交付した場合は、「届出受理番号」または「船舶

コード」のいずれの入力のみで呼び出すことができます。 
 入力された「船舶コード」及び「届出受理番号」から呼び出される情報は以下のとおりです。 

○：呼び出される情報 
△：呼び出し時存在確認のみ行う情報 
―：呼び出し時存在確認を行う情報 
呼び出し時に、「○」及び「△」に該当する情報が存在しない場合は呼出しできません。 

表 2.5.4-1呼び出しできる情報 

入力項目 情報 
状況 

初回届出時 審査中 
交付または 

取消後※１ 

船舶コード 船舶基本情報 ○ △ ○ 
船舶資格変更届情報 ―   ○※２ ○ 
船舶資格変更届履歴情報 ― △ △ 

届出受理番号 船舶基本情報 ― △ ○ 
船舶資格変更届情報 ―    ○※２ ○ 
船舶資格変更届履歴情報 ― △ △ 

※１ 船舶コードを入力して呼び出す場合は、入力した「船舶コード」に対して最後に交付され
た船舶資格変更届情報を呼び出します。 

※２ 審査中の場合は届出者のみ呼び出し可能とします。 
 

＜パッケージソフトでの業務について＞ 
 「船舶基本情報登録（ＶＢＸ）」業務により登録した船舶基本情報、または「船舶・航空機

資格変更届（ＫＰＣ０１）」業務により登録した船舶資格変更届情報を、本業務で呼び出す
ことができます。 

 
 



 
 

  
輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社 2-6-1-1 

 
 

2.6 内航業務 

2.6.1 船舶基本情報登録（内航）（ＷＢＸ） 
本業務では、本船単位の船舶基本情報（以下、「船舶基本情報」と呼びます）を入港前に登録する
ことができます。本業務では、船舶基本情報を登録・訂正・削除することができます。船舶基本情報
の削除は、登録済の船舶が廃船等となった場合に行います。本業務を行うと、内航の申請業務の「船
舶呼出」機能を使用できます。 
申請の操作方法については、1.3.2（3）登録業務を参照してください 
 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 

 
船舶基本情報について 
 本業務で登録した船舶基本情報は、「内航船」として登録されます。 
 登録した船舶基本情報は、本業務の入力日または本業務で登録した船舶を使用した申請から

一定期間経過後に削除されます。 
 「船舶コード」を変更する場合は、本業務により新規に船舶基本情報を登録する必要があり

ます。 
 

船舶基本情報について 
 本業務で登録した船舶基本情報は、「内航船」として登録されます。 
 

＜申請等呼出について＞ 
 申請済の情報を呼び出し修正することで、新規の船舶基本情報を申請することができます。 

以下の情報を呼び出すことができます。 
・船舶基本情報登録（内航） 
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2.6.2 入港前統一申請（内航）（ＷＰＴ） 
本業務では、入港前に各種手続き（以下、「入港前統一申請（内航）」と呼びます）を複数の宛先
または個別の宛先へ送信を行うことができます。本業務では、入港前統一申請（内航）を登録・訂正・
取消することができます。 
申請の操作方法については、1.3.2（4）申請業務を参照してください。 
 

表 2.6.2-1申請が可能な書類の種類 

書類 提出先 

係留施設等使用許可申請 港湾管理者 
危険物荷役許可申請 港長 
危険物運搬許可申請 
停泊場所指定願 
係留施設使用届 
移動許可申請 
事前通報 港内交通管制室／

海上交通センター 
航路通報 海上交通センター 

 
＜共通事項＞ 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 

 
船舶基本情報について 
 船舶基本情報（内航船）は、申請先への申請を行うことで船舶基本情報の有効期間が一定期

間延長されます。 
 

着岸（予定）場所コードについて 
 入力された「着岸（予定）場所コード」が外航バースの場合、確認のための注意喚起メッセ

ージが表示されます。 
 エラーチェックを実施した場合は書類の入力画面に表示されます。 
 送信を実施した場合は送信結果画面に表示されます。 

 
訂正について 

 訂正できる入港前統一申請の条件は以下のとおりです。 
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 入力者は入港前統一申請を提出した利用者と同一である必要があります。 
 船舶コード及び入港港コードが変更されていない必要があります。 

 申請済の入入港前統一申請に対して訂正が行われた場合、届出／申請番号（入港前統一申請
番号）には枝番が付加されます。 

 入港前統一申請に対する訂正は、最大９９回となっています。 
 

取消について 
 取消できる入港前統一申請等の条件は以下のとおりです。 

 入力者は入港前統一申請を提出した利用者と同一である必要があります。 
 取消を行う場合、関係官庁に対してあらかじめ連絡することが必要です。 

 
＜個別事項＞ 
港湾管理者への提出について 

 公共岸壁の使用届については、係留施設使用許可申請にて公共岸壁を管理する港湾管理者宛
手続きを行ってください。 

 
港長への提出について 

 以下の情報が送信されます。 
 危険物荷役許可申請 
 危険物運搬許可申請 
 停泊場所指定願 
 移動許可申請 
 係留施設使用届 

 専用岸壁の使用届については、係留施設使用届にて係留施設管理者より港長宛手続きを行っ
てください。 

 
港内交通管制室への提出について 

 港内交通管制室へ送信される事前通報については、入航予定日または運航開始予定日の前日
正午までに手続きを行ってください。 

 
海上交通センターへの提出について 

 以下の情報が送信されます。 
 事前通報 
 航路通報 

 事前通報については、入航予定日または運航開始予定日の前日正午までに手続きを行ってく
ださい。 
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 航路通報については、航路外から航路に入ろうとする日の前日正午までに手続きを行ってく
ださい。 

 
その他、手続きに際しご不明な点につきましては、申請先官署へお問い合わせください。 

 
＜申請等呼出について＞ 

 申請済の情報を呼び出し修正することで、新規の入港前統一申請を申請することができます。 
以下の情報を呼び出すことができます。 
・船舶基本情報（内航） 
・入港前統一申請（内航） 

 
＜入港前統一申請（内航）の提出について＞ 

 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：申請情報）で確認できます。 
表 2.6.1-2書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：申請情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港湾管理者への係留施設使用許可申請の場合 係留施設使用許可申請
情報 

港長への危険物荷役許可申請の場合 危険物荷役許可申請情
報 

港長への危険物運搬許可申請の場合 危険物運搬許可申請情
報 

港長への停泊場所指定願の場合 停泊場所指定願情報 
港長への移動許可申請の場合 移動許可申請情報 
港長への係留施設使用届の場合 係留施設使用届情報 
港内交通管制室または海上交通センターへの事
前通報の場合 

事前通報情報 

 
 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：帳票情報）業務で確認できます。 

＊帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から 14日間（土日祝含む）です。 
表 2.6.2-3「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：帳票情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港湾管理者が係留施設使用許可申請を確認し、入
力者に対して回答を行った場合 

係留施設使用許可申請
回答情報 

港長が危険物荷役許可申請を確認し、入力者に対
して回答を行った場合 

危険物荷役許可申請回
答情報 
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条件 帳票名 

港長が危険物運搬許可申請を確認し、入力者に対
して回答を行った場合 

危険物運搬許可申請回
答情報 

港長が停泊場所指定願を確認し、入力者に対して
回答を行った場合 

停泊場所指定願回答情
報 

港長が係留施設使用届を確認し、入力者に対して
回答を行った場合 

係留施設使用届回答情
報 

港長が移動許可申請を確認し、入力者に対して回
答を行った場合 

移動許可申請回答情報 

港内交通管制室が事前通報を確認し、入力者に対
して回答を行った場合 

事前通報回答情報 

海上交通センターが航路通報を確認し、入力者に
対して回答を行った場合 

航路通報回答情報 

海上交通センターが航路通報を確認し、入力者に
対して何らかの指示を行った場合 

指示書 

海上交通センターが航路通報を確認し、入力者に
対して何らかの勧告を行った場合 

勧告書 

 
 以下の帳票が宛先官庁に出力されます。 

表 2.6.2-4宛先官庁に出力される帳票 

条件 帳票名 出力先 

港湾管理者への係留施設使用許可申請
提出の場合 

係留施設使用許可申請提
出情報 

港湾管理者 

港湾管理者への係留施設使用許可申請
情報が訂正または取消された場合 

係留施設使用許可申請訂
正・取消情報 

港湾管理者 

港長への危険物荷役許可申請提出の場
合 

危険物荷役許可申請提出
情報 

港長 

港長への危険物荷役許可申申請情報が
訂正または取消された場合 

危険物荷役許可申請訂
正・取消情報 

港長 

港長への危険物荷役許可申請の場合 危険物荷役許可申請提出
情報 

港長 

港長への危険物荷役許可申請情報が訂
正または取消された場合 

危険物荷役許可申請訂
正・取消情報 

港長 

港長への停泊場所指定願提出の場合 停泊場所指定願提出情報 港長 
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条件 帳票名 出力先 

港長への停泊場所指定願情報が訂正ま
たは取消された場合 

停泊場所指定願訂正・取
消情報 

港長 

港長への係留施設使用届提出の場合 係留施設使用届提出情報 港長 
港長への係留施設使用届情報が訂正ま
たは取消された場合 

係留施設使用届訂正・取
消情報 

港長 

港長への移動許可申請提出の場合 移動許可申請提出情報 港長 
港長への移動許可申請情報が訂正また
は取消された場合 

移動許可申請訂正・取消
情報 

港長 

港内交通管制室／海上交通センターへ
の事前通報提出の場合 

事前通報提出情報 港内交通管制室／海上
交通センター 

港内交通管制室／海上交通センターへ
の事前通報情報が訂正または取消され
た場合 

事前通報訂正・取消情報 港内交通管制室／海上
交通センター 

海上交通センターへの航路通報提出の
場合 

航路通報提出情報 海上交通センター 

海上交通センターへの航路通報情報が
訂正または取消された場合 

航路通報訂正・取消情報 海上交通センター 
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2.6.3 入港届等（内航）（ＷＩＴ） 
本業務では、入港後、入港確定情報の登録（以下、「入港届等（内航）」と呼びます）を複数の宛
先または個別の宛先へ送信を行うことができます。本業務では、入港届等（内航）を登録・訂正・取
消することができます。 
申請の操作方法については、1.3.2（4）申請業務を参照してください。 

表 2.6.3-1申請が可能な書類の種類 

書類 宛先官庁 

入港届の提出 港湾管理者 
入出港届の提出 
入港届の提出 港長 
入出港届の提出 

 
＜共通事項＞ 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 

 
船舶基本情報について 
 船舶基本情報（内航船）は、申請先への申請を行うことで船舶基本情報の有効期間が一定期

間延長されます。 
 
着岸（予定）場所コードについて 
 入力された「着岸（予定）場所コード」が外航バースの場合、確認のための注意喚起メッセ

ージが表示されます。 
 エラーチェックを実施した場合は書類の入力画面に表示されます。 
 送信を実施した場合は送信結果画面に表示されます。 
 

訂正について 
 訂正できる入港届等の条件は以下のとおりです。 

 入力者は入港届等を提出した利用者と同一である必要があります。 
 船舶コード及び港コードが変更されていないこと。 

 申請済の入港届等に対して訂正が行われた場合、届出／申請番号（入港届提出番号）には枝
番が付加されます。 

 入港届等に対する訂正は、最大９９回となっています。 
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取消について 
 取消できる入港届等の条件は以下のとおりです。 

 入力者は入港届等を提出した利用者と同一である必要があります。 
 取消を行う場合、関係官庁に対してあらかじめ連絡することが必要です。 

 
＜個別事項＞ 
港湾管理者への提出について 
 港湾管理者へは、以下の情報が送信されます。 

 入港届 
 入出港届 

 各港湾管理者が定める条例・規則がありますので、入港時にはこれに従う必要があります。 
 入港時に出港日時が定まっている場合には、入出港届による提出が可能です。 

 
港長への提出について 
 以下の情報が送信されます。 

 入港届 
 入出港届 

 入港時に出港日時が定まっている場合には、入出港届による提出が可能です。 
 

その他、手続きに際しご不明な点につきましては、申請先官署へお問い合わせください。 
 

＜申請等呼出について＞ 
 申請済の情報を呼び出し修正することで、新規の出港届等を申請することができます。 

以下の情報を呼び出すことができます。 
・船舶基本情報（内航） 
・入港前統一申請（内航） 
・入港届等（内航） 
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＜入港届等（内航）の提出について＞ 
 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：申請情報）で確認できます。 

表 2.6.3-2書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：申請情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港湾管理者への入港届の場合 入港届情報（港湾管理
者） 

港湾管理者への入出港届の場合 入出港届情報（港湾管
理者） 

港長への入港届の場合 入港届情報（港長） 
港長への入出港届の場合 入出港届情報（港長） 

 
 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：帳票情報）業務で確認できます。 

＊帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から 14日間（土日祝含む）です。 
表 2.6.3-3「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：帳票情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港湾管理者が入港届を確認し、入力者に対して回
答を行った場合 

入港届回答情報（港湾
管理者） 

港湾管理者が入出港届を確認し、入力者に対して
回答を行った場合 

入出港届回答情報（港
湾管理者） 

港長が入港届を確認し、入力者に対して回答を行
った場合 

入港届回答情報（港長） 

港長が入出港届を確認し、入力者に対して回答を
行った場合 

入出港届回答情報（港
長） 
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 以下の帳票が宛先官庁に出力されます。 
表 2.6.3-4宛先官庁に出力される帳票 

条件 帳票名 出力先 

港湾管理者への入港届提出の場合 入港届提出情報 港湾管理者 
港湾管理者への入港届情報が訂正また
は取消された場合 

入港届訂正・取消情報 港湾管理者 

港湾管理者への入出港届提出の場合 入出港届提出情報 港湾管理者 
港湾管理者への入出港届情報が訂正ま
たは取消された場合 

入出港届訂正・取消情報 港湾管理者 

港長への入港届提出の場合 入港届提出情報 港長 
港長への入港届情報が訂正または取消
された場合 

入港届訂正・取消情報 港長 

港長への入出港届提出の場合 入出港届提出情報 港長 
港長への入出港届情報が訂正または取
消された場合 

入出港届訂正・取消情報 港長 
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2.6.4 移動届等（内航）（ＷＭＲ） 
本業務では、移動届（以下、「移動届等（内航）」と呼びます）を申請することができます。本業
務では、移動届等（内航）を登録・訂正・取消することができます。 
申請の操作方法については、1.3.2（4）申請業務を参照してください。 

表 2.6.4-1申請が可能な書類の種類 

書類  宛先官庁 

移動届の提出  港長 
 

入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 

 
船舶基本情報について 
 船舶基本情報（内航船）は、申請先への申請を行うことで船舶基本情報の有効期間が一定期

間延長されます。 
 

訂正について 
 訂正できる移動届等の条件は以下のとおりです。 

 入力者は移動届等を提出した利用者と同一である必要があります。 
 船舶コード及び港コードが変更されていない必要があります。 

 
取消について 

 取消できる移動届等の条件は以下のとおりです。 
 入力者は移動入等を提出した利用者と同一である必要があります。 

 取消を行う場合、関係官庁に対してあらかじめ連絡することが必要です。 
 

港長への提出について 
 申請先港長の指示に従い、提出を行ってください。 

 
その他、手続きに際しご不明な点につきましては、港長へお問い合わせください。 
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＜申請等呼出について＞ 
 申請済の情報を呼び出し修正することで、新規の移動届等を申請することができます。 

以下の情報を呼び出すことができます。 
・船舶基本情報（内航） 
・入港前統一申請（内航） 
・移動届等（内航） 

 

＜移動届等（内航）の提出について＞ 
 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：申請情報）で確認できます。 

表 2.6.4-2書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：申請情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港長への移動届の場合 移動届情報 
 

 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：帳票情報）で確認できます。 
＊帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から 14日間（土日祝含む）です。 
表 2.6.4-３帳票確認（ＷＮＣ）業務（種別：帳票情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港長が移動届を確認し、入力者に対して回答を行
った場合 

移動届情報 

 
 以下の帳票が宛先官庁に出力されます。 

表 2.6.4-4宛先官庁に出力される帳票 

条件 帳票名 出力先 

港長への移動届提出の場合 移動届提出情報 港長 
港長への移動届情報が訂正または取消
された場合 

移動届訂正・取消情報 港長 
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2.6.5 出港届等（内航）（ＷＯＴ） 
本業務では、出港情報の登録（以下、「出港届等（内航）」と呼びます）を複数の宛先または個別
の宛先へ送信を行うことができます。本業務では、出港届等（内航）を登録・訂正・取消することが
できます。 
申請の操作方法については、1.3.2（4）申請業務を参照してください。 

表 2.6.5-1申請が可能な書類の種類 

書類 宛先官庁 

出港届の提出 港湾管理者 

出港届の提出 港長 

事前通報の提出 港内交通管制室／
海上交通センター 

航路通報の提出 海上交通センター 
 

＜共通事項＞ 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 

 
船舶基本情報について 
 船舶基本情報（内航船）は、申請先への申請を行うことで船舶基本情報の有効期間が一定期

間延長されます。 
 

出港停泊場所コードについて 
 入力された「出港停泊場所コード」が外航バースの場合、確認のための注意喚起メッセージ

が表示されます。 
 エラーチェックを実施した場合は書類の入力画面に表示されます。 
 送信を実施した場合は送信結果画面に表示されます。 

 
訂正について 

 訂正できる出港届等の条件は以下のとおりです。 
 入力者は出港届等を提出した利用者と同一である必要があります。 
 船舶コード出港港コードが変更されていない必要があります。 

 申請済の出港届等に対して訂正が行われた場合、届出／申請番号（出港届提出番号）には枝
番が付加されます。 

 出港届等に対する訂正は、最大９９回となっています。 
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 税関に対する入港届（転錨届）の入港年月日、入港目的コードまたは純トン数のいずれかの
訂正が行われた場合は、税関の確認を受ける必要があります。 

 
取消について 

 取消できる出港届等の条件は以下のとおりです。 
 入力者は出港届等を提出した利用者と同一である必要があります。 

 取消を行う場合、関係官庁に対してあらかじめ連絡することが必要です。 
 
＜個別事項＞ 
港湾管理者への提出について 
 出港届が送信されます。 

 
港長への提出について 
 出港届が送信されます。 

 
港内交通管制室への提出について 
 事前通報が送信されます。 
 事前通報については、入航予定日または運航開始予定日の前日正午までに申請を行ってくだ

さい。 
 
海上交通センターへの提出について 
 以下の情報が送信されます。 

 事前通報 
 航路通報 

 事前通報については、入航予定日または運航開始予定日の前日正午までに申請を行ってくだ
さい。 

 航路通報については、航路外から航路へ入ろうとする日の前日正午までに申請を行ってくだ
さい。 

 
その他、手続きに際しご不明な点につきましては、申請先官署へお問い合わせください。 
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＜申請等呼出について＞ 
 申請済の情報を呼び出し修正することで、新規の出港届等を申請することができます。 

以下の情報を呼び出すことができます。 
・船舶基本情報（内航） 
・入港前統一申請（内航） 
・入港届等（内航） 
・出港届等（内航） 

 

＜出港届等（内航）の提出について＞ 
 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：申請情報）で確認できます。 

表 2.6.5-2書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：申請情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港湾管理者への出港届の場合 出港届情報（港湾管理
者） 

港長への出港届の場合 出港届情報（港長） 

 

以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：帳票情報）業務で確認できます。 
＊帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から 14日間（土日祝含む）です。 
表 2.6.5-3書類状態確認（ＷＶＳ）（種別：帳票情報）業務で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港湾管理者が出港届を確認し、入力者に対して回
答を行った場合 

出港届回答情報（港湾
管理者） 

港長が出港届を確認し、入力者に対して回答を行
った場合 

出港届回答情報（港長） 

港内交通管制室が事前通報を確認し、入力者に対
して回答を行った場合 

事前通報回答情報 

海上交通センターが航路通報を確認し、入力者に
対して回答を行った場合 

航路通報回答情報 

海上交通センターが航路通報を確認し、入力者に
対して何らかの指示を行った場合 

指示書 

海上交通センターが航路通報を確認し、入力者に
対して何らかの勧告を行った場合 

勧告書 
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 以下の帳票が宛先官庁に出力されます。 
表 2.6.5-4宛先官庁に出力される帳票 

条件 帳票名 出力先 

港湾管理者への出港届提出の場合 出港届提出情報 港湾管理者 
港湾管理者への出港届情報が訂正また
は取消された場合 

出港届訂正・取消情報 港湾管理者 

港長への出港届提出の場合 出港届提出情報 港長 
港長への出港届情報が訂正または取消
された場合 

出港届訂正・取消情報 港長 

港内交通管制室／海上交通センターへ
の事前通報提出の場合 

事前通報提出情報 港内交通管制室／海上
交通センター 

港内交通管制室／海上交通センターへ
の事前通報情報が訂正または取消され
た場合 

事前通報訂正・取消情報 港内交通管制室／海上
交通センター 

海上交通センターへの航路通報提出の
場合 

航路通報提出情報 海上交通センター 

海上交通センターへの航路通報情報が
訂正または取消された場合 

航路通報訂正・取消情報 海上交通センター 
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2.7 港湾管理者業務 

2.7.1 入港料減免・還付申請（ＷＥＲ） 
本業務では、港湾管理者に入港料減免申請書及び入港料還付申請書（以下、「入港料減免・還付申
請」と呼びます）を提出することができます。本業務では、入港料減免・還付申請を、登録・訂正・
取消することができます。 
申請の操作方法については、1.3.2（4）申請業務を参照してください。 

表 2.7.1-1申請が可能な書類の種類 

書類 宛先官庁 

入港料減免申請書の提出 港湾管理者 
入港料還付申請書の提出 

 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 

 
船舶基本情報について 
 船舶基本情報（内航船）は、申請先への申請を行うことで船舶基本情報の有効期間が一定期

間延長されます。 
 

訂正について 
 訂正できる入港料減免・還付申請の条件は以下のとおりです。 

 入力者は入港料減免・還付申請を提出した利用者と同一である必要があります。 
 申請済の入港料減免・還付申請に対して訂正が行われた場合、届出／申請番号（入港料減免

等申請番号）には枝番が付加されます。 
 入港料減免・還付申請に対する訂正は、最大９９回となっています。 
 

取消について 
 取消できる入港料減免・還付申請の条件は以下のとおりです。 

 入力者は入港料減免・還付申請を提出した利用者と同一である必要があります。 
 取消を行う場合、港湾管理者に対してあらかじめ連絡することが必要です。 

 
その他、手続きに際しご不明な点につきましては、港湾管理者へお問い合わせください。 
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＜入港料減免・還付申請の提出について＞ 
 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」（種別：帳票情報）業務で確認できます。 

＊帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から 14日間（土日祝含む）です。 
表 2.7.1-2書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：帳票情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港湾管理者が入港料減免申請書に対して回答を
行った場合 

入港料減免申請回答情
報 

港湾管理者が入港料還付申請書に対して回答を
行った場合 

入港料還付申請回答情
報 

 
 以下の帳票が宛先官庁に出力されます。 

表 2.7.1-3宛先官庁に出力される帳票 

条件 帳票名 出力先 

港湾管理者への入港料減免申請書提出
の場合 

入港料減免申請書提出情
報 

港湾管理者 

港湾管理者への入港料減免申請書情報
が訂正または取消された場合 

入港料減免申請書訂正・
取消情報 

港湾管理者 

港湾管理者への入港料還付申請書提出
の場合 

入港料還付申請書提出情
報 

港湾管理者 

港湾管理者への入港料還付申請書情報
が訂正または取消された場合 

入港料還付申請書訂正・
取消情報 

港湾管理者 
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2.7.2 船舶運航動静通知（ＷＭＴ） 
本業務では、港湾管理者に船舶運航動静通知（入港、出港、移動）（以下、「船舶運航動静通知」
と呼びます）を提出することができます。本業務では、船舶運航動静通知を登録・訂正・取消するこ
とができます。 
申請の操作方法については、1.3.2（4）申請業務を参照してください。 

表 2.7.2-1申請が可能な書類の種類 

書類 宛先官庁 

船舶運航動静通知（入港）の提出 港湾管理者 
船舶運航動静通知（出港）の提出 
船舶運航動静通知（移動）の提出 

 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 

 
船舶基本情報について 
 船舶基本情報（内航船）は、申請先への申請を行うことで船舶基本情報の有効期間が一定期

間延長されます。 
 

訂正について 
 訂正できる船舶運航動静通知の条件は以下のとおりです。 

 入力者は船舶運航動静通知を提出した利用者と同一である必要があります。 
 申請済の船舶運航動静通知に対して訂正が行われた場合、届出／申請番号（動静通知番号）

には枝番が付加されます。 
 船舶運航動静通知に対する訂正は、最大９９回となっています。 
 

取消について 
 取消できる船舶運航動静通知の条件は以下のとおりです。 

 入力者は船舶運航動静通知を提出した利用者と同一である必要があります。 
 取消を行う場合、港湾管理者に対してあらかじめ連絡することが必要です。 

 
その他、手続きに際しご不明な点につきましては、港湾管理者へお問い合わせください。 
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＜船舶運航動静通知の提出について＞ 
 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：帳票情報）で確認できます。 

＊帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から 14日間（土日祝含む）です。 
表 2.7.2-2書類状態確認（ＷＶＳ）（種別：帳票情報）業務で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港湾管理者が船舶運航動静通知（入港）に対して
回答を行った場合 

船舶運航動静通知（入
港）回答情報 

港湾管理者が船舶運航動静通知（出港）に対して
回答を行った場合 

船舶運航動静通知（出
港）回答情報 

港湾管理者が船舶運航動静通知（移動）に対して
回答を行った場合 

船舶運航動静通知（移
動）回答情報 

 
 以下の帳票が宛先官庁に出力されます。 

表 2.7.2-3宛先官庁に出力される帳票 

条件 帳票名 出力先 

港湾管理者への船舶運航動静通知（入
港）提出の場合 

船舶運航動静通知（入港）
提出情報 

港湾管理者 

港湾管理者への船舶運航動静通知（入
港）情報が訂正または取消された場合 

船舶運航動静通知（入港）
訂正・取消情報 

港湾管理者 

港湾管理者への船舶運航動静通知（出
港）提出の場合 

船舶運航動静通知（出港）
提出情報 

港湾管理者 

港湾管理者への船舶運航動静通知（出
港）情報が訂正または取消された場合 

船舶運航動静通知（出港）
訂正・取消情報 

港湾管理者 

港湾管理者への船舶運航動静通知（移
動）提出の場合 

船舶運航動静通知（移動）
提出情報 

港湾管理者 

港湾管理者への船舶運航動静通知（移
動）情報が訂正または取消された場合 

船舶運航動静通知（移動）
訂正・取消情報 

港湾管理者 
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2.7.3 海側施設使用許可申請（ＷＳＴ） 
本業務では、港湾管理者に旅客乗降用施設（渡船橋）使用許可申請、ひき船使用許可申請兼配船希
望願、船舶給水施設使用許可申請、船舶廃油処理施設使用許可申請（以下、「海側施設使用許可申請」
と呼びます）を提出することができます。本業務では、海側施設使用許可申請を登録・訂正・取消す
ることができます。 
申請の操作方法については、1.3.2（4）申請業務を参照してください。 

表 2.7.3-1申請が可能な書類の種類 

書類 宛先官庁 

旅客乗降用施設（渡船橋）使用許可申請書の提出 港湾管理者 
船舶給水施設使用許可申請書の提出 
ひき船使用許可申請書兼配船希望願の提出 
船舶廃油処理施設使用許可申請書の提出 

 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 

船舶基本情報について 
 船舶基本情報（内航船）は、申請先への申請を行うことで船舶基本情報の有効期間が一定期

間延長されます。 
 

その他、手続きに際しご不明な点につきましては、港湾管理者へお問い合わせください。 
 

訂正について 
 訂正できる海側施設使用許可申請の条件は以下のとおりです。 

 入力者は海側施設使用許可申請を提出した利用者と同一である必要があります。 
  

 申請済の海側施設使用許可申請に対して訂正が行われた場合、届出／申請番号（海側施設使
用許可申請番号）には枝番が付加されます。 

 海側施設使用許可申請に対する訂正は、最大９９回となっています。 
 

取消について 
 取消できる海側施設使用許可申請の条件は以下のとおりです。 

 入力者は海側施設使用許可申請を提出した利用者と同一である必要があります。 
 取消を行う場合、港湾管理者に対してあらかじめ連絡することが必要です。 
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＜海側施設使用許可申請の提出について＞ 
 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：帳票情報）で確認できます。 

＊帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から 14日間（土日祝含む）です。 
表 2.7.3-2書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：帳票情報）で確認できる情報 

条件 帳票名 

港湾管理者が旅客乗降用施設（渡船橋）使用許可
申請書に対して回答を行った場合 

旅客乗降用施設（渡船
橋）使用許可申請回答
情報 

港湾管理者が船舶給水施設使用許可申請書に対
して回答を行った場合 

船舶給水施設使用許可
申請回答情報 

港湾管理者がひき船使用許可申請兼配船希望願
に対して回答を行った場合 

ひき船使用許可申請兼
配船希望願回答情報 

港湾管理者が船舶廃油処理施設使用許可申請書
に対して回答を行った場合 

船舶廃油処理施設使用
許可申請回答情報 

 
 以下の帳票が宛先官庁に出力されます。 

表 2.7.3-3宛先官庁に出力される帳票 

条件 帳票名 出力先 

港湾管理者への旅客乗降用施設（渡船
橋）使用許可申請書提出の場合 

旅客乗降用施設（渡船橋）
使用許可申請書提出情報 

港湾管理者 

港湾管理者への旅客乗降用施設（渡船
橋）使用許可申請書情報が訂正または
取消された場合 

旅客乗降用施設（渡船橋）
使用許可申請書訂正・取
消情報 

港湾管理者 

港湾管理者への船舶給水施設使用許可
申請書提出の場合 

船舶給水施設使用許可申
請書提出情報 

港湾管理者 

港湾管理者への船舶給水施設使用許可
申請書が訂正または取消された場合 

船舶給水施設使用許可申
請書訂正・取消情報 

港湾管理者 

港湾管理者へのひき船使用許可申請書
兼配船希望願提出の場合 

ひき船使用許可申請兼配
船希望願提出情報 

港湾管理者 

港湾管理者へのひき船使用許可申請書
兼配船希望願が訂正または取消された
場合 

ひき船使用許可申請兼配
船希望願訂正・取消情報 

港湾管理者 

港湾管理者への船舶廃油処理施設使用
許可申請提出の場合 

船舶廃油処理施設使用許
可申請提出情報 

港湾管理者 
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条件 帳票名 出力先 

港湾管理者への船舶廃油処理施設使用
許可申請書情報が訂正または取消され
た場合 

船舶廃油処理施設使用許
可申請訂正・取消情報 

港湾管理者 
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2.7.4 陸側施設使用許可申請（ＷＬＴ） 
本業務では、港湾管理者に荷役機械使用許可申請、建物の類（上屋）使用許可申請、港湾施設（荷
さばき地・野積場）使用許可申請、コンテナ用電源使用許可申請（以下、「陸側施設使用許可申請」
と呼びます）を提出することが可能です。本業務では、陸側施設使用許可申請を登録・訂正・取消す
ることができます。 
申請の操作方法については、1.3.2（4）申請業務を参照してください。 

表 2.7.4-1申請が可能な書類の種類 

書類 宛先官庁 

荷役機械使用許可申請書の提出 港湾管理者 
建物の類（上屋）使用許可申請書の提出 
コンテナ用電源使用許可申請書の提出 
港湾施設（荷さばき地・野積場）使用許可申請書
の提出 

 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 

 
船舶基本情報について 
 船舶基本情報（内航船）は、申請先への申請を行うことで船舶基本情報の有効期間が一定期

間延長されます。 
 

訂正について 
 訂正できる陸側施設使用許可申請の条件は以下のとおりです。 

 入力者は陸側施設使用許可申請を提出した利用者と同一である必要があります。 
 申請済の陸側施設使用許可申請に対して訂正が行われた場合、届出／申請番号（陸側施設申

請番号）には枝番が付加されます。 
 陸側施設使用許可申請に対する訂正は、最大９９回となっています。 
 

取消について 
 取消できる船陸側施設使用許可申請の条件は以下のとおりです。 

 入力者は陸側施設使用許可申請を提出した利用者と同一である必要があります。 
 取消を行う場合、港湾管理者に対してあらかじめ連絡することが必要です。 
 

その他、手続きに際しご不明な点につきましては、港湾管理者へお問い合わせください。 
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＜陸側施設使用許可申請の提出について＞ 
 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：帳票情報）で確認できます。 

＊帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から 14日間（土日祝含む）です。 
表 2.7.4-2書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：帳票情報）で確認できる情報 

条件 帳票名 

港湾管理者が荷役機械使用許可申請書に対して
回答を行った場合 

荷役機械使用許可申請
回答情報 

港湾管理者が建物の類（上屋）使用許可申請書に
対して回答を行った場合 

建物の類（上屋）使用
許可申請回答情報 

港湾管理者がコンテナ用電源使用許可申請書に
対して回答を行った場合 

コンテナ用電源使用許
可申請回答情報 

港湾管理者が港湾施設（荷さばき地・野積場）使
用許可申請書に対して回答を行った場合 

港湾施設（荷さばき
地・野積場）使用許可
申請回答情報 

 
 以下の帳票が宛先官庁に出力されます。 

表 2.7.4-3宛先官庁に出力される帳票 

条件 帳票名 出力先 

港湾管理者への荷役機械使用許可申請
書提出の場合 

荷役機械使用許可申請書
提出情報 

港湾管理者 

港湾管理者への荷役機械使用許可申請
書情報が訂正または取消された場合 

荷役機械使用許可申請書
訂正・取消情報 

港湾管理者 

港湾管理者への建物の類（上屋）使用
許可申請書提出の場合 

建物の類（上屋）使用許
可申請書提出情報 

港湾管理者 

港湾管理者への建物の類（上屋）使用
許可申請書情報が訂正または取消され
た場合 

建物の類（上屋）使用許
可申請書訂正・取消情報 

港湾管理者 

港湾管理者へのコンテナ用電源使用許
可申請書提出の場合 

コンテナ用電源使用許可
申請書提出情報 

港湾管理者 

港湾管理者へのコンテナ用電源使用許
可申請書情報が訂正または取消された
場合 

コンテナ用電源使用許可
申請書訂正・取消情報 

港湾管理者 

港湾管理者への港湾施設（荷さばき
地・野積場）使用許可申請書提出の場
合 

港湾施設（荷さばき地・
野積場）使用許可申請書
提出情報 

港湾管理者 
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条件 帳票名 出力先 

港湾管理者への港湾施設（荷さばき
地・野積場）使用許可申請書情報が訂
正または取消された場合 

港湾施設（荷さばき地・
野積場）使用許可申請書
訂正・取消情報 

港湾管理者 
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2.8 ファイル申請業務 

2.8.1 登録・ファイル添付（ＷＦＴ） 
本業務では、各港湾管理者が指定する電子ファイル様式に記載の上、当該ファイルを申請に添付し
登録する（以下、「ファイル申請」と呼びます）ことができます。また、各港湾管理者に申請したフ
ァイル申請を訂正・取消することができます。ファイル申請に添付したファイルの追加登録・差し替
え・削除については、申請書類へのファイル添付で行ってください。（参照⇒2.8.2申請書類へのフ
ァイル添付） 

 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 

添付ファイルについて 
 添付ファイルの拡張子は以下である必要があります。 

 txt，doc，docx，ppt，pptx，xml，htm，html，rtf，jtd，xls，xlsx，csv，jpeg，
jpe，jpg，tif，tiff，bmp，gif，pdf，png 

 添付ファイル数は、１０ファイル以内である必要があります。 
 １ファイルあたりのサイズは、０バイトより大きく、３０メガバイト以内である必要があり

ます。 
 添付ファイルの合計サイズは、３０メガバイト以内である必要があります。 
 添付ファイル名は、１００バイト以内である必要があります（拡張子を含みます）。 

 
訂正について 
 提出済の申請ファイルに対して訂正が行われた場合、届出／申請番号（ファイル申請番号）

には枝番が付加されます。 
 ファイル申請に対する訂正は、最大９９回となっています。 
 入力者はファイル申請を提出した利用者と同一である必要があります。 
 ファイル申請が既に取消されていない必要があります。 

 
取消について 
 入力者はファイル申請を提出した利用者と同一である必要があります。 
 ファイル申請が既に取消されていない必要があります。 

 
その他、手続きに際しご不明な点につきましては、港湾管理者へお問い合わせください。 
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＜ファイル申請の提出について＞ 

 以下の帳票を「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：申請情報・帳票情報）で確認できま
す。 
※帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から１４日間（土日祝含む）です。 

表 2.8.1-1「書類状態確認（ＷＶＳ）」業務（種別：申請情報・帳票情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

港湾管理者がファイル申請に対して回答を行っ
た場合 

ファイル申請回答情報 

 
＜パッケージソフトでの業務について＞ 

 パッケージソフトの「ファイル申請（ＫＦＴ）」業務で提出した届出を、本業務で訂正・取
消することができます。 
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ファイルを申請する 
申請に必要な事項を記載したファイルを添付し、港湾管理者に書類を申請することができます。 

 
1. 「メインメニュー」画面から【ファイル申請（ＷＦＴ）】の【登録・ファイル添付】リンクをクリ

ックして、「ファイル申請 新規登録」画面を表示します. 

 
 

  

 

クリックして「ファイル申請 新規登録」
画面を表示します。 
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2. 「ファイル申請 新規登録」画面が表示されます。必要事項を入力し、【ファイルの選択】をクリッ
クします。 

 
 

 
3. 任意の場所に保存してあるファイルを選択し【開く】ボタンをクリックします。 

 
  

 

添付するファイルを
選択します。 

プルダウンをクリックすると宛先設定で
設定した申請先が表示されます。 

【開く】ボタンをクリッ
クします。 

添付したいファイルを選択
した上で「添付」ボタンを
クリックします。 

 

「メインメニュー」画面に戻ります。 
入力中の内容は削除されます。 
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4. ファイルが選択されている状態で、【添付】ボタンをクリックします。 
複数ファイルを添付する場合は、２．～４．を繰り返してください。 

 
 
 

 添付ファイルのサイズが 0バイトの場合は、ファイルが添付できません。 

 
  

 

【添付】ボタンをクリッ
クします。 
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5. ファイルが登録されます。必要事項を入力し、送信してください。 

 
 
 
6. ダイアログの表示内容を確認して、【ＯＫ】ボタンをクリックします。 

 
 

 

 必要事項を入力して【送信】
ボタンをクリックします。 

登録した添付ファイルを削除したい
場合は【削除】をクリックします。 

 

【はい】をクリックします。 
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7. 正常に処理された場合、以下の処理結果画面が表示されます。 

 
 

 
 エラーがある場合は、画面上部にエラー内容が表示されます。エラー内容を修正して、再度送信

してください。 
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2.8.2申請書類へのファイル添付（ＷＦＴ） 
本業務では、港湾管理者または検疫所から要求のあった既存申請に対する参考資料のファイルを添
付する（以下、「申請書類へのファイル添付」と呼びます）ことができます。また、既に登録済の添
付ファイルを全差し替え・削除することもできます。 

表 2.8.3-1手続きが可能な書類の種類 

書類 提出先 

係留施設使用許可申請 港湾管理者 
入港届 
入出港届 
出港届 
入港料減免申請書 
入港料還付申請書 
船舶運航動静通知（入港） 
船舶運航動静通知（出港） 
船舶運航動静通知（移動） 
旅客乗降用施設（渡船橋）使用許可
申請書 
ひき船使用許可申請書兼配船希望願 
船舶給水施設使用許可申請書 
船舶廃油処理施設使用許可申請書 
荷役機械使用許可申請書 
建物の類（上屋）使用許可申請書 
港湾施設（荷さばき地・野積場）使
用許可申請書 
コンテナ用電源使用許可申請書 
ファイル申請 
入港通報 検疫所 
検疫通報 
入港届（明告書含む） 

 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 申請書類の登録を行った利用者と同一である必要があります。 
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添付ファイルについて 
 添付ファイルの拡張子は以下である必要があります。 

 txt，doc，docx，ppt，pptx，xml，htm，html，rtf，jtd，xls，xlsx，csv，jpeg，
jpe，jpg，tif，tiff，bmp，gif，pdf，png 

 添付ファイル数は、１０ファイル以内である必要があります。 
 １ファイルあたりのサイズは、０バイトより大きく、３０メガバイト以内である必要があり

ます。 
 添付ファイルの合計サイズは、３０メガバイト以内である必要があります。 
 添付ファイル名は、１００バイト以内である必要があります（拡張子を含みます）。 

 
添付対象の書類について 
 入力した届出／申請番号に対する申請情報が最新の情報である必要があります。 
 入力した届出／申請番号に対する申請情報が取消されている場合は、手続きができません。 
 申請先が申請書類の申請先と同一である必要があります。 

 
その他、手続きに際しご不明な点につきましては、港湾管理者または検疫所へお問い合わせくださ
い。 

 
＜パッケージソフトでの業務について＞ 

 「ファイル申請（ＫＦＴ）」業務（申請書類へのファイル添付）で登録した添付ファイルを、
本業務で全差し替え・削除することができます。 

 
＜申請書類へのファイル添付について＞ 

 以下の帳票を書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：申請情報・帳票情報）で確認できます。 
※帳票を確認できる期間は、下記の表の条件から１４日間（土日祝含む）です。 
 

表 2.8.2-2書類状態確認（ＷＶＳ）業務（種別：申請情報・帳票情報）で確認できる帳票 

条件 帳票名 

係留施設使用許可申請に申請書類へのファイル
添付をした場合で、港湾管理者が係留施設使用許
可申請書に対して回答を行った場合 

係留施設使用許可申請
回答情報 

入港届に申請書類へのファイル添付をした場合
で、港湾管理者が入港届に対して回答を行った場
合 

入港届回答情報（港湾
管理者） 
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条件 帳票名 

入出港届に申請書類へのファイル添付をした場
合で、港湾管理者が入出港届に対して回答を行っ
た場合 

入出港届回答情報（港
湾管理者） 

出港届に申請書類へのファイル添付をした場合
で、港湾管理者が出港届に対して回答を行った場
合 

出港届回答情報（港湾
管理者） 

入港料減免申請書に申請書類へのファイル添付
をした場合で、港湾管理者が入港料減免申請書に
対して回答を行った場合 

入港料減免申請回答情
報 

入港料還付申請書に申請書類へのファイル添付
をした場合で、港湾管理者が入港料還付申請書に
対して回答を行った場合 

入港料還付申請回答情
報 

船舶運航動静通知（入港）に申請書類へのファイ
ル添付をした場合で、港湾管理者が船舶運航動静
通知（入港）に対して回答を行った場合 

船舶運航動静通知（入
港）回答情報 

船舶運航動静通知（出港）に申請書類へのファイ
ル添付をした場合で、港湾管理者が船舶運航動静
通知（出港）に対して回答を行った場合 

船舶運航動静通知（出
港）回答情報 

船舶運航動静通知（移動）に申請書類へのファイ
ル添付をした場合で、港湾管理者が船舶運航動静
通知（移動）に対して回答を行った場合 

船舶運航動静通知（移
動）回答情報 

旅客乗降用施設（渡船橋）使用許可申請書に申請
書類へのファイル添付をした場合で、港湾管理者
が旅客乗降用施設（渡船橋）使用許可申請書に対
して回答を行った場合 

旅客乗降用施設（渡船
橋）使用許可申請回答
情報 

ひき船使用許可申請書兼配船希望願に申請書類
へのファイル添付をした場合で、港湾管理者がひ
き船使用許可申請書兼配船希望願に対して回答
を行った場合 

ひき船使用許可申請兼
配船希望願回答情報 

船舶給水施設使用許可申請書に申請書類へのフ
ァイル添付をした場合で、港湾管理者が船舶給水
施設使用許可申請書に対して回答を行った場合 

船舶給水施設使用許可
申請回答情報 
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条件 帳票名 

船舶廃油処理施設使用許可申請書に申請書類へ
のファイル添付をした場合で、港湾管理者が船舶
廃油処理施設使用許可申請書に対して回答を行
った場合 

船舶廃油処理施設使用
許可申請回答情報 

荷役機械使用許可申請書に申請書類へのファイ
ル添付をした場合で、港湾管理者が荷役機械使用
許可申請書に対して回答を行った場合 

荷役機械使用許可申請
回答情報 

建物の類（上屋）使用許可申請書に申請書類への
ファイル添付をした場合で、港湾管理者が建物の
類（上屋）使用許可申請書に対して回答を行った
場合 

建物の類（上屋）使用
許可申請回答情報 

港湾施設（荷さばき地・野積場）使用許可申請書
に申請書類へのファイル添付をした場合で、港湾
管理者が港湾施設（荷さばき地・野積場）使用許
可申請書に対して回答を行った場合 

港湾施設（荷さばき
地・野積場）使用許可
申請回答情報 

コンテナ用電源使用許可申請書に申請書類への
ファイル添付をした場合で、港湾管理者がコンテ
ナ用電源使用許可申請書に対して回答を行った
場合 

コンテナ用電源使用許
可申請回答情報 

ファイル申請に申請書類へのファイル添付をし
た場合で、港湾管理者がファイル申請に対して回
答を行った場合 

ファイル申請回答情報 

入港通報に申請書類へのファイル添付をした場
合で、検疫所が入港通報に対して回答を行った場
合 

入港通報回答情報（検
疫所） 

検疫通報に申請書類へのファイル添付をした場
合で、検疫所が検疫通報に対して回答を行った場
合 

検疫通報回答情報（検
疫所） 

入港届（明告書含む）に申請書類へのファイル添
付をした場合で、検疫所が入港届（明告書含む）
に対して回答を行った場合 

入港届（明告書含む）
回答情報 
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（1）添付ファイルを登録・差し替え・削除する 
既存の申請に対する参考資料のファイルを添付することや、登録した添付ファイルの差し替え・削

除ができます。 
 
1. 「メインメニュー」画面から【ファイル申請（ＷＦＴ）】の【申請書類へのファイル添付】リンク

をクリックして、「申請書類へのファイル添付」画面を表示します。 

 
 

  

 

クリックして「申請書類へのファイル添
付」画面を表示します。 
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2. 「申請書類へのファイル添付」画面が表示されます。必要事項を入力し、【ファイル選択】ボタン
をクリックします。 

 
 
3. 任意の場所に保存してあるアップロードファイルを選択し【開く】ボタンをクリックします。 

 
 

プルダウンをクリックすると、
宛先設定で設定した申請先が表
示されます。 

プルダウンをクリックすると、
選択可能な処理区分が表示さ
れます。 

プルダウンをクリックすると、選択可能な
添付対象情報種別名が表示されます。 

「メインメニュー」
画面に戻ります。入
力中の内容は削除さ
れます。 

 

 
【開く】ボタンをクリッ
クします。 

添付するファイルを
選択します。 
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4. ファイルが選択されている状態で、【添付】ボタンをクリックします。 
複数ファイルを添付する場合は、２．～４．を繰り返してください。 

 
 

 
 添付ファイルのサイズが 0バイトの場合は、ファイルが添付できません。 

 
 

 

【添付】ボタンをクリッ
クします。 
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5. ファイルが登録されます。必要事項を入力し、送信してください。 

 
 
 
6. ダイアログの表示内容を確認して、【ＯＫ】ボタンをクリックします。 

 
 
 

 必要事項を入力して【送信】ボ
タンをクリックします。 

登録した添付ファイルを削除したい
場合は【削除】をクリックします。 
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7. 正常に処理された場合、以下の処理結果画面が表示されます。 

 
 

 
 エラーがある場合は、画面上部にエラー内容が表示されます。エラー内容を修正して、再度送信

してください。 
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2.9 照会 

2.9.1 書類状態確認 （ＷＶＳ） 
書類の詳細内容や申請状態の確認の確認、帳票をダウンロードすることができます。主な機能は以
下のとおりです。 

 書類状態を一覧で確認 
 書類の詳細内容の確認【照会】 
 回答履歴の確認【回答履歴】 
 申請情報の外部ファイル保存【ダウンロード（外部ファイル）】 
 申請情報の外部ファイル保存（zip）【ダウンロード（zip）】 
 帳票のダウンロード【帳票確認】 

 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 確認できる情報と条件は以下の表のとおりです。 

表 2.9.1-1確認できる情報と条件 

利用者 照会種別 分類 業務名称 条件 

船会社 申請情報 内航 入港前統一申請 届出者と同一の利用者であること 
入港届等 
移動届等 
出港届等 

外航 入港前統一申請 届出者と同一の利用者であるか、または船舶
基本情報に登録されている船舶運航者と同一
の船会社であること 

入港届等 
移動届等 
出港届等 

外航（運航情報
使用） 

入港前統一申請 届出者と同一の利用者であること 
入港届等 
出港届等 

港湾管理者業務 入港料減免・還付申請 届出者と同一の利用者であること 
船舶運航動静通知 
海側施設利用許可申請 
陸側施設利用許可申請 

ファイル申請 ファイル申請 届出者と同一の利用者であること 
船舶情報 内航 船舶基本情報 なし 

外航 船舶基本情報 船舶基本情報に登録されている船舶運航者と
同一の船会社であること 運航情報 ― ― 
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利用者 照会種別 分類 業務名称 条件 

乗組員情報 ― ― 
旅客情報 ― ― 
船用品情報 ― ― 

船舶代理
店 

申請情報 内航 入港前統一申請 届出者と同一の利用者であること 
入港届等 
移動届等 
出港届等 

外航 入港前統一申請 届出者と同一の利用者であること 
入港届等 
移動届等 
出港届等 

外航（運航情報
使用） 

入港前統一申請 届出者と同一の利用者であること 
入港届等 
出港届等 

港湾管理者業務 入港料減免・還付申請 届出者と同一の利用者であること 
船舶運航動静通知 
海側施設利用許可申請 
陸側施設利用許可申請 

ファイル申請 ファイル申請 届出者と同一の利用者であること 
船舶情報 内航 船舶基本情報 なし 

外航 船舶基本情報 なし 
運航情報 ― ― 本邦のいずれかの港で受委託情報が存在して

いる場合、船舶コード単位または航海番号単
位の受委託関係が登録されていること（ただ
し、港単位でのみ受委託関係が登録されてい
る場合は照会可能） 

乗組員情報 ― ― 受委託情報が存在している場合、船舶コード
単位の受委託関係が登録されていること（た
だし、港単位でのみ受委託関係が登録されて
いる場合は照会可能） 

旅客情報 ― ― 
船用品情報 ― ― 

 
注意喚起メッセージについて 
 照会種別で「運航情報」が選択され、入力した「船舶コード」に対する検索結果が１００件

を超えた場合はエラーメッセージが表示されます。検索条件を追加して絞込み検索をしてく
ださい。 
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検索条件について 
 検索項目の入力条件は、以下の表のとおりです。選択した検索種別ごとに入力可能な検索条

件の項目が異なります。照会種別は必須項目です。 
表 2.9.1-2検索条件 

検索条件 
照会種別 

申請情報 船舶情報 運航情報 乗組員情報 旅客情報 船用品情報 帳票情報 

業務名称 ○＊１ ○＊２ ○ ○ ○ ○ ○ 

宛先 △ △ ― ― ― ― ― 
届出／申請番号 △ ― ― ― ― ― △ 
船舶コード △ △ △ ○ ○ ○ △ 
船舶名称 △ △ △ △ △ △ ― 
航海番号（１） △ ― △ △ △ △ ― 
港コード △ ― ― ― ― ― ― 
帳票名称 ― ― ― ― ― ― △ 
確認済を除く ― ― ― ― ― ― △ 
検索年月日（時） △ ― ― ― ― ― △ 
検索年月日（至） △ ― ― ― ― ― △ 

＊○は必須項目、△は任意項目、―は入力不可項目です。 
＊１ 船舶基本情報（内航）と船舶基本情報（外航）以外の業務が選択可能です。 
＊２ 船舶基本情報（内航）と船舶基本情報（外航）のみ選択可能です。 
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帳票ダウンロードについて 
 海上入出港業務でダウンロードできる帳票の、ダウンロードの操作パターンは以下のとおり

です。帳票により、操作パターンが異なるため以下の表に示します。 
① 「照会種別：申請情報」で検索し、処理状態（リンク）から出力可能な帳票 

 
 

② 「照会種別：申請情報」で検索し、個別照会画面の回答情報のリンクから出力可能な帳票 

 
 
③ 「照会種別：申請情報」で検索し、印刷ボタンから出力可能な帳票（申請（控）情報） 

 

処理状態のリンクをクリックする
と帳票をダウンロードきます。 

リンクをクリックすると帳票
をダウンロードできます。 

 

港長・港湾管理者向けの書
類のみ、申請（控）情報を
出力することができます。 
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④ 「照会種別：帳票情報」で検索し、検索結果より出力可能な帳票 

 
 

表 2.9.1-3 帳票ダウンロードの操作パターン 

区分 帳票名 
帳票がダウンロード可能な 

個別照会画面 
操作パターン 

税関 入港届（転錨届）提出情報 入港届（転錨届）（外航・外航（運航情報
使用） 

①②④ 

入港届情報 入港届（転錨届）（外航・外航（運航情報
使用）） 

①②④ 

入港届（転錨届）確認通知情報 出港届（転錨届）（外航・外航（運航情報
使用）） 

①②④ 

出港届（転錨届）提出情報 出港届（転錨届）（外航・外航（運航情報
使用）） 

②④ 

出港許可（転錨・出港届受理）通知
情報 

出港届（転錨届）（外航・外航（運航情報
使用）） 

②④ 

とん税等納付申告控情報 ― ④ 
不開港出入許可申請控情報 ― ④ 
船舶資格変更届控情報 ― ④ 
船舶資格変更届訂正・取消控情報 ― ④ 
不開港出入許可通知情報 ― ④ 
船舶資格証書情報 ― ④ 
納付番号通知情報（手数料） ― ④ 
リアルタイム口座振替完了通知情報 ― ④ 

 

帳票を選択し、【帳票確認】ボタ
ンをクリックすると、PDFでダウ
ンロードされます。 
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区分 帳票名 
帳票がダウンロード可能な 

個別照会画面 
操作パターン 

リアルタイム口座引落とし結果確認
エラー通知情報 

― ④ 

とん税等減額対象非該当通知情報 ― ④ 
とん税等強制減額確認通知情報 ― ④ 
とん税等納付保留通知情報 ― ④ 

検疫所 入港通報回答情報（検疫所） 入港通報（外航・外航（運航情報使用）） ①②④ 
無線検疫審査結果通知 入港通報（外航・外航（運航情報使用）） 

検疫通報（外航・外航（運航情報使用）） 
①②④ 

検疫通報回答情報（検疫所） 検疫通報（外航・外航（運航情報使用）） ①②④ 
入港届（明告書含む）回答情報 入港届（明告書含む）（外航・外航（運航

情報使用）） 
①②④ 

仮検疫済証 入港届（明告書含む）（外航・外航（運航
情報使用）） 

①②④ 

検疫済証 入港届（明告書含む）（外航・外航（運航
情報使用）） 

①②④ 

港長 危険物荷役許可申請回答情報 危険物荷役許可申請（外航・外航（運航情
報使用）） 
危険物荷役許可申請（内航） 

①②④ 

危険物運搬許可申請回答情報 危険物運搬許可申請（内航） ①②④ 
停泊場所指定願回答情報 停泊場所指定願（外航・外航（運航情報使

用）） 
停泊場所指定願（内航） 

①②④ 

移動許可申請回答情報 移動許可申請（外航・外航（運航情報使用）） 
移動許可申請（内航） 

①②④ 

係留施設使用届回答情報 係留施設使用届（外航・外航（運航情報使
用）） 
係留施設使用届（内航） 

①②④ 

入港届回答情報（港長） 入港届（港長）（外航・外航（運航情報使
用）） 
入港届（港長）（内航） 

①②④ 

入出港届回答情報（港長） 入出港届（港長）（外航・外航（運航情報
使用）） 
入出港届（港長）（内航） 

①②④ 

移動届回答情報 移動届（外航） 
移動届（内航） 

①②④ 

出港届回答情報（港長） 出港届（港長）（外航・外航（運航情報使
用）） 
出港届（港長）（内航） 

①②④ 
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区分 帳票名 
帳票がダウンロード可能な 

個別照会画面 
操作パターン 

危険物荷役許可申請情報 ― ③ 
危険物運搬許可申請情報 ― ③ 
停泊場所指定願情報 ― ③ 
移動許可申請情報 ― ③ 
係留施設使用届情報 ― ③ 
入港届情報（港長） ― ③ 
入出港届情報（港長） ― ③ 
移動届情報  ③ 
出港届情報（港長） ― ③ 
出港届情報（港湾管理者） ― ③ 

港湾管理者 係留施設使用許可申請回答情報 係留施設使用許可申請（外航・外航（運航
情報使用）） 
係留施設使用許可申請（内航） 

①②④ 

入港届回答情報（港湾管理者） 入港届（港湾管理者）（外航・外航（運航
情報使用）） 
入港届（港湾管理者）（内航） 

①②④ 

入出港届回答情報（港湾管理者） 入出港届（港湾管理者）（外航・外航（運
航情報使用）） 
入出港届（港湾管理者）（内航） 

①②④ 

出港届回答情報（港湾管理者） 出港届（湾管理者）（外航・外航（運航情
報使用））  
出港届（港湾管理者）（内航） 

①②④ 

入港料減免申請回答情報 入港料減免申請書 ①②④ 
入港料還付申請回答情報 入港料還付申請書 ①②④ 
船舶運航動静通知（入港）回答情報 船舶運航動静通知（入港） ①②④ 
船舶運航動静通知（出港）回答情報 船舶運航動静通知（出港） ①②④ 
船舶運航動静通知（移動）回答情報 船舶運航動静通知（移動） ①②④ 
旅客乗降用施設（渡船橋）使用許可
申請回答情報 

旅客乗降用施設（渡船橋）使用許可申請書 ①②④ 

船舶給水施設使用許可申請回答情報 船舶給水施設使用許可申請書 ①②④ 
ひき船使用許可申請兼配船希望願回
答情報 

ひき船使用許可申請書兼配船希望願 ①②④ 

船舶廃油処理施設使用許可申請回答
情報 

船舶廃油処理施設使用許可申請書 ①②④ 

荷役機械使用許可申請回答情報 荷役機械使用許可申請書 ①②④ 
建物の類（上屋）使用許可申請回答
情報 

建物の類（上屋）使用許可申請書 ①②④ 
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区分 帳票名 
帳票がダウンロード可能な 

個別照会画面 
操作パターン 

コンテナ用電源使用許可申請回答情
報 

コンテナ用電源使用許可申請書 ①②④ 

港湾施設（荷さばき地・野積場）使
用許可申請回答情報 

港湾施設（荷さばき地・野積場）使用許可
申請書 

①②④ 

ファイル申請回答情報 ファイル申請 ①②④ 
係留施設使用許可申請情報 ― ③ 
入港届情報（港湾管理者） ― ③ 
入出港届情報（港湾管理者） ― ③ 
出港届情報（港長） ― ③ 
出港届情報（港湾管理者） ― ③ 

地方運輸局 保障契約情報回答情報 保障契約情報（外航・外航（運航情報使用）） ①②④ 
港内交通管
制室 
海上交通セ
ンター 

事前通報回答情報 事前通報（港内交通管制室）（外航・外航
（運航情報使用）） 
事前通報（港内交通管制室）（内航） 

①②④ 

航路通報回答情報 航路通報（外航・外航（運航情報使用）） 
航路通報（内航） 

①②④ 

指示書 航路通報（外航・外航（運航情報使用）） 
航路通報（内航） 

①②④ 

勧告書 航路通報（外航・外航（運航情報使用）） 
航路通報（内航） 

①②④ 

事前通報情報 ― ③ 
海上保安部
署 

船舶保安情報回答情報 船舶保安情報（外航・外航（運航情報使用）） ①②④ 

汎用申請関
連 

汎用申請控情報 ― ④ 
汎用申請変更控情報 ― ④ 
許可・承認等通知情報 ― ④ 
汎用申請審査結果通知情報Ａ ― ④ 
汎用申請審査結果通知情報Ｂ ― ④ 
汎用申請審査結果通知情報Ｃ ― ④ 
撤回申請受理通知情報 ― ④ 
汎用申請手数料等納付申請控情報 ― ④ 
汎用申請手数料等納付申請変更控情
報 

― ④ 

許可・承認等通知情報（手数料） ― ④ 
事前教示回答書（変更通知書兼用 ― ④ 
事前教示回答書（変更通知書兼用）
（原産地回答用） 

― ④ 
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区分 帳票名 
帳票がダウンロード可能な 

個別照会画面 
操作パターン 

事前教示回答書（変更通知書兼用）
（関税評価回答用） 

― ④ 

事前教示回答書（変更通知書兼用）
（減免税回答用） 

― ④ 

納付番号通知情報（海上） ― ④ 
納付番号通知情報（航空） ― ④ 
納付番号通知情報（再出力／海上） ― ④ 
納付番号通知情報（再出力／航空） ― ④ 
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書類状態と申請内容を確認する 
申請書類の状態を一覧で確認することができます。処理状態には以下のステータスが表示され、処

理状態の視認性を向上させるため表示色を区別します。 
表 2.9.1-4 処理状態に表示されるステータス 

ステータス 色 状態 宛先 

送信済 黒 申請がされている 
港長、港湾管理者、検疫所、港内交通
管制室、地方運輸局、保安部署、海上
交通センター、入管、税関 

受理 青 受理の回答がされた 
港長、港湾管理者、検疫所、港内交通
管制室、海上交通センター 

不受理 赤 不受理の回答がされた 
港長、港湾管理者、検疫所、港内交通
管制室、海上交通センター 

許可 青 許可の回答がされた 港湾管理者、港長 

条件付許可 青 条件付許可の回答がされた 港湾管理者、港長 

決定 青 決定の回答がされた 港湾管理者 

不許可 赤 不許可の回答がされた 港湾管理者、港長 

指定 青 指定の回答がされた 港長 

無線検疫結果通知書 青 無線検疫結果通知書が送付された 検疫所 

検疫済証 青 検疫済証が送付された 検疫所 

受付完了 青 受付完了の回答がされた 保安部署 

受付不能 赤 受付不能の回答がされた 保安部署、入管 

指示書 青 指示書が送付された 海上交通センター 

勧告書 青 勧告書が送付された 海上交通センター 

仮検疫済証 青 仮検疫済証が送付された 検疫所 

受付 青 受付の回答がされた 地方運輸局 

通報不備 赤 通報不備の回答がされた 地方運輸局 

取消 赤 取消の回答がされた 検疫所 

受付済 青 
乗員上陸許可支援システムにて対象
の書類の受付が終了した 

入管 

審査終了済 青 
乗員上陸許可支援システムにて対象
の書類の審査が終了した 

入管 

訂正依頼済 赤 
乗員上陸許可支援システムにて対象
の書類の訂正依頼を行った 

入管 

取下済 赤 
乗員上陸許可支援システムにて対象
の書類の取下を行った 

入管 
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1．「メインメニュー」画面から【書類状態確認（ＷＶＳ）】をクリックして「書類状態確認 検索」画
面を表示します。 

 
  

クリックして「書類状態確認 
検索」画面を表示します。 
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２．入力欄に検索条件を入力し、【検索】ボタンをクリックします。 
例：申請情報の照会 

 
 

  

検索条件を入力し、【検索】
ボタンをクリックします。 
 

 

 

種別は必須項目のため、必
ず選択してください。 

入力した検索条件を
リセットします。 メインメニューに戻

ります。 
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３．申請の処理状態が検索結果の一覧で確認できます。 
処理状態がリンクになっている場合は、リンクをクリックすると帳票をダウンロードすることがで
きます。 

 
  

検索結果は横スク
ロールできます。  

【照会】ボタンをク
リックします。 

1画面で確認できるのは 20件
となり、21件目からは次ペー
ジに遷移し確認します。 

処理状態のリンクをクリックする
と帳票をダウンロードきます。 
（参照⇒ 表 2.9.1-2 ） 

照会したい書類を
選択します。 
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５．選択した申請情報の照会結果が表示されます。 
 
 

 関連帳票のリンクから、届出申請番号に紐づく帳票をダウンロードすることができます。 
 港長・港湾管理者向けの申請情報のみ、【印刷】ボタンが表示され、申請（控）情報をダウン

ロードすることができます。 

 

リンクをクリックすると帳票をダ
ウンロードできます。（参照⇒ 表 
2.9.1-2 ） 

「書類状態確認 検索結
果」画面に戻ります。 

港長・港湾管理者向けの書類の
み、申請（控）情報を出力する
ことができます。 
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  乗組員情報、旅客情報、危険物情報の CSVファイルは照会画面からダウンロードすることができ
ます。 

 
  

【ダウンロード】ボタンをクリ
ックすると、CSVファイルが
ダウンロードされます。 
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帳票を確認する 
以下の帳票を確認することができます。保存期間は 14日間（土日祝含む）です。 
帳票検索結果の「届出／申請番号等」「船舶コード」の表示内容は以下のとおりです。 

表 2.9.1-5 検索結果項目の表示内容 

帳票名 
検索結果（帳票一覧） 

届出／申請番号等 船舶コード 
とん税等納付申告控情報 とん税等納付申告番号 表示あり 
とん税等減額対象非該当通知情報 入港届提出番号 表示あり 
とん税等強制減額確認通知情報 入港届提出番号 表示あり 
とん税等納付保留通知情報 入港届提出番号 表示あり 

不開港出入許可申請控情報 
不開港出入許可申請番
号 

表示あり 

不開港出入許可通知情報 
不開港出入許可申請番
号 

表示あり 

船舶資格変更届控情報 届出受理番号 表示あり 
船舶資格変更届訂正・取消控情報 届出受理番号 表示あり 
船舶資格証書情報 届出受理番号 表示あり 

納付番号通知情報（手数料） 
不開港出入許可申請番
号 

表示あり 

リアルタイム口座振替完了通知情報 とん税等納付申告番号 表示あり 
リアルタイム口座引落とし結果確認エラー通知
情報 

とん税等納付申告番号 表示あり 

上記以外の帳票 届出／申請番号 表示あり 
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1. 「メインメニュー」画面から【書類状態確認（ＷＶＳ）】をクリックして「書類状態確認 検索」画
面を表示します。 

 
  

クリックして「書類状態確認 
検索」画面を表示します。 
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2. 入力欄に検索条件を入力し、【検索】ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

  

 

種別は必須項目のため、必
ず選択してください。 

プルダウンをクリックす
ると、選択可能な帳票名称
が表示されます。 

チェックを入れると、確認
済の帳票を検索対象から除
外することができます。 

 

検索条件を入力し、【検索】ボタ
ンをクリックします。 
 

入力した検索条件を
リセットします。 
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3. 帳票の検索結果が一覧に表示されます。確認したい帳票を選択し、【帳票確認】ボタンをクリック
します。 

 
 
 検索結果が１００件を超えた場合は注意喚起メッセージが表示されるため、条件を絞ってくださ

い。 
 

 
 
 

  

 

帳票を選択し、【帳票確認】
ボタンをクリックします。 

1度確認すると確認確認年月
日時刻が表示されます。 
 

検索結果表示は 1画面 20件とな
り、21件目からは次ページに遷移
し確認します。 

確認したい帳票
を選択します。 
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4. 選択した帳票はＰＤＦで表示されます。 
 
 
 帳票を確認できる期間が 14日間（土日祝含む）であることから、ダウンロードしたＰＤＦファイ

ルについては適宜任意の場所へ保存を行ってください。保存期間を経過した帳票については確認
をすることができませんのでご留意ください。 
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回答履歴を確認する 
申請書類の回答履歴を確認できます。 

 

1．検索結果を表示します。確認したい申請を選択して、【回答履歴】ボタンをクリックします。 

 
 

2．選択した申請情報の「回答履歴 照会結果」画面が表示されます。 

 

確認したい書類を
選択します。 

 

【回答履歴】ボタンを
クリックします。 
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外部ファイル・外部ファイル（zip）に保存する 
申請情報を、業務単位に保存することができます。 
 

 外部ファイルがダウンロードできる対象業務は以下の表のとおりです。 
表 2.9.1-6外部ファイル対象業務 

分類 業務名 ダウンロード 
（外部ファイル） 

ダウンロード 
（zip） 

内航 船舶基本情報 〇  
入港前統一申請 〇 〇 
入港届等 〇  
移動届等 〇 〇 
出港届等 〇 〇 

外航 船舶基本情報 〇  
船舶運航情報 〇  
船用品情報 〇  
入港前統一申請 〇 〇 
入港届等 〇  
移動届等 〇 〇 
出港届等 〇 〇 

外航（運航情報使
用） 

入港前統一申請 〇 〇 
入港届等 〇  
出港届等 〇 〇 

港湾管理者 入港料減免・還付申請 〇  
船舶運航動静通知 〇  
海側施設使用許可申請 〇  
陸側施設使用許可申請 〇  
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A) 外部ファイルに保存する 
申請情報を、業務単位に CSVファイルで保存することができます。 
乗組員・旅客・危険物情報は、保存の対象外です。 
 

1. 検索結果を表示します。保存したい申請を選択して、【ダウンロード（外部ファイル）】ボタンを
クリックします。 

 
 

2. 外部ファイルがダウンロードされます。外部ファイルは各申請を作成する際にファイル読込（【読
込】ボタン）から使用することができます。 

 
 
 保存した CSVファイルについては、EXCELでの直接編集ではなく、WebNACCSにて読込編集

を行って頂く事を基本としています。 
 CSVファイルを EXCELで編集し保存すると EXCELの仕様上、形式が変わってしまう場合があ

り、各業務の登録画面にあるファイル読込機能で CSVファイルを読み込んだ際にエラーとなっ
てしまいます。 

 CSVファイルはテキストエディタで開いて修正するか、CSVファイルを EXCELで開く際に文
字列として読み込んで編集を行ってください。 

 CSVファイルを直接修正し申請に活用することも可能ですが、EXCELで編集すると、以下のよ
うな事象が発生する可能性があるため、編集の際には形式に注意してください。 

保存したい申請を
選択します。 

【ダウンロード（外部ファイル）】
ボタンをクリックします。 
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表 2.9.1-7 EXCELで CSVファイルを編集する際の注意 

事象 CSVファイル EXCELでの表示 EXCELで保存後 
保存すると囲み文字が消える “ああああああ” あああああ あああああ 
先頭 0が消えてしまう “0123” 

（または 0123） 
123 123 

12桁以上の数字のみの項目は、
指数表示となってしまう 

“1234567890123456“ 
（または
1234567890123456） 

1.234567Ｅ+15 1.234567Ｅ+15 

※囲み文字がない場合のみ 
区切り文字以外でカンマ（,）が
含まれると意図しない場所で項
目が区切られてしまう 

ああ, 
いい,うう, 
えええ 

ああ 
いい うう 
えええ 

ああ 
いい うう 
えええ 

 
 CSVファイルはテキストエディタで開いて修正するか、CSVファイルを EXCELで開く際に文

字列として読み込んで編集を行ってください。 
 元のファイル：932：日本語（シフト JIS） 
データ形式：文字列 
区切り記号：カンマ 

CSVファイルを直接修正し申請に活用することも可能ですが、編集の際には形式に注意してく
ださい。 
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B) 外部ファイル（zip）に保存する 
申請情報の CSVファイルと乗組員・旅客・危険物情報の CSVファイルを、申請単位に zipファイル
で保存することができます。乗組員・旅客・危険物情報については、入力がある場合のみ CSVファ
イルとして zipファイルにダウンロードされます。 

 
1. 検索結果を表示します。保存したい申請を選択して、【ダウンロード（zip）】ボタンをクリックし

ます。 

 
 
 
 
2. 外部ファイル（zip）がダウンロードされます。外部ファイルは各申請を作成する際にファイル読込

（【アップロード（zip）】ボタン）から使用することができます。 
 

 
 zipファイルは下記のような構成となっています。CSVファイルは最大４つで、入力値や業務に

より CSVファイル数は異なります。 
例）申請情報に乗組員・旅客情・危険物情報が全て存在した場合 

「WPT_SENPAKU01_20251001190000.zip」 
 zipファイルの中身 

     ・WPT_SENPAKU01_20251001190000.csv（申請の外部ファイル） 
     ・crew_SENPAKU01_20251001190000.csv（乗組員情報） 

保存したい申請を
選択します。 

【ダウンロード（zip）】ボタ
ンをクリックします。 
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     ・pass_SENPAKU01_20251001190000.csv（旅客情報） 
     ・dang_SENPAKU01_20251001190000.csv（危険物情報） 

 

帳票を確認する（メインメニューより） 
 メインメニュー上部のメッセージから、帳票検索結果の画面に遷移し帳票を確認することができます。 
 
1. 「メインメニュー」画面から【未確認の帳票があります。】のメッセージをクリックします。 

 
 
2. 帳票の検索結果が一覧に表示されます。（2）帳票を確認すると同様に操作を行ってください。 

 

メッセージをクリック
します。 
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2.9.2 船舶コード照会（ＷＶＫ） 
本業務では、入力された船舶名称に基づき、船舶コード、船舶名称、船舶運航者コード及び船舶運
航者名称を照会することができます。 
申請の操作方法については、1.3.2（5）その他申請・照会業務を参照してください。 
 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 

 
船舶基本情報について 
 船舶は「外航船」で登録されている必要があります。 
 入力された船舶名称と先頭が一致する船舶を照会します。 

 
照会情報について 
 出力された情報の他に照会対象となる情報が存在する場合は、注意喚起メッセージが表示さ

れます。 
 

注意喚起メッセージについて 
 一回の送信で照会できる件数は２０件です。照会結果の情報が２１件以上ある場合は、注意

喚起メッセージが表示されます。再度送信を行うと続きの情報を照会することができます。 
 
＜パッケージソフトでの業務について＞ 

 「船舶基本情報等事前登録（ＶＢＸ）」業務で登録した情報を呼び出すことができます。 
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2.9.3 船舶管理情報照会（ＷＶＣ） 
本業務では、船会社と船舶代理店における港コード単位、船舶コード単位または航海番号単位の受
委託関係情報を以下の内容で照会することができます。 
 港単位、船舶コード単位及び航海番号単位に登録された受委託関係情報を港毎に全て照会 
 港単位に登録された受委託関係情報を船会社コード毎に照会 
 船舶コード単位に登録された受委託関係情報を船舶コード毎に照会 
 航海番号単位に登録された受委託関係情報を船舶コード及び航海番号毎に照会 
申請の操作方法については、1.3.2（5）その他申請・照会業務を参照してください。 

 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 

 
船会社受委託情報について 
 港毎全情報照会をする場合は、本業務で入力した「船会社コード」及び「港コード」に対す

る船会社受委託情報が登録されている必要があります。 
 港単位照会をする場合は、本業務で入力した「船会社コード」に対する船会社受委託情報が

登録されている必要があります。 
 船舶コード単位照会をする場合は、本業務で入力した「船会社コード」及び「船舶コード」

に対する船会社受委託情報が登録されている必要があります。 
 航海番号単位照会をする場合は、本業務で入力した「船舶コード」及び「航海番号」に対す

る船会社受委託情報が登録されている必要があります。 
 

＜パッケージソフトでの業務について＞ 
 パッケージソフトの「船舶管理情報登録（ＶＣＡ）」で登録した情報を、船会社と船舶代理

店における港コード単位、船舶コード単位または航海番号単位に照会することができます。 
 

＜船舶管理情報の照会について＞ 
 船舶管理情報を照会すると、以下の情報が確認できます。 

表 2.9.3-1船舶管理情報の照会により確認できる情報 

条件 情報名 

照会種別「港毎全情報照会」が選択された場合 船舶管理情報（港毎全
情報）照会情報 

照会種別「港単位照会」が選択された場合 船舶管理情報（港単位）
照会情報 
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条件 情報名 

照会種別「船舶コード単位照会」が選択された場

合 

船舶管理情報（船舶コ
ード単位）照会情報 

照会種別「航海番号単位照会」が選択された場合 船舶管理情報（航海番
号単位）照会情報 
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2.9.4 不開港出入許可申請照会（ＷＰＰ） 
本業務では、「不開港出入許可申請（ＷＣＰ）業務」で提出した不開港出入許可申請情報を照会す
ることができます。 
申請の操作方法については、1.3.2（5）その他申請・照会業務を参照してください。 

 
入力者について  
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 不開港出入許可申請情報の申請者である必要があります。 

 
＜パッケージソフトでの業務について＞ 

 「不開港出入許可申請（ＣＰＣ）」業務で提出した届出を、本業務で照会することができま
す。 
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2.9.5入出港日別一覧照会（ＷＶＤ） 
本業務では、登録されている船舶運航情報に基づいて港別の入出港日別一覧を照会することができ
ます。 
申請の操作方法については、1.3.2（5）その他申請・照会業務を参照してください。 

 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 

照会情報について 
 船舶運航情報にびょう泊（予定）年月日時刻（入港時）と着岸（予定）年月日時刻が両方登

録されている場合は、びょう泊（予定）年月日時刻（入港時）が入港（予定）年月日時刻に
表示されます。 

 船舶運航情報にびょう泊（予定）年月日時刻（出港時）と離岸（予定）年月日時刻が両方登
録されている場合は、先に登録がされた日時が出港（予定）年月日時刻に表示されます。 

 船舶運航情報に船舶単位の運航情報制限が登録された船舶については、照会対象外となりま
す。 

 
注意喚起メッセージについて 
 一回の送信で照会できる件数は２０件です。照会結果の情報が２１件以上ある場合は、注意

喚起メッセージが表示されます。再度送信を行うと続きの情報を照会することができます。 
 

＜パッケージソフトでの業務について＞ 
 「船舶運航情報登録（ＶＴＸ０１）」業務で登録した情報を、照会することができます。 
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2.9.6 船舶資格変更届照会（ＷＫＰ） 
本業務では、「船舶資格変更届（ＷＫＣ）」業務によりシステムに登録された資格変更届情報の届
出内容の照会または船舶コードに係る資格変更届情報の履歴一覧を照会することができます。税関が
マニュアル交付時に登録した資格変更届情報は、照会できません。 
申請の操作方法については、1.3.2（5）その他申請・照会業務を参照してください。 

 
入力者について 
 入力者は船会社、船舶代理店です。 
 船会社が届出内容を照会する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登

録されている船舶運航者と同一の船会社であるか、または照会する資格変更届情報の届出者
と同一の利用者である必要があります。 

 船会社が履歴一覧を照会する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報に登
録されている船舶運航者と同一の船会社であるか、または照会する資格変更届履歴情報の最
終届出者と同一の利用者である必要があります。 

 船舶代理店が届出内容を照会する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報
に登録されている船舶運航者の船会社と事前に受委託関係を登録しておくか、または照会す
る資格変更届情報の届出者と同一の利用者である必要があります。 

 船舶代理店が履歴一覧を照会する場合は、本業務で入力した「船舶コード」の船舶基本情報
に登録されている船舶運航者の船会社と事前に受委託関係を登録しておくか、または照会す
る資格変更届履歴情報の最終届出者と同一の利用者である必要があります。 

 
照会種別コードの入力パターンについて 

表 2.9.6-1照会種別コードの入力パターン 

 
入力 

船舶コード 届出受理番号 

照会種別 
届出内容 ○ ○ 

履歴一覧  ○※ × 

※「船舶コード」を入力して船舶資格変更届情報の届出内容を照会する場合は、最後に交付
された届出受理番号に係る届出内容を照会できます。 
 

＜パッケージソフトでの業務について＞ 
 パッケージソフトの「船舶・航空機資格変更届（ＫＰＣ０１）」業務で提出した届出を、本

業務で照会できます。 
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2.10 その他 

2.10.1 錨地指定一覧 
錨地指定一覧では、錨地の指定を確認することができます。操作の詳細は、「錨地指定機能（申請
者）操作マニュアル」を参照してください。 

 

錨地指定一覧を表示する 
錨地指定一覧を別画面で表示することができます。 

 
1. 「メインメニュー」画面から錨地指定一覧をクリックします。 

 
 

クリックして「錨地指定一覧」画面
を表示します。 
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2. 別画面で以下の「錨地指定一覧 港長選択」画面が表示されます。 
以降の操作は「錨地指定機能（申請者）操作マニュアル」を参照してください。 
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2.10.2 一時保存情報呼出し（ＷＳＣ） 
本業務では、新規登録前に一時的に保存した情報及び新規登録した情報を呼び出して、新規登録と
して各申請に利用することができます。 
※一時保存の保存期間は、保存または新規登録から１０日間（土日祝含む）です。 
 

表 2.10.2-1一時保存の対象業務 

分類 業務名称 

内航 入港前統一申請 
入港届等 
移動届等 
出港届等 
船舶基本情報 

外航 入港前統一申請 
入港届等 
移動届等 
出港届等 
船舶運航情報 
乗組員情報 
旅客情報 
船用品情報 
船舶基本情報 

外航（運航情報使用） 入港前統一申請 
入港届等 
出港届等 

港湾管理者業務 入港料減免・還付申請 
船舶運航動静通知 
海側施設使用許可申請 
陸側施設使用許可申請 
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一時保存した情報を呼び出す 
新規登録する際に一時保存した情報及び新規登録した情報を呼び出すことができます。一時保存ｈ 

 

1. 「メインメニュー」画面から【一時保存情報呼出し】の【一時保存情報呼出し（ＷＳＣ）】をクリ

ックして「一時保存情報呼出し 検索」画面を表示します。 

 
  

クリックして「一時保存情報呼出し 
検索」画面を表示します。 
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2. 入力欄に検索条件を入力して、【検索】ボタンをクリックします。 

例：入港届等 

 
 

3. 検索条件に該当する一時保存情報が表示されるので、呼び出したい一時保存情報を選択し、【呼出】

ボタンをクリックします。 

 

検索条件を入力して【検索】
ボタンをクリックします。 

入力した検索条件を
リセットします。 

プルダウンをクリックすると、
選択可能な業務名称が表示され
ます。 

1画面で確認できるのは 20件
となり、21件目からは次ペー
ジに遷移し確認します。 

【呼出】ボタンをク
リックします。 

 

呼び出したい一時保存
情報を選択します。 
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4. 「新規登録 申請書類一覧」画面が表示されます。通常の申請業務と同様に送信ができます。 

 
 

呼び出した情報の一時保
存番号が表示されます。 

【保存済】または【送信済】の
ステータスが表示されます。 
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2.10.3 ＣＳＶアップロード 
ツール等で作成したＣＳＶ形式の乗組員情報、旅客情報、危険物情報をアップロードすることがで
きます。（ＣＳＶファイルの作成については、乗組員・旅客・危険物情報作成ツール内のマニュアル
を参照してください。） 
 
ファイル名の規約について 

 アップロードするＣＳＶファイルのファイル名は以下の規約に従い保存をしてください。 
表 2.10.3-1ファイル名の規約について 

分類 ファイル名 

乗組員情報 crew_XXXXXXXXX 

旅客情報 pass_XXXXXXXXX 

危険物情報 dang_XXXXXXXXX 

※「XXXXXXXXX」は任意の値 
 

手入力の閾値について 
 それぞれの情報の手入力の閾値を超えた件数を登録したい場合は、ＣＳＶファイルを作成しアッ

プロードした情報を申請で利用する必要があります。 
閾値は以下のとおりです。 
 乗組員情報：30件 
 旅客情報：20件 
 危険物情報：20件 

 
ＣＳＶファイルの閾値について 

 ＣＳＶファイルで登録できる件数の閾値は以下のとおりです。 
 乗組員情報：4,500件 
 旅客情報：8,000件 
 危険物情報：300件 
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ツールをダウンロードする 
乗組員情報、旅客情報、危険物情報のＣＳＶ形式のファイルを作成するための、乗組員・旅客・危

険物情報作成ツールをダウンロードすることができます。 
 

1. 「メインメニュー」画面から【ＣＳＶアップロード】の【ツールダウンロード】をクリックしてＣ
ＳＶ作成ツールのリンク先を表示します。 

 
 
2. ＣＳＶ作成ツールのリンク先が表示されます。乗組員・旅客・危険物情報作成ツールのダウンロー

ドを行ってください。 
 

  

クリックしてＣＳＶ作成ツー
ルのリンク先を表示します。 
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乗組員・旅客・危険物の情報をアップロードする（ＷＵＤ） 
ツール等で作成したＣＳＶ形式の乗組員情報、旅客情報、危険物情報をアップロードします。 

 
1. 「メインメニュー」画面から【ＣＳＶアップロード】の【乗組員・旅客・危険物】をクリックして

「乗組員・旅客・危険物 アップロード」画面を表示します。 

 
 

  

クリックして「乗組員・旅客・危険物 ア
ップロード」画面を表示します。 
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2. 【参照】ボタンをクリックしてアップロードしたいＣＳＶファイルを選択し、【アップロード】ボ
タンをクリックします。 
例：乗組員情報のアップロード 

 
 

 
 登録済の「書類提出先」を削除する場合は、登録済宛先一覧から削除したい「書類提出先」にチ

ェックを入れ、【登録】ボタンをクリックします。 

 乗組員・旅客・危険物作成ツールで作成した CSVファイルだけではなく、書類状態確認（WVS）

業務からダウンロードした乗組員・旅客・危険物情報の CSVファイルもアップロードすることが

可能です。書類状態確認（WVS）業務からのダウンロード方法は、2.9.1（1）書類状態と申請内

容を確認するを参照してください。 

  

アップロードするファイル
の種別を選択します。 

アップロードしするＣＳＶフ
ァイルを選択します。 

アップロードする CSVファイルに対し
情報を入力します。アップロードした情
報を検索する際の検索条件に利用でき
ます。 

 

「メインメニュー」画
面に戻ります。 
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3. 任意の場所に保存してあるアップロードファイルを選択し【開く】をクリックします。 

 
 
 
4. ファイルが選択されたことを確認し、【アップロード】ボタンをクリックします。 

 
 

 
 

 

【開く】ボタンをクリッ
クします。 

 

【アップロード】ボタン
をクリックします。 



 
 

  
輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社 2-10-3-6 

 
 

5. 確認ダイアログが表示されるので、【はい】をクリックします。 

 
 
6. 処理中画面が表示されます。 

 
 
 
 
 

 

【はい】をクリック
します。 
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7. 正常にアップロードが完了すると、以下の処理結果画面が表示されます。 

 
 
 
 続けて CSVアップロードを実施する場合は、【アップロード画面に戻る】ボタンをクリックする

と「乗組員・旅客・危険物 アップロード」画面に戻ります。 
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①【アップロード】ボタンをクリックすると、以下のダイアログが表示されます。 

 ファイル未選択の場合 

 
 

 拡張子が正しくない場合 
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 ファイル名が正しくない場合 

 
 

 
 アップロードしたＣＳＶファイルは、各業務の新規登録画面または訂正画面にて紐づけることが

できます。（参照⇒2.10.3（3）アップロード情報を使用する） 
 エラーの場合は以下のように表示されます。表示内容に従ってＣＳＶファイルを修正し、再度ア

ップロードしてください。 
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アップロード情報を使用 
アップロード情報検索画面でアップロードしたＣＳＶファイルを検索し選択すると、ＣＳＶファ

イルを使用することができます。 
 

1. 各申請の新規登録または訂正画面で【アップロード情報を使用】ボタンをクリックします。 

 
  

【アップロード情報を使用】
ボタンをクリックします。 
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2. 「アップロード情報検索」画面が表示されます。検索条件を入力し、【検索】ボタンをクリック
します。 

 
 

3. 読み込みたい情報を選択し、【読込】ボタンをクリックします。 

 
 

  

入力した検索条件を
リセットします。 

入力した検索条件で
検索を行います。 

1画面で確認できるのは 20件となり、21
件目からは次ページに遷移し確認します。 

【読込】ボタンをク
リックします。 
 

 

 
読み込みたい情報
を選択します。 
 

各申請の新規登録または訂
正画面に戻ります。 
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4. アップロード情報が選択済の状態となります。選択を解除したい場合は、【クリア】をクリック
してください。 
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2.10.4 外部ファイル 
外部ファイルとして保存したファイルを読み込んで新規申請に利用することができます。 

 
 外部ファイル読込の【読込】【アップロード（zip）】の対象業務は以下の表のとおりです。 
 外部ファイル読込の【読込】のファイル名は「業務コード 3桁_任意の値.csv」です。 
 外部ファイル読込の【アップロード（zip）】のファイル名は「業務コード 3桁_任意の値.zip」

です。 
表 2.10.4-1外部ファイル読込の対象業務 

分類 業務名 
ファイル名 

業務コード 3桁 
【読込】 
対象業務 

【アップロー
ド（zip）】 
対象業務 

船舶基本情報等
事前登録 

船舶基本情報 WBX 〇  
船舶運航情報 WBX 〇  
船用品情報 WBX 〇  

外航 入港前統一申請 WPT 〇 〇 
入港届等 WIT 〇  
移動届等 WMR 〇 〇 
出港届等 WOT 〇 〇 

外航（運航情報
使用） 

入港前統一申請 WBX 〇 〇 
入港届等 WIT 〇  
出港届等 WOT 〇 〇 

内航 船舶基本情報 WBX 〇  
入港前統一申請 WBX 〇 〇 
入港届等 WIT 〇  
移動届等 WMR 〇 〇 
出港届等 WOT 〇 〇 

港湾管理者 入港料減免・還付申請 WER 〇  
船舶運航動静通知 WMT 〇  
海側施設使用許可申請 WST 〇  
陸側施設使用許可申請 WLT 〇  
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外部ファイルを保存する 
申請した書類を、書類状態確認（ＷＶＳ）で申請情報（乗組員・旅客・危険物情報を含まない）を

CSV形式で保存、または申請情報に紐づく乗組員・旅客・危険物情報と一緒に CSVファイルをまとめ
て zip形式で保存することができます。保存したファイルは、直接修正し新規登録に利用することもで
きます。 

（参照⇒2.9.1（3）外部ファイルを保存する） 
 

外部ファイルを読み込む 
外部ファイルを読み込んで各業務の新規申請に利用することができます。 

 
1. 「メインメニュー」画面から外部ファイルを読み込んで登録したいメニューの【登録】リンクをク

リックして「新規登録 申請書類一覧」画面を表示します。 

 
  

 

【登録】ボタンをクリッ
クします。 
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2. 【ファイル読込】ボタンをクリックして、「ファイル読込」画面を表示します。 
例：入港届等（外航（運航情報使用） 

 
 
3. 【ファイル選択】ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

【ファイル選択】ボタン
をクリックします。 

「申請書類一覧」画
面に戻ります。 

 

【ファイル読込】ボタン
をクリックします。 
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4. 任意の場所に保存してある外部ファイルを選択し【開く】をクリックします。 

 
 

 

5. ファイルが選択されたことを確認し、【読込】ボタンをクリックします。 

 
 

 

【開く】ボタンをクリッ
クします。 

 

【読込】ボタンをクリックし選択し
た CSVファイルを読み込みます。 
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6. 読込が完了すると、外部ファイルの内容が「申請書類一覧」画面に反映されます。通常の申請業務
と同様に、必要事項を入力し送信を行ってください。 

 
 

 
 

 申請先の宛先は反映されません。各書類の入力画面で、再度宛先を選択してください 。 
 乗組員情報、旅客情報、危険物情報は、読み込み対象外のため入力が必要です。 
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 入力チェックエラーの場合 

 
 

 ファイル未選択の場合 
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 拡張子が正しくない場合 

 

 
 ファイル名が正しくない場合 
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外部ファイル（zip）を読み込む 
外部ファイル（zip）を読み込んで各業務の新規申請に利用することができます。 

 
1. 「メインメニュー」画面から外部ファイルを読み込んで登録したいメニューの【登録】リンクをク

リックして「新規登録 申請書類一覧」画面を表示します。 
例：出港届等（外航） 

 
  

クリックして「新規登録 申請書
類一覧画面を表示します。 
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2. 【ファイル読込】ボタンをクリックして、「ファイル読込」画面を表示します。 

 
 

3. 【ファイルの選択】ボタンをクリックします。 

 
  

 

 

【ファイル読込】ボタンをクリックして
「ファイル読込」画面を表示します。 

【ファイルの選択】ボタ
ンをクリックします。 

「申請書類一覧」に
戻ります。 
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4. 任意の場所に保存してある外部ファイル（zip）を選択し【開く】をクリックします。 

 
 

5. ファイルが選択されたことを確認し、【アップロード（zip】ボタンをクリックします。 

 
 

  

 

【開く】ボタンをクリッ
クします。 

外部ファイル（zip）を
選択します。 

 

【アップロード（zip）】ボタ
ンをクリックします。 
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6. 処理中画面が表示されます。 

 
 
7. 読込が完了すると、外部ファイル（zip）の内容が「申請書類一覧」画面に反映されます。通常の申

請業務と同様に、必要事項を入力し送信を行ってください。 

 
 
 
 

読み込み結果が表示さ
れます。 

読み込み結果が表示さ
れます。 
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 外部ファイル（zip）で zipの中に乗組員情報・旅客情報・危険物情報がある場合は、申請情報と

合わせて乗組員情報・旅客情報・危険物情報もアップロードされ、アップロード情報を紐づけた
状態となります。 

 アップロードした乗組員情報・旅客情報・危険物情報が手入力の閾値以下の場合も、画面上には
展開せず、乗組員情報・旅客情報・危険物情報のアップロードが行われアップロード情報を紐づ
けた状態となります。 

 
  

 

乗組員情報・旅客情報・危険物情報の
アップロードも行われます。 
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 申請先の宛先は反映されません。各申請の登録画面で、再度宛先を選択してください。 
 入力チェックエラーの場合 

 
 

 ファイル未選択の場合 
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 拡張子が正しくない場合 

 

 
 ファイル名が正しくない場合 
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 【アップロード（zip）】する際の zipファイル名は、「業務コード３桁_（アンダーバー）」は固
定となっております。誤った形式のファイル名や誤った拡張子で【アップロード（zip）】を行う
と、エラーとなります。 

例）WPT業務でアップロードする場合 
    WPT_任意の文字.zip 
 
 zipファイルの中身の CSVファイル名は、下記の形式のファイル名としてください。誤った形式

のファイル名や誤った拡張子で【アップロード（zip）】を行うと、エラーとなります。 
例）WPT業務でアップロードする場合 

WPT_任意の文字列.csv（申請の外部ファイル） 
    →「業務コード 3桁_（アンダーバー）」は固定です。 
     crew_任意の文字列.csv（乗組員情報） 

→「crew_（アンダーバー）」は固定です。 
     pass_任意の文字列.csv（旅客情報） 

→「pass_（アンダーバー）」は固定です。 
     dang_任意の文字列.csv（危険物情報） 

→「dang_（アンダーバー）」は固定です。 
 

    ※zipファイルの中身の CSVファイル数は申請する書類により異なります。 
 
 zipファイルの中身を誤った形式で【アップロード（zip）】を行うと、エラーとなります。 
例）crewの CSVファイルが複数存在する場合 

WPT_SENPAKU01_20171001000000.csv（申請の外部ファイル） 
     crew_SENPAKU01_20171001000000_1.csv（乗組員情報） 
     crew_SENPAKU01_20171001000000_2.csv（乗組員情報） 
     pass_SENPAKU01_20171001000000.csv（旅客情報） 
     dang_SENPAKU01_20171001000000.csv（危険物情報） 
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2.10.5 宛先設定 
「書類提出先」の事前登録を行うことができます。登録した宛先は、各申請の「宛先」の項目に表
示されます。必ず申請前に、提出先を登録してください。なお、登録した宛先は削除することも可能
です。 

 

宛先を設定する（ＷＡＳ） 
申請に先立ち「書類提出先」を登録します。 

 
 

 「書類提出先」の登録件数は最大１００件です。 
 

1. 「メインメニュー」画面から【宛先設定】をクリックします。 

 
 
 
  

 

【宛先設定（WAS）】をク
リックします。 
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2. 「宛先設定」画面が表示されます。書類提出先と官署コードを入力して【追加ボタン】をクリック
します。 
例：港湾管理者の宛先設定 

 
 

 
 【追加】ボタンをクリックした時点では、まだ登録は完了していません。必ず次の手順３の操作を
行ってください。 

  

書類提出先を選択します。 

官署コードを入力します。 

【追加】ボタンをクリックします。 
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3. 登録済宛先一覧欄に追加した宛先が表示されますので、登録内容の確認後、【登録】ボタンをクリ
ックします。 
 

 
 続けて宛先を追加する場合は手順２を繰り返します。 
 未登録の宛先は背景色が黄色になります。 

 
 
 
 
 

  

追加した宛先は背景色が
黄色になります。 

追加した宛先（提出先、官署コード）が
正しく登録されているか確認します。 

【登録】ボタンを
クリックします。 
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 登録済の「書類提出先」を削除する場合は、登録済宛先一覧から削除したい「書類提出先」にチ

ェックを入れ、【登録】ボタンをクリックします。 

 
 
4. 確認のダイアログが表示されますので、【はい】ボタンをクリックします。 

 

削除したい「書類提出先」
を選択します。 

【登録】ボタンをクリ
ックします。 
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5. 「メインメニュー」画面に戻ります。 
 

 
 既に宛先設定済の場合は、「メインメニュー」画面から「宛先設定」画面に遷移すると以下の

ように登録済の宛先を確認できます。 
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 宛先追加後、【登録】ボタンをクリックせずに【戻る】ボタンをクリックした場合は以下のダ
イアログが表示されます。【登録する】ボタンをクリックすると宛先を登録することができま
す。 
 【登録する】ボタン…宛先設定が完了し、「メインメニュー」画面に遷移します。 
 【登録しない】ボタン…追加した宛先を登録せず、「メインメニュー」画面に遷移します。 
 【キャンセル】ボタン…【戻る】ボタンをクリック前の状態に戻ります。 
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 追加した宛先は各申請の宛先欄のプルダウンで選択し、使用します。宛先欄の表示は昇順で表示

されます。 

 

 

宛先欄のプルダウンをクリックすると、
追加した宛先が表示されます。 
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2.10.6 パスワード変更 
本業務では、パスワードの変更・初期化・初期化取消を行うことができます。 

 
入力者について 
 入力者は全利用者（税関、厚生労働省（食品）、動物検疫所、植物防疫所、検疫所（人・

航空）、厚生局等、輸出証明書等発給機関を除く）、ＮＡＣＣＳセンターです。 
 

パスワード変更について 
 実施者の利用者パスワードの変更を行うことができます。 
 

パスワード初期化について 
 実施者と同一利用者コードで、識別番号の異なる利用者の利用者パスワードの初期化が行

われ、仮パスワードが払い出されます。利用者パスワードが初期化された利用者は、本業
務以外は、実施不可の状態となります。初期化後に本業務でパスワード変更を行うこと
で、他業務が実施可能となります。 

 初期化時に払い出される仮パスワードは以下のとおりです。 
 桁数は８桁です。 
 文字列は、先頭から半角英大文字（ＡからＺ（０を除く））、半角数字（１から９）

の順に交互にランダムな文字列が払い出されます。 
 

パスワード初期化取消について 
 実施者と同一利用者コードで、識別番号の異なる利用者の利用者パスワードの初期化取消

を行うことができます。 
 ＮＡＣＣＳセンターが業務実施者の場合は、業務実施者を除く全民間利用者の利用者パス

ワードの初期化取消を行うことが可能です。 
 

実施不可時間について 
 メンテナンスを行っている時間帯は、本業務を実施することができません。 

（実施が可能な時間帯は、NACCSセンター掲示板を参照してください。） 
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パスワードの変更をする 
使用するパスワードを変更することができます。 

 
 

 利用者パスワードに使用できる桁数は、６桁以上８桁以下です。 
 利用者パスワードに使用できる文字は、半角英大文字（ＡからＺ）及び半角数字（０から９）

で、それぞれを必ず１文字以上含める必要があります。 
 利用者パスワード変更時において、現在の利用者パスワードの世代を含め、過去３世代までの利

用者パスワードの文字列は使用不可とします。 
 

1. 「メインメニュー」画面から【利用者情報登録（ＵＲＹ０Ｗ）】をクリックして「利用者情報登

録」画面を表示します。 

 
 

クリックして「利用者情報登録」画
面を表示します。 
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2. 「利用者情報登録」画面が表示されます。処理区分で C:パスワード変更を選択し、必要事項を入力

して【送信】ボタンをクリックします。 

 
 

 

3. 処理結果画面が表示されます。 

 

プルダウンをクリックし「C:パ
スワード変更」を選択します。 

変更後の新パスワードを
入力します。 

カーソルをあてると入力ガイドが
表示されます。 

【登録】ボタン
をクリックしま
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パスワードの初期化をする 
識別番号の異なる利用者の利用者パスワードの初期化を行い、仮パスワードを取得することができ
ます。 

 

1. 「メインメニュー」画面から【利用者情報登録（ＵＲＹ０Ｗ）】をクリックして「利用者情報登

録」画面を表示します。 

 
  

クリックして「利用者情報登録」画
面を表示します。 
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2. 「利用者情報登録」画面が表示されます。処理区分で I:パスワード初期化を選択し、必要事項を入

力して【送信】ボタンをクリックします。 

 
 

 

3. 処理結果画面に仮パスワードが表示されます。 

 
  

プルダウンをクリックし「I:パス
ワード初期化」を選択します。 

【登録】ボタンをク
リックします。 

 

ログインしている利用者 IDと異な
る識別の利用者 IDを入力します。 
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 初期化後の仮パスワードは本画面でしか確認できません。印刷または画面内用の控えを取得す

る等してください。【メインメニューに戻る】ボタンをクリックすると以下の確認ダイアログ

が表示されます。 

 
 

パスワードの初期化取消をする 
識別番号の異なる利用者の利用者パスワードの初期化を取り消し、初期化前のパスワードに戻すこ
とができます。 

 

1. 「メインメニュー」画面から【利用者情報登録（ＵＲＹ０Ｗ）】をクリックして「利用者情報登

録」画面を表示します。 

 
 

 

クリックして「利用者情報登録」画
面を表示します。 
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2. 「利用者情報登録」画面が表示されます。処理区分で X:パスワード初期化取消を選択し、必要事項

を入力して【送信】ボタンをクリックします。 

 
 

3. 処理結果画面が表示されます。 

 

プルダウンをクリックし「X:パスワ
ード初期化取消」を選択します。 

【登録】ボタンをク
リックします。 

 

ログインしている利用者 IDと異な
る識別の利用者 IDを入力します。 
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2.10.7 バースウィンドウ（WCS） 
本業務では、係留施設使用許可申請によるバース利用状況の確認を行うことができます。また
バースウィンドウ画面から係留施設の空いている時間帯を選択し、係留施設使用許可申請の新規
申請等を行うことができます。主な機能は以下のとおりです。 
 地図上からのバース選択 
 バース利用状況の確認 
 係留施設使用許可申請の新規申請 
 船舶詳細情報の確認 
 係留施設使用許可申請の修正／取消／流用申請、入港届・出港届の作成 
 係留施設使用許可申請一覧の確認 

 
   入力者について 

 バースウィンドウは、NACCSの利用者が宛先設定を行うことで閲覧可能です。 
 利用者と利用可能な機能は以下です。 

表 2.10.7-1利用者と利用可能な機能 

利用者 画面 機能 条件 

船会社 
船舶代理店 

地図選択 画面の表示 なし 
お気に入り港の追加・削除 
バースウィンドウへの遷移 

バースウィンドウ 
※申請選択画面含む 

画面の表示 なし 
表示 
ドラッグによる新規申請 
（内航／外航／外航運航情
報使用） 

船舶詳細情報 画面の表示 なし 
訂正 届出者と同一の利

用者であること 取消 
流用申請 
入港届 
出港届 

係留施設使用許可申
請一覧 

画面の表示 なし 
検索 
照会 届出者と同一の利

用者であること 書類状態確認 
訂正 
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利用者 画面 機能 条件 

取消 
流用申請 
入港届 
CSV出力 なし 

海貨業 
ＮＶＯＣＣ 
ＣＹ 
保税蔵置場 
通関業 
輸出入者 
混載業 
バンプール 
申請者（海外） 

地図選択 画面の表示 なし 
お気に入り港の追加・削除 
バースウィンドウへの遷移 

バースウィンドウ 
※申請選択画面含む 

画面の表示 なし 
 表示 

船舶詳細情報 画面の表示 
係留施設使用許可申
請一覧 

画面の表示 
検索 
CSV出力 

 
  

 
 「バースウィンドウ」「地図選択」を利用される場合は事前に、「宛先設定（WAS）」

が必要になります。詳細は利用マニュアルの「2.10.5 宛先設定」をご参照ください。 
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地図上からのバース選択 
1. 海上入出港業務の「メインメニュー」画面の下部にある「港湾選択」の「地図選択」をクリッ

クします。 

 
  

 

【地図選択】をクリックし
ます。 
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2. 「メインメニュー」画面から【地図選択】のリンクをクリックすると、「地図選択」画面が表
示されます。「地図選択」画面においては、Cyber Port（港湾インフラ分野）の地図上から港
および係留施設を確認し、「バースウィンドウ」画面へ遷移することができます。 

 
  

地図上で港および施設を選択
することで、港および施設情
報が表示されます。 

地図上で港の港コードもしくは施設の
バースコードをクリック後に【お気に
入り港追加】ボタンをクリックするこ
とでお気に入り港の追加ができます。 

お気に入り港のリンクをクリック
することで、対象の港をズームし
た地図となります。 

地図上で施設のバースコードをクリック後
に【バースウィンドウ】ボタンをクリック
することで「バースウィンドウ」画面へ遷
移します。 

【×（削除）】ボタンをクリック
することでお気に入り港へのリン
クが削除されます。 
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バース利用状況の確認 
1. 海上入出港業務の「メインメニュー」画面の下部にある「港湾選択」の「バースウィンドウ」

をクリックします。 

 
  

 

【バースウィンドウ】をク
リックします。 
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2. 「メインメニュー」画面から【バースウィンドウ】のリンクをクリックすると、「バースウィ
ンドウ」画面が表示されます。「バースウィンドウ」画面においては、係留施設使用許可申請
情報を使用したバースの利用状況をシステム上で視覚的に把握することができます。なお、パ
ッケージソフトから申請された係留施設使用許可申請の情報もバースウィンドウ上に表示され
ます。 

 
  

プルダウンをクリックする
と、選択可能な港湾名称が表
示されます。 

プルダウンをクリックする
と、選択可能な宛先が表示
されます。 

初期表示と異なるバースの利用状況
を確認したい場合など、バースウィ
ンドウの表示を更新したい場合にプ
ルダウンを選択後クリックします。 

プルダウンをクリックすると、上記「港
湾名称」で選択した港湾に存在する港湾
施設名称が表示されます。 

港湾管理者が登録した利用者へのお
知らせ情報も申請情報と同様にバー
スウィンドウ上に表示されます。 
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 「港湾名称」と「宛先」は同時に選択できません。 
 「港湾名称」を選択した場合は、「港湾施設名称」のみしか選択できません。 
 「宛先」を選択した場合は、「港湾施設グループ」のみしか選択できません。 
 岸壁長等の係留施設情報が変更される場合、変更が適応されたバースウィンドウを表示する

ためには、変更が適応される日を表示基準日として設定の上、「表示」をクリックしてくだ
さい。 
（例：バースウィンドウ機能利用日：１月 16日、係留施設情報変更予定日：２月１日の場
合。スクロールを行い２月１日まで日時を進めるのではなく、２月１日を表示基準日とし設
定の上、「表示」をクリックしてください。） 

 バースウィンドウの凡例は以下の通りです。 
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 バースウィンドウ画面上で複数の船舶やお知らせが重なってしまった場合の表示順序は下

表の通りです。 

 

 
 船舶の申請情報が不完全な場合、下表の通り、船舶が適切に表示されません。表示イメー

ジは下図の通りです。 
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①綱取り位置不明（ビット番号入力無し、または該当ビット無し） 

 
②船体位置不明（岸壁の基点からの距離／全長入力無し、着岸舷側その他） 

 
  

4/1(金)　00:00

１号機
Aふ頭　1号岸壁（-12m,　DWT:30,000t）　300m 　 　 　

クレーン情報

係留施設情報

A8

●
205

A9

●
230

B1

●
255

B2

●
280

　06:00

ビット番号
基点からの距離

A1

●
30

A2

●
55

A3

●
80

A4

●
105

A5

●
130

A6

●
155

A7

●
180

4/2(土)　00:00

　18:00

　12:00

　12:00

　06:00

AAA SHIP
ビットA6-A1
AA代理店

AAA SHIP （全長入力無し）
・ビット位置：A3-A1
・全長：入力無しOr岸壁長超
・岸壁の基点からの距離：35m
・着離岸日時：4/1 12:00~4/2 00:00
・着岸舷側：右舷

枠線は描画できる。
船体は描画可能な情報が無
い。
船体の位置は不明だが、ビッ
ト位置で重複判定する。

申請

申請

ビット位置、全長、岸壁の距離はそれ
ぞれ、描画可能な値だが、着岸舷側
が「その他」の為、岸壁に対する占有
長が不明。従ってビット情報のみ描画船体の場所がわからないが、

ビット位置の中央に配置。
ビット間隔と全長の最小最大値を使用して
重複判定する。

AA2 SHIP
ビットA9-A4
AA代理店

AA3 SHIP
ビットA9-B2
AA代理店

AA3 SHIP （着岸舷側「その他」）
・ビット位置：A9-B2
・全長：50ｍ
・岸壁の基点からの距離：220m
・着離岸日時：4/1 18:00~4/2 00:00
・着岸舷側：その他

AA2 SHIP （基点からの距離入力無し）
・ビット位置：A9-A4
・全長：120m
・岸壁の基点からの距離：入力無しOr岸壁長
超
・着離岸日時：4/1 06:00~4/1 18:00
・着岸舷側：右舷

申請

　　　4/2(土)　00:00

　　　4/1(金)　00:00

１号機
Aふ頭　1号岸壁（-12m,　DWT:30,000t）　300m 　 　 　

ビット番号
基点からの距離

係留施設情報

クレーン情報

A8

●
205

A9

●
230

B1

●
255

B2

●
280

A2

●
55

A3

●
80

A4

●
105

A5

●
130

A6

●
155

A7

●
180

A1

●
30

　06:00

　18:00

　12:00

　06:00

　12:00
AAA SHIP （ビット番号入力無し）
・ビット位置：入力無し
・全長：75m
・岸壁の基点からの距離：65m
・着離岸日時：4/1 12:00~4/1 18:00
・着岸舷側：右舷

AAA SHIP
ビット
AA代理店

申請
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③船体位置矛盾 

 
④船の向き不明 

4/1(金)　00:00

１号機
Aふ頭　1号岸壁（-12m,　DWT:30,000t）　300m 　 　 　

クレーン情報

係留施設情報

A6

●
155

A7

●
180

A8

●
205

A9

●
230

B1

●
255

B2

●
280

ビット番号
基点からの距離

A1

●
30

A2

●
55

A3

●
80

A4

●
105

A5

●
130

　12:00

　06:00

4/2(土)　00:00

　18:00

　12:00

　06:00

AAA SHIP
ビットA1-A4
AA代理店

AAA SHIP （着岸舷側ビットの向き矛盾）
・ビット位置：A1-A4
・船の全長：70m
・岸壁の基点からの距離：120m
・着離岸日時：4/1 06:00~4/1 12:00
・着岸舷側：右舷

AA2 SHIP （着岸舷側入力なし）
・ビット位置：A2-A8
・全長：125m
・岸壁の基点からの距離：120m
・着離岸日時：4/1 18:00~4/2 00:00
・着岸舷側：入力無し

申請

AA2 SHIP
ビットA2-A8
AA代理店

申請

ビットの枠の完全に外側に船体があり、ビット
と着岸舷側の向きが逆。
船体の向きは着岸舷側に合わせて表示する。

125m

120m

ビット枠から片側がはみ出ている。着岸舷
が無い為、ビットに合わた向きに表示する。

120m

4/1(金)　00:00

１号機
Aふ頭　1号岸壁（-12m,　DWT:30,000t）　300m 　 　 　

クレーン情報

係留施設情報

A7

●
180

A8

●
205

A9

●
230

B1

●
255

B2

●
280

　12:00

　06:00

ビット番号
基点からの距離

A1

●
30

A2

●
55

A3

●
80

A4

●
105

A5

●
130

A6

●
155

　18:00

　12:00

　06:00

4/2(土)　00:00

AAA SHIP
・ビット位置：入力無し
・全長：75m
・岸壁の基点からの距離：35m
・着離岸日時：4/1 12:00~4/1 18:00
・着岸舷側：入力無し

35m 75m

綱取りの枠線が描画できない。
また、船尾、船首の向きが判定できない為、向きのわから
ない図形を配置する。

AAA SHIP
ビット
AA代理店

申請
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⑤綱取り位置、船体位置不明（申請） 

  ケース②③についてもケース①と同様の帯表示になります。 

 

⑥綱取り位置、船体位置不明（回答後） 

 

　　4/1(金)　00:00

１号機
Aふ頭　1号岸壁（-12m,　DWT:30,000t）　300m 　 　 　

クレーン情報

係留施設情報

A6

●
155

A8

●
205

A9

●
230

B1

●
255

B2

●
280

A2

●
55

A3

●
80

A4

●
105

A5

●
130

A7

●
180

A1

●
30

ビット番号
基点からの距離

　06:00

　18:00

　12:00

　06:00

4/2(土)　00:00

　12:00

BBB1 SHIP
ビット
BB代理店

申請
許可

AAA1 SHIP（岸壁の占有位置不明な申請）
・ビット位置：入力無し
・全長：75m
・岸壁の基点からの距離：入力無し
・着離岸日時：4/1 00:00~4/1 06:00
・着岸舷側：右舷
・申請日時：3/25 10:00
・申請ステータス：申請（送信済み）

BBB1 SHIP（全長＋距離が岸壁長超過）
・ビット位置：入力無し
・全長：150m
・岸壁の基点からの距離：250m
・着離岸日時：4/1 06:00~4/1 18:00
・着岸舷側：右舷
・申請日時：3/26 12:00
・申請ステータス：許可

AAA2 SHIP（場所の特定できる申請）
・ビット位置：A5-A1
・全長：75m
・岸壁の基点からの距離：40m
・着離岸日時：4/1 12:00~4/1 20:00
・着岸舷側：右舷
・申請日時：3/25 18:00
・申請ステータス：許可

申請
AAA2 SHIP
ビットA4-A1
AA代理店

AAA1 SHIP
ビット
AA代理店

申請

許可

　　　4/1(金)　00:00

１号機
Aふ頭　1号岸壁（-12m,　DWT:30,000t）　300m 　 　 　

ビット番号
基点からの距離

クレーン情報

係留施設情報

A8

●
205

A9

●
230

B1

●
255

B2

●
280

A2

●
55

A3

●
80

A4

●
105

A5

●
130

A6

●
155

A7

●
180

A1

●
30

　06:00

　18:00

　12:00

　06:00

　　　4/2(土)　00:00

　12:00

ケース①
AAA1 SHIP（岸壁の占有位置不明な申請）
・ビット位置：入力無し
・全長：75m
・岸壁の基点からの距離：入力無し
・着離岸日時：4/1 00:00~4/1 06:00
・着岸舷側：右舷
・申請日時：3/25 10:00

ケース②全長＋距離が岸壁長超過
・ビット位置：入力無し
・全長：150m
・岸壁の基点からの距離：250m
・着離岸日時：4/1 06:00~4/1 18:00
・着岸舷側：右舷
・申請日時：3/26 12:00
・申請ステータス：申請（送信済み）

ケース③着岸舷がその他の為、岸壁の占有長不
明
・ビット位置：入力無し
・全長：75m
・岸壁の基点からの距離：170m
・着離岸日時：4/1 18:00~4/2 00:00
・着岸舷側：その他

申請
AAA2 SHIP
ビットA4-A1
AA代理店

AAA1 SHIP
ビット
AA代理店

申請



 
 

  
輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社 2-10-7-13 

 

係留施設使用許可申請の新規申請 
1. 申請したい係留施設のビット・日時をドラッグにより範囲選択をします。ドラッグ操作の起点

が船首ビット番号となります。 

 
 

 

エリアをドラッグし
ます。 

ドラッグの基点側が船首ビ
ット番号となる。 
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2. 「係留施設使用許可申請（入港前統一申請）」のポップアップが表示されるため、申請する業
務をクリックします。 

 
  

申請する業務をクリック
します。 
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3. 入港前統一申請 新規登録 申請書類一覧画面が表示されるため、申請呼出（係留情報以外）を
クリックして呼出検索画面を表示します。 
バースウィンドウで設定されない項目を申請済み情報から呼び出すことができます。 
【内航の場合】 

 
 

4. 検索条件を入力し、【検索】ボタンをクリックします。 

 
 

  

【申請呼出（係留情報以外）】ボタ
ンをクリックします。 

検索条件を入力して【検索】ボ
タンをクリックします。 
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5. 使用したい申請情報を選択し、【呼出（係留情報以外）】ボタンをクリックします。 

 
 

6. バースウィンドウから自動入力される項目以外の項目の情報が呼び出されます。必要事項を入
力し、送信を行ってください。通常の新規登録時と同様に複数書類の申請を行うことができま
す。 

 
  

【呼出（係留情報以外）】ボ
タンをクリックします。 

申請情報を選択し
ます。 
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 以下の項目はバースウィンドウから補完され、以下の項目以外は呼び出しを行った申請済み情

報から補完されます。 

表 2.10.7-2バースウィンドウから自動入力される項目 

項目名 

宛先 
入港港コード 
着岸（予定）場所コード（入港時） 
着岸（予定）年月日時刻（入港時） 
離岸（予定）年月日時刻（出港時） 
船首ビット番号 
船尾ビット番号 
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船舶詳細情報の確認 
1. 詳細を確認したい申請情報（船舶）をクリックします。 

 
 

  

詳細を確認したい申請情報（船舶）
をクリックします。 
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2. 船舶詳細情報が表示されます。 
 

 
 船舶詳細情報には「申請者（電話番号）」の情報が含まれますが、申請者間での調整を目的と

しているため、他の利用者に対して公開されます。 
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係留施設使用許可申請の修正、取消、流用申請、入港届・出港届の作成 
1．対象の申請情報（船舶）をクリックします。 

 
 

  

申請情報（船舶）をクリッ
クします。 
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２．表示された船舶詳細情報の画面下部にある「訂正」「取消」「流用申請」「入港届」「出港届」
のうち、実行したい業務をクリックすることで処理を進めることが可能です。なおバースウィン
ドウからいずれの処理を行う場合も、当該船舶に係る申請情報が引き継がれます。 

 
 

  

実行したい業務をクリ
ックします。 
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係留施設使用許可申請一覧の確認 
1．「バースウィンドウ」画面下部の【一覧表示】をクリックします。 

 
  

【一覧表示】ボタンをクリッ
クします。 
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2. 初期検索がされた状態で、「係留施設使用許可申請一覧」画面が表示されます。検索条件を入
力し、「検索」をクリックすることで、検索結果を再度表示することもできます。 
検索結果の左端にある「ラジオボタン」を選択し、画面下部にある「照会」「書類状態確認」
「訂正」「取消」「流用申請」「入港届」「出港届」のうち、実行したい業務をクリックする
ことで処理を進めることが可能です。「CSV出力」を行う場合は、「選択」に関わらず検索結
果に表示されている申請情報と同じ情報を出力します。 

 
 

検索条件を入力し、【検索】
ボタンをクリックします。 

利用者が申請した情報の
み検索します。 

申請情報を選択し
ます。 

実行したい業務をクリ
ックします。 
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 係留施設使用許可申請一覧は他利用者の申請情報も表示されます。ただし、「届出／申請

番号」及び「施設使用料」については他利用者の情報は表示されません。 

 「選択」は対象申請の届出者と同一の利用者の場合のみ選択可能です。 
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